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    プロローグ


    



    　　　『この世界に、希望などない』


    



    　そう呟つぶやきながら、そっと目を閉じる。


    　灰色に彩られたカルテジアン・シアターの座席に一人座り、レストア・ディストピアは回顧していた。遥はるか昔の出来事を。まだ自分が人間らしく生きていた時のことを。


    　この映画館はいったい何なのか。いったい彼女はいつからここに居るのか。


    　全ての始まりは、増ます川かわ唐から人とのいる時代から、千数百年も[image: ]さかのぼった頃ころ、日本から遠く離れた国でのことだった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　四世紀、古代ローマ帝国、夏。強い日差しが人々に容赦なく照りつけている。


    　長い坂道の途中で少女は立ち止まり、汗を拭ぬぐいながら大きく息を吐いた。


    　少女の名前は『レストア』。とはいえ、正確にはそれは『名前』ではない。


    　古代ローマ時代、基本的に女性に個別の『名前』というものは存在しなかった。よって、少女はただ便宜的にレストアと呼ばれているに過ぎなかった。


    「……どこいっちゃったんですかテオドトス様……。ボク、もう足がくたくただよ」


    　そう独りごちながら、レストアは、パンパンに張ったふくらはぎを掌てのひらで叩たたいた。


    



    　競技場や公衆浴場の間を縫って、再び固い石で舗ほ装そうされた道路を歩いて行く。


    　当時のローマの文化レベルは、建築技術などにおいて、二十一世紀水準と比べても驚くほど高い物を有していたのではないか、と言われている。


    



    「……ここに、いたんですか」


    　ローマ市街の中央に位置するパラティヌスの丘を越えると、石造りの柱ちゆう廊ろうと神殿に囲まれたフォルム・ロマヌム（公共広場）がある。レストアは、その石柱のうち一本に頭を凭もたせかけて眠り込んでいる青年の姿を発見すると、呆あきれたように溜ため息を吐ついた。


    「……起きてくださいませ」


    「むにゃ……あと……二時間……」


    　その寝ね惚ぼけ顔が腹に据すえかねたのか、すう、レストアはすう、と大きく息を吸い込むと、男の耳に向かって腹の底から声を絞り出した。


    「お・き・て・くださいませ、テオドトス様！」


    「のわああっ！」


    　慌てて飛び起きた男は、生まれたての子こ鹿じかのように手足をじたばたさせた後、目の前によく見知った顔を見つけてほっと息をついた。銀色の前髪がかかるその細目を緩ゆるやかに湾わん曲きよくさせ、笑顔を作る。


    「……やあ、レストア。どうしたの？」


    「なぜ、こんな所でお昼寝してらっしゃるので？」


    「えーと……それは……」


    　テオドトスは、少し困ったようにはにかんで小さな声で答えた。


    「……芝居の券が」


    「え？　なんです？　はっきりおっしゃっては。まさか、するべきことを放棄してお芝居を観みようとしてらしたとでも？　ほーう」


    「今度ポンペイウス劇場でやる芝居……レストアと一緒に行こうと思って券売の行列に並んでたら……列が長すぎていつのまにか寝ちゃったんだよね」


    「なっ──」


    　あまりにも呑のん気きかつ明け透けな彼の台詞せりふに、レストアは赤面した。


    



    　テオドトスの薄うす衣ぎぬの首を摑つかんで引き[image: ]ずりながら、レストアは坂道を下っていく。


    「まったく、冗談じゃないです……皆さんもう待ってらっしゃるというのに……」


    「っちょ、ひ、一人で、ある、歩けるってば、レストア」


    「……しかも……その……ぼ、ボクと芝居などと、誑たぶらかすような、唆そそのかすような、ふ、不ふ埒らちな……」


    　レストアは赤面したまま、どこか早足で落ち着かないようだ。


    　元は薬屋だったテオドトスが、既存のものを多少アレンジした風変わりな宗教を始めたのは一年ほど前のことだった。


    　そんなテオドトスの思想でなく人柄に惚れ、右腕として彼の活動をサポートしていたのがレストアだったのだが──坂道を引き[image: ]ずられながら、テオドトスはレストアにこう告げた。


    「あ、ちょ、ちょっと待って、ちょっと用事が！　そこの家に寄っていかないと！」


    「……なんです」


    「あそこの家で、出たっていうからさ。ほかの薬屋に取られる前に──話をしに」


    「今は集会の方が大事でしょう！」


    「でもさ、僕が行かないとまた考えなしに駆虫されちゃうかもしれないし……好きなんだよ、あいつらが。見たいなあ、どんなん出たんだろうなあ」


    　古代ローマにも条じよう虫ちゆう、回かい虫ちゆうを主とする寄生虫が存在したことと、その駆虫薬があったことが、ディオスコリデスの著した『薬物誌』などの文献に記されている。


    「……一回訊ききたかったんですけど。なんでテオドトス様はそんなに寄生虫パラシステイスムスを大事にするんですか。どうしてそんな好きなんですか」


    「だってさ。一人じゃ生きてけないって僕らのそばに寄ってくるやつらを無む碍げになんかできないだろ？　あいつらだって生きてる。僕たちと同じ生き物なんだ」


    　そのテオドトスの優しさを、レストアは呆あきれるとともに、どうしても嫌いにはなれないのだった。だからこそ、彼の手伝いをしようと思ったわけだが。


    「結局のとこさ。たぶん──幸福になるために生きてるんだ。生き物はみんな。だったら、助けてやらないとね」


    　それがテオドトスの宗教が掲げる、たった一つの教義だった。


    　テオドトスは人差し指を天に立てる。


    「我われ々われはどこから来たのか。我々は何者か。そして、我々はどこへ行くのか」


    「……なんです、それ」


    「太古から──そして、永遠に人間が考えるべき命題だよ。……あのさ、時々夢に見るんだけどさ、レストアは寄生虫が人になったらって思うことない？　どうなるんだろうなー。結構友達になれたりしないかな？」


    「また夢物語を言わないでください！　さっさと集会に行きますよ！」


    



    　テオドトスとレストア。いわば二人は、ささやかな教義を持って人々の不安を聞きながら、寄生虫の研究をし、幸福に至る道を探していた。だが──そんな穏やかな日々は突然終わりを告げる。


    　ある日突然、レストアの前に現れたテオドトスは、何やら書簡のようなものを握り締めて深刻な顔をしていた。


    「……レストア」


    「どうしました」


    「……まずいことになった。これから、宗派の統一が始まるらしい」


    「……え？」


    「皇帝陛下が、社会的基盤を固めるために、風紀を乱す教えを広めるものを『邪教』として排除に動くことを決定した」


    「……つまり？」


    「僕たちは──迫害される」


    



    　それからの日々は一変し、安あん寧ねいというものが存在しなくなった。テオドトスとレストアは突如世間から迫害されることになった。寄生虫との共存を訴える気色悪い連中は、排斥しても良いのだと。むしろ風紀を乱すお前ら自身が寄生虫である、と。


    　家に石が投げ込まれる。商店で売買を拒否される。公共施設で白い目で見られる。


    　なぜ、自分たちがこんな目に合うのか。


    　寄生虫に慈愛の目を向けていただけでこんなにも憎まれるのか。


    　レストアのその憤ふん懣まんがついに極まる、決定的な事件が起きる。


    「はあっ、はあっ、はあっ」


    　レストアは、息を切らして顔をローブで覆いながら、薄暗い路地を駆け抜けていた。集会の帰り道、いきなり暴徒と化した民間人に襲われたのだ。


    「おい、邪教徒はいたか！」


    「寄生虫を捕らえろ！」


    「……っ」


    　追っ手を、とりあえず狭い曲がり角に身を隠してやり過ごす。善人も悪人も区別なく、何の面識もない市民に突然殺されかける。恐怖だった。


    　信を説くことがもう不可能なのだと悟った。それでも、寄生虫だけでなく全ての存在を愛そうとするテオドトスの優しさはレストアにとっての救いだったのだが──。


    「テオドトス様──今、そこで市民が……！」


    　ほうほうの体ていで逃げ込んだテオドトスの家。入るなり、レストアは異常事態に気が付く。まず嗅きゆう覚かくで感じたのは、むせかえるような血の臭におい。次に視覚が、部屋中でバラバラに壊されている家具を捉とらえ──。


    「あ、あ──」


    　絶対に見たくなかった。今後どれだけの時が経たっても、忘れようとしても忘れられないだろう悪夢の光景。


    　部屋の中央で倒れているテオドトス。だがその首は、あるべきところになかった。


    



    　絶望のあまりレストアがその場に蹲うずくまっていると、背後にどたどたという音が響いた。排斥者が、ここまで追ってきたのだ。手には、赤く薄汚れた鉄てつ斧ぷを持っている。


    「……はっ。気色悪い連中は駆く除じよされて当然だな」


    　明らかな敵意を込めた粗暴な声が、吐き捨てるようにレストアに投げつけられる。


    「……言いたいことは、それだけかい」


    「は？」


    「ボクは、人間を許さない。この宇宙は悪の宇宙だ。だから──せいぜい殺してみるといい。死んだって、地獄から永遠に呪のろい続けてやる。何度でも。何度でも──！」


    「な、何気味悪いこと言ってんだてめえ！」


    　追っ手の構えた大きな斧が頭上に思い切り振り下ろされる瞬間。


    　レストアの意識は、どこかに跳躍した。


    



    　気が付くと、レストアは、灰色の空間に居た。周りに、座席のようなものが多く並んでいる。


    「……ここは……」


    　天国にしては素っ気ないが──どうやら、現実にあらざる場所に[image: ]たどり着いたのは間違いないようだ。何より驚いたのは真っ正面。


    「あれは──芝居？」


    　レストアは目を見張った。視線の先には舞台がある。その舞台の上で、不思議な光景が繰り広げられている。誰だれもいないのに布人形が動き、人形劇が演じられているのだ。


    　不思議と腹の減らない世界でその光景を眺め続けているうちにやがて、それは人類の歴史を再現しているのだということに気づいた。


    　原始的な狩猟、農耕と備蓄の始まり、文明の発展、そして──戦争。


    　それから更に長い長い時間を経て、常人がどんなに生きても[image: ]り着けない領域の知識を得たレストアは悟る。この場所は、人々の共有無意識の狭間はざまに生まれた、種しゆとしての記憶の集積所なのだ。


    　だが、それを知ったところでどうしようもない。たった一人で過ごす悠久の時間の中、レストアは何度も何度も思い出していた。あの日芝居に行こうと誘ってくれた、楽しげな男の顔を。もう、叶かなわないものになってしまった願いを。


    「……なんで。ボクだけここに来た……？」


    　最期の瞬間の、あの怨おん念ねんが神に届いたのだろうか。異端や邪教と呼ばれ続けるうちに、とうとう『本物』になってしまったのだろうか。ただ事実は少女の想像を遥はるかに凌りよう駕がして、もう元の場所には還かえらない。残酷な時の流れの中でレストアは──激しく慟どう哭こくした。


    「ああああああああああああああああああああっ!!」


    　レストアは叫びながら、腹立ち紛れに舞台で動き回る人形の一体を摑つかみ、やたら滅めつ法ぽうその腹部を破り、詰まった綿を引き[image: ]ずり出す。すると、奇妙なことが起こった。


    「え……？」


    　人形の腹から引き[image: ]り出した綿が、人間の形を取って動き出したのだ。レストアは驚きよう愕がくする。何百年も経たって、新しい事実に気付いた。この場所から、種の進化に干渉することができるのだ。


    　進化に干渉する。初めは興味本位だった。だが、急速な進化は、何回やってもお決まりのように、人々に大きな不幸をもたらしていった。本質的に人という生物は、急激な変化に耐えられないようだった。歴史の中で、大きな戦争があった時、その発端が実は特殊な進化を遂げた生物であったことは少なくない。


    　そこから、世界を憎むレストアが、一つの目的に至るのにそう時間はかからなかった。


    



    　進化を操ることで、人類に果てしない猜さい疑ぎ心しんと悪意を植え付け、滅ぼすことができる。


    　──なら。


    　ボクはこの手で何度でも世界の破滅を見届けよう。


    　彼が愛した寄生虫を進化させて。


    



    　その計画を遂行するに当たって、少女は自分にこんな名前を付けることにした。


    　『ディストピア（悪の場所）』。現在では『暗黒郷』と訳されることがあるその単語を。こうして──レストア・ディストピアは誕生した。


    



    　そして、数百年以上も時が流れたある日突然、人形芝居の舞台だった劇場はフィルムを上映する『映画館』に置き換わった。『映画』という技術が発明されたことで人々の共有無意識が上書きされたのだ。リアルタイムなものでしかなかった種しゆの『記憶』が、『記録』になった。


    　この時代の流れは僥ぎよう倖こうであった。合成、時間省略などの便利な技法を使い、進化への干渉は更に複雑で高度なものになった。もう少し編集技術が高まれば、『とある寄生虫の個体』を媒介として、世界に顕けん現げんできるようになるという予感もあった。


    



    　もうすぐだ。もうすぐ、計画は最終段階に入る。


    　決定的なところまで行かなかった何度もの破滅を繰り返しながら、レストアは願う。


    　この場所が、人々の無意識の集まりでできているなら。


    　どうか、どうか。


    　自分も含めて、世界が一刻も早く消えてなくなりますようにと。

  



  
    第一章　寄生法廷


    



    （シンギュラリティまであと十三日）


    



    　深夜の病棟に、非常灯が憂ゆう鬱うつそのもののようにぼんやりと光っている。


    　僕は組んだ両手を額ひたいに当て、祈るような姿勢でベッドの脇わきに置かれたパイプ椅い子すに座っていた。


    　たった今、僕の目の前で寝かされているのは、僕の父親である増ます川かわ銀ぎん次じその人だった。


    　ピッ。ピッ。そんな風に、心臓の鼓動を無機質な音と光で可視化したオシログラフが腹立たしくて仕方ない。


    　これじゃまるで、親父おやじの残りの命をカウントダウンしてるみたいじゃないか。


    



    　気持ちが押し潰つぶされそうな重苦しい空気の中、僕は背後の空間に向かって静かに問いかけた。数時間前から、そこにその人がじっと身み動じろぎせず座ってくれていることは解わかっていた。


    「……綺き羅ら先生」


    　急に声をかけられた綺羅先生は焦ることもなく、厳おごそかに返した。


    「なあに、唐から人と」


    「……どうして、こんなことになっちゃったんですかね」


    　目の前で静かに息を吐きながら、いくつもの計器類や管に絡からめ取られている親父の姿は、見ているだけで痛々しい。


    　綺羅先生はその質問には答えず、慰い撫ぶするような優しい声でこう返した。


    「……あなたのせいじゃないわ」


    「僕のせいみたいなものでしょう」


    「そんなこと……」


    「親父がこんなことになるまで何一つ気づかなかったんですよ！　息子の僕が真っ先に気が付かなきゃいけなかったのに!!」


    　感情の奔ほん流りゆうが、口を突いて出てしまった。耳鳴りのように空気が張り詰める。


    「……八つ当たりでした。すいません。わざわざ僕についていてくれてるのに、怒鳴ったりして」


    「……解ってるわ。大丈夫」


    　優しい仕草で、綺羅先生は僕を抱き寄せる。


    「いいのよ、唐から人と。感情なんて、そんな論理的に処理できることばかりじゃないから。今は何もかも吐き出しちゃいなさい。そんで、あんたの心が空っぽになって倒れる前には、こうやって抱き留めててあげるから」


    「う……うう……」


    　僕は綺き羅ら先生の腕の中で、さめざめと涙を流した。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　今から一日前のことだった。


    　えきのというエキノコックスのパラシスタンスにまつわる校内雪山化事件が収束した後、僕たちの目の前に一人の男が現れた。


    「お前は……リビー・アイゼンバーグとか言う、パラミナティの幹部……？」


    「今日はクソガキどもに一足早いクリスマスプレゼントを持ってこようと思ってね！　ジャジャーン！　俺の被検体だよー！」


    　そんな風に楽しげに話すリビーが僕たちに見せたのは──僕の親父おやじ。増ます川かわ銀ぎん次じだった。


    



    　リビーは、親父の斜め後ろに一歩下がって、ニヤニヤと笑っている。


    　親父は足元をふらつかせながら、どこにも焦点が合っていない虚うつろな眼めをしている。家にいる時とは比べものにならないほど、心ここにあらずという感じだった。


    「親父……？」


    「……………………」


    　親父は返事をせず、ただ無言のまま、右の拳こぶしを頭の上まで大きく持ち上げた。


    「何やってんだよ、おい──」


    　僕は、そんな親父の前にすっと立ちはだかった──次の瞬間、本能が危険信号を発した。


    「……？」


    「ぬうっ！」


    　いきなり、その拳が凄すさまじい勢いで振り下ろされた。およそ人間らしい躊ちゆう躇ちよといったものの感じられない速度で。僕は反射的にパラシスタンスの能力で体感時間を遅らせる──が、そのあまりに速い腕の振りに、回避がもう間に合わないことは明らかだった。


    「やばっ……！」


    　どうする？　どうするって──どうしようもない。せめて直ちよく撃げきを食くらうより、少しでも被害を避けるため身体からだを捻ひねろうとした時──。


    「うわっ！」


    　首根っこを摑つかまれて、僕の身体がぐんと後ろに引っ張られた。間一髪のところで、僕の鼻先を、親父おやじの振り下ろした拳こぶしが豪速で通過していく。


    「……増ます川かわ君、危ない……！」


    「あ、ありがとう櫂かい実じつ──」


    　櫂実が、僕の身体からだを引っ張ってくれたのだった。そのまま僕は櫂実の腕の中にすっぽりと包まれる。後頭部に、櫂実の柔らかい胸部が当たる──が、こんな時にそんなことを考えている場合ではない。……というか。さっき櫂実に言われたことがまだ頭をぐるぐるしている。


    「拙せつ虫ちゆうを──増川君の、彼女にしてくれませんか？」


    　なんて、まさかいきなり櫂実に告白されるとは──いや。今はそれより、親父とリビーだ。


    　今の位置関係では、僕と櫂実に向かい合う形で親父、半歩後ろにリビーがいる。その横で、志し保ほと会長が、あっけに取られた様子でこの場の状況を見つめている。きっと、僕が親父と呼ぶ人物が登場したことによって、どうすればいいか混乱しているのだろう。


    「くそっ、当たらなかったか！　おい、もう一回だ！　このクソガキを叩たたき潰つぶせ！」


    　リビーは親父に対して再び、ロボットにでも命令するように指示する。それに僕は怒りを覚える。……ふざけんじゃねえ。それは、リビーへの怒りというよりも──。


    「勝手に操られやがってっ……！　何やってんだよ！　正気に戻れよクソ親父ぃっ！」


    　僕がそんな湧わき出す苛いら立だちを素直に声にして叫ぶと──その瞬間、親父の動きが止まった。


    「う……あ……」


    　急に親父は頭を抱かかえ、呻うめきだす。


    「え？」


    　その戸惑いの声は僕とリビーが同時に発したものだった。そして、親父の両腕がゆっくりと下りていき──。


    「ガアアアアアアッ！」


    「ぎゃふああああっ！」


    　親父はいきなり、肩からリビーに向かって凄すさまじい勢いでタックルした。そのまま二人は十メートルほど離れた校舎の側面に激突し、重量級の破砕音が地鳴りのように響く。パラパラと舞うコンクリート片と砂すな埃ぼこりが収まって静かになった時、その場所には──。


    「……親……父？」


    　親父はリビーに覆い被かぶさって、意識を失っていたのであった。
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    　それから、僕たちはリビーを後ろ手に捕縛すると、そちらの処理はとりあえず志保に任せ、昏こん睡すい状態に陥っていた親父を病院に運び込んだ。


    　いくつか行われた親父の身体検査の後、次の日僕は学校を休んで、病院で結果が出るのをずっと待っていた。深夜になってやっと出たその検査結果は、綺き羅ら先生から伝えられた。


    「……唐から人と、とりあえずこれ見て。銀ぎん次じさんの」


    　綺羅先生は、カルテの束を僕に見せる。その数枚の紙のうち、まず脳のＣＴスキャンに目が止まる。そこには、素しろ人うと目でも明らかに解わかる、黒々と禍まが々まがしい影が広がっていた。


    「……これは」


    「……芽が殖しよく孤こ虫ちゆうっていうの」


    　サナに関連して色々寄生虫を調べた時、その名前は聴いたことがあった。条じよう虫ちゆうの一種の寄生虫で……人間の内臓や脳に寄生する。しかも、記憶が確かなら──。


    「まだ解ってないことが多すぎる寄生虫だけど……ただ一つ解っていること。こいつは寄生すると宿しゆく主しゆの体内で増殖していき──最後には必ず宿主を死に至らしめる。その致死率は……百パーセントと言われているわね」


    「……致死率百パーセント……」


    　僕は絶ぜつ句くする。そうだ。そういう恐ろしいやつだった。ただ──それだけじゃ腑ふに落ちないことがある。


    「でも──さっきの親父おやじのパンチ……普通の動きじゃなかった」


    「うん、銀次さんに寄生してるのは──研究所で作った、芽殖孤虫のパラシスタンスに限りなく近い、特殊個体」


    　綺羅先生はあっさりと認めた。


    「じゃあ親父、あのリビーとかいうやつに『被検体』とかって遊び半分で、無理矢理ヤバいパラシスタンスもどきを植え付けられて……？」


    　そんな僕の怒りを制するように綺羅先生は否定した。


    「ええとね、唐人、実はそれは違うの」


    「え？」


    「リビーのやつ根本的に勘違いしててさ。あいつ、銀次さんが芽殖孤虫に寄生されたって聞いて、すごい力を持つロボット兵士みたいのができたと思い込んでたみたいだけど……あれは朦もう朧ろうとしてただけ。銀次さんの芽殖孤虫は──本人の意思で自分に寄生させたものなのよ」


    　その言葉が、あまりにも淡々と衝撃的な事実を告げるので、僕は面食らった。


    「……なんでそんな冷静に言えるんですか、そういうこと」


    　僕がそう切り返すと、綺羅先生は珍しく感情で殴りつけてくるかのように叫んだ。


    「冷静な訳ないじゃない！　あたしだって、当時から何回も何回も自問してきたわよ！　これで本当に良かったのかって！」


    「当時……自問？」


    　その物言いに、僕は引っかかる。


    「……どうして、綺羅先生が悩むんですか、親父のこの寄生虫のことで」


    「…………」


    　綺き羅ら先生は答えない。


    「だいたい、当時っていつ……！」


    「……言えないの」


    「またですか」


    　組織関係のことになると綺羅先生はすぐ口を閉ざす。そういえばいつだったか、姫ひめちゃんの受けた手術のことに関しても、綺羅先生は何一つ教えてくれなかった。


    「……いつもそれじゃあ……信じられないですよ、綺羅先生のこと」


    「ごめんね、唐から人と」


    「いえ……」


    　仕方がないので、僕は自分の記憶に潜ってみることにする。


    　親父おやじは、脳に寄生した芽が殖しよく孤こ虫ちゆうによって、ずっと朦もう朧ろうとしていた。


    　そう考えれば、全ての[image: ]つじ褄つまが合う。


    　僕は、昔から親父は感情がないロボットのような人間だと思っていた。そのせいで母親に逃げられたのだと。でも──そうではなかったとしたらそれはいつからだったのか？


    　僕は自分の記憶の底を浚さらうように手た繰ぐり始める。


    「ぐっ……？」


    　そこで妙な引っ掛かりを覚えた。


    　僕の心臓の鼓動が早くなる。そのまま周りの景色がすーっと闇やみに溶けていって……。


    「唐人！　唐人、唐人！」


    　綺羅先生が僕を揺り動かす。


    「……あ、綺羅先生……」


    　そこで、今、自分が意識を失いかけていたことに気が付く。


    「思い出せない……どうしたんだ……なんで……」


    「……落ち着いて唐人。ここに──座って、つらいようなら思い出さないでいいから……」


    　そして、綺羅先生は僕をベッド横のパイプ椅い子すに座らせた。


    　座ったままの状態で、僕は再度綺羅先生に尋たずねてみる。


    「……綺羅先生。親父がこうなった理由……どうしても教えてくれないんですか？」


    「ごめん、唐人……答えは変わらない。あたしからは──言えないの。解わかって。理由があるの」


    「だから、どんな理由だったら父親の大事なことが教えてもらえないって言うんですかっ!!」


    　また大きな声を出してしまってから、場所が深夜の病棟だったことを思い出す。このまま押し問答していても、病院の人が来て騒ぎになるだけだろう。


    　もう、いい。心の何かが切れてしまった。怒りはあるが──それより僕はとにかくあまりにも疲れていた。


    「……もう、いいです……」


    「……唐から人と、いったん帰った方がいいと思う……明日になれば、落ち着くと思うから、ね」


    「解わかりました……明日朝、また来ます」


    　親父おやじのこともあるが、大変なこと続きで、僕の体力は限界だった。


    　僕は立ち上がると、よろめきながら病室を出ようとした。が、その瞬間。


    「……あれ？」


    　ちらりと眺めた親父の姿に、違和感を覚えた。まるで、そこにいるのが親父ではないみたいな──でも、まさかな。一体どうしてそんなことを思ったのだろうか。
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    　病室を出た僕を待ち構えていたのは、櫂かい実じつと志し保ほだった。サナはやっぱりいない。携帯を持ってるわけでもないから、連絡もつかない。


    「……二人ともありがとう、来てくれたんだ」


    「……増ます川かわ君……」


    　櫂実が心配そうな顔で名前を呼んでくる。志保は自慢げな表情でこう言った。


    「リビーは完全に縛ってるので大丈夫ですわ。ついさっきまで、わたくしとロイ子さんの二人で組織のことを尋じん問もんしてましたの」


    「ごめん、志保。汚れ役を押しつけて」


    「いいえ、大丈夫ですわ。わたくし……実は、このムチを使うのが結構楽しくなってきましたので」


    　志保は、いつのまにか手に持っていたムチをしならせ、ピシイ、と床を叩たたくと、うっとりしたような表情を見せた。


    「くせになりそうですわ……」


    「……何かに目覚めてる……」


    　その時、志保の携帯電話がブルブルとバイブで震ふるえた。


    「はい、竜りゆう斎ざい寺じですわ……あら、ロイ子さん。尋問の調子は？　まだ口を割らない？　うーん、そうですわね、水の次は割り[image: ]ばしを使いましょう──きっと四本までは入りますから」


    　どこに割り[image: ]四本入れるんだよ。どんな拷問をしてるんだ、本当に。こわい。


    「あ、それから……」


    　志保は、伝えるのがつらい、といった感じの複雑な表情で。


    「その……リビーが話したことによると、お父様は組織を追放されて行方が解らないそうです。組織の下っ端を私用に使いすぎたとかで……」


    「はあ!?　秀しゆう也やが!?」


    「……まさか……わたくしを捜してるのでしょうか……まさかとは思うのですが……そうでしたら、わたくし……」


    　それを話す志し保ほもどこか気落ちしている様子だった。


    　でもその情報は寝耳に水だった。僕はあいつに家まで燃やされたけど組織側からすりゃそれも暴走だったってことか。


    　……まあ、いい。今はそういうことを考える──気力がない。


    「……あの、ごめん、みんな。僕は……ちょっと疲れたから、帰って休むよ」


    「増ます川かわ君……」


    「大丈夫だよ。じゃ、みんな、また明日」


    　心配そうに声をかけてくる櫂かい実じつを背に、僕はその場をよろめきながら立ち去る。


    　……ああ。そして、結局僕は、あのことに返事などせず、逃げてしまった。


    　櫂実に告白されたことなど──うやむやにしてしまったのだった。


    



    　病院を出ると、臨時住居である河原かわらへの帰り道、月が不気味に赤黒く輝いていた。大気ガスか何かの影響だろうか。


    「ははっ」


    　道路の傍かたわらの自動販売機に背中を凭もたせかけて、月を見上げながら僕は思う。まるで、世界の終わりが来てしまったみたいだ──なんて。


    　それでもサナはいない。いつだって、こんな時にそばにいてくれたサナはいない。ささいなすれ違いから、僕の前から立ち去り──どこかに隠れてしまった。


    「どこ行っちゃったんだよ、サナ……」


    　赤黒い月の光を浴びて、僕は、ぎりりと痛む心臓を強く押さえた。
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    （シンギュラリティまであと十二日）


    



    　その次の日、朝から病院に顔を出してみた。


    　まだ昏こん睡すい状態だった親父おやじの側そばには、桜さくらと櫂実が付き添ってくれていた。綺き羅ら先生は何か調べることがあるとかでいなくなってしまって、志保とロイ子も相変わらずリビーを尋じん問もんしているとのことだった。


    「増川君、おはよう……」


    「お兄にいちゃん、グッド揉もみにんぐ！」


    　桜は、自分の平らな胸部に手を当ててからまさぐるような構えを取った。


    「……桜さくら」


    「グッド揉もみにんぐ、えぐりパイ！」


    「桜……あんま無理しなくていいんだぞ」


    　綺き羅ら先生によると、昨日、電話で親父おやじのことを聞いた桜の動揺は半端なかったらしい。だから心配していたのだが……。


    「うがあ──っ！　グッド揉みにんぐえぐりパイは！　普通の朝の挨あい拶さつでしょうが──っ！　はい、お兄ちゃんも一緒に！　グッド！　揉みにんぐ！　えぐりパイ！」


    「いや、そういうことじゃ……あ」


    　いつもと相変わらず高いテンションで絡からんでくる桜だったが──その時、僕は桜の目の下にクマが出来ているのを見つけてしまった。……きっと、桜もつらい中無理していつも通りに振る舞ってくれているのだろう。その心遣いが、とてもありがたい。


    「桜、ありが……」


    「ところで、豆乳を飲むと巨乳になるという[image: ]うわさを聞いて、今日は紙パックの豆乳をわたしは飲んでいるわけですが……実は見つけたんだよ、その秘密を……ほら！　こうして『豆乳』の一文字目の左半分を隠すと！　『巨乳』に見えるんだね！　巨乳！　豆乳！　巨乳！　豆乳ぅぅっ！　大発見んんん！」


    「……これ、無理してはしゃいでくれてるんだよな、たぶん……」


    　そこに話を変えるように、櫂かい実じつが尋たずねてきた。


    「……増ます川かわ君……サナさんは、まだ帰ってきてない……？」


    「ああ。まだ、戻ってきてない」


    　そこまでサナを傷付けてしまっていたのだろうかと思うと、僕も少しつらい。今までもケンカすることはあったけど、こんなことは初めてだった。てっきり、なんだかんだですぐに戻ってきてくれると思っていたのに……。


    「あ、それより桜、制服着てないみたいだけど……今日は学校行かないのか？」


    「うん、今日は心配だからここで伯お父じさんの世話をしようかなと思うの」


    「……いいよ、それこそ僕がやるから、桜は学校に……」


    　僕がそう言うと、桜は手のひらで遮さえぎる。


    「ううん。いいってば。だって、サナちゃんと連絡取れてないんでしょ。だったら──病院にいるより、学校に行けばサナちゃんが来るかもしれないから。お兄にいちゃんは……学校に行ってて。ね」


    「桜……ごめん。ありがとう」


    「ふへへ、久しぶりに献身的な従妹いとこらしいところが見せられるね。ただの性に憧あこがれる淫いん乱らん処女ではないよこの女。できる乙女爆誕しちゃったよ、匂におい立つ有能臭……」


    「……自分で言うなよ」


    　でも、おかげで確かに僕は少しだけ気分が軽くなった気がした。


    「じゃ、僕はとりあえず学校に行ってみるから、桜さくら、あとよろしくな……」


    「うん、行ってらっしゃい、お兄にいちゃん！　あ、そういえば……丈じよう児じくんはどうしたの？」


    「それがさ、なんかここ二日ばかり丈児にも連絡が付かないんだよ。まあ、あいつ彼女もできてリア充になったからだと思うんだけど……」


    「そうなんだ……何かあったのかな。心配だなあ」


    　……あれ、待てよ、丈児にも連絡付かないってことは。


    　僕は隣を見る。


    「……？」


    　制服を着ている櫂かい実じつと目が合った。


    　あの告白をスルーしてるまま……櫂実と二人で学校に行く……のか？
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    　いつもなら、サナ、桜、丈児などがいてみんなで和わ気き藹あい々あいとしているはずの通学路。


    　だが今、僕のそばには、重苦しい空気を纏まとった櫂実がいるだけだった。解わからない。あるいは重苦しくしているのは僕の方なのかも。


    　空間全体がどろりと粘液のようにまとわりつく。


    　僕たち二人は、会話をするでもなく、無言で一定の距離を保ったまま、ずっと歩いていた。


    　何か言うべきなのだろうか……。ていうか、こんなに会話しないのも、明らかに不自然な態度じゃんか……どうしよう……。


    「……増ます川かわ君」


    　耐えかねたのか、僕より先に櫂実が呼びかけてきた。


    「あ、ああ、なんだ櫂実！」


    「……拙せつ虫ちゆうもあんまり人のこと言えないけど……自分の命を粗末にするのは……よくないと思う……」


    「え、何言ってる……」


    　その時、クラクションの音が遠くから聞こえてきて、僕の全身は、ぴゅう、と風を受ける。


    「うわあああっ!?」


    　僕の目の前を、大型トラックが通過していった。


    「危ない……」


    「あ、ありがとう……」


    　すんでのところで、櫂実が裾すそを引っ張って引き止めてくれていたので、なんとか轢ひかれずに済んだ。


    「増ます川かわ君……信号赤なのにずんずん進んじゃうから……拙せつ虫ちゆうならともかく……増川君は命を大切にしてほしい……」


    「ご、ごめん、気が付かなくって……」


    「……」


    「……」


    　そしてまた会話が途切れる。まずい。


    「と、ところで！　丈じよう児じはなんで連絡つかないんだろうな……櫂かい実じつも姿見てない？」


    「うん……確認できていない……」


    「まあ、彼女ができてリア充になったことだしどっかでしっぽりやってるんだよげっへっへぇ、とか桜さくらなら言うんだろうけど」


    「…………」


    「あいつと相そう馬まさん、うまくやってるのかな。ていうか、どっちから告白したんだろうな、あいつら！　気になるよな！」


    「…………」


    「…………あ」


    　なんだか変な話の流れになってしまって、また沈黙の時が流れる。


    　せっかく動き出した会話はいとも簡単に途切れてしまった。


    　気まずい。重苦しい。逃げ出したい。の三重殺。


    　あの告白のことに関して完全スルーしている僕のことを、櫂実はどう思っているんだろう。


    　櫂実も櫂実で告白に関して一切触れようとしないのが心苦しかった。まるで銃口を向け合ってじっと対たい峙じしているような緊張感だ。


    　僕は思う。


    　思いを伝えるというのは、本来これくらいの重さを伴うものだったんだ。


    　今まで、僕がサナの行為を無視していた時、こんな気まずさを味わうことは無かった。もしかしたら、僕はサナの優しさに甘えすぎていたのではないだろうか。サナも、どこか心の奥につらいものをためてしまっていて、だから今帰ってきてくれないのではないか。だとしたら僕は、まずあいつの気持ちを一度ちゃんと受け止めなければいけない気がして──。


    「……ねえ、増ます川かわ君……大丈夫……？」


    「え!?　あ、ああ、ごめん！　聞いてなかった！」


    　また、ぼんやりとしていた。戻ってこないサナのことを考えていた、なんて言えやしなかったけど。


    「あのね……もし、考えても、答えが出ないことがあったら……すぐに無理に返事しなくてもいいと思う……」


    　穏やかな表情でそんなことを、櫂実は呟つぶやいた。


    「……それで、答えが出たら……他人のことは……気にしないで……いいと思うな……」


    　その会話が何かを示し唆さしているようで。気を遣わせてしまっている。そんな自分がまた、情けなく、恥ずかしく、消え入りたく思って、ついまた謝ってしまった。


    「……ごめん」
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    　そして僕たちは学校の正門に着いた。


    　僕にとって二日ぶりの学校。だがその場所に立っただけで、いきなり強烈な違和感を覚えた。


    「……あれ？　今日、学校休みじゃないよな？」


    　朝の学校なんて、いつもなら正門の前に立っただけで敷地全体から喧けん噪そうが聞こえてくるはずなのに、今日は全体的に薄暗く、水を打ったように静かで、活気というものが感じられない。まるでゴーストタウンにでも来てしまったかのようだ。


    　それから、校庭の地面。あのえきのの事件以来、雪が溶けきった分だけ、敷地が水浸しになっているのはまだ解わかるのだが──心なしか、茶色成分が増えている。要するに、明らかに新たに持ち込まれている。水分を取るために砂を撒まくというのは聞いたことがあるが、土。いったい何のために？　これじゃ、まるで──校内全体に水田でも造ろうとしているみたいだ。


    　歩道として舗ほ装そうされている部分でも泥に覆おおわれた面積の方が多い。


    「うげー、泥が撥はねて靴がすげー汚れるぞこれ……。ロイ子じゃあるまいし。誰だれか知らないけど、こんなことするのやめてほしいよなあ」


    「……拙せつ虫ちゆうは泥まみれでも……むしろ……クイズ番組とかの罰ゲームにあるし……」


    「櫂かい実じつ、お前どこまで自主的に罰を受ければ……」


    「あ……でもこれで教室を汚したら……また罪になる……もうだめだ……あぁ……」


    　櫂実は勝手に絶望していた。と、櫂実が頭を抱かかえて俯うつむいた時、何かに気が付いたように動きが止まる。


    「……増ます川かわ君、ちょっと待って……」


    「え？」


    　櫂実は、僕の歩みを止めるように服の裾すそを引く。


    「……泥の中に……貝がいる……」


    「貝？」


    　足もとの周りを見ると、タニシのような小さな貝が確かに散見された。


    「確かにいるな……でも、この貝が一体何……」


    「増川君、やっぱりこの泥の中に、あまり入らない方がいいと思う……」


    「あ、ああ……」


    　よく解らないが、僕たちはできるだけ泥を踏まないようにしながら、校舎まで歩くことにした。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　教室に入ると、違和感の原因がいきなり判明した。


    　生徒の人数が半分ほどに減っていた。というか、明らかに男子生徒の数だけが少ない。


    　割合にして男子だけが五分の一くらいになっているだろうか。まるで、女子校に間ま違ちがって男子がいくらか紛まぎれ込んでるのかと錯覚するレベル。二日ぶりに来ただけで、これ一体どうなってるんだ。


    　女子たちは特に気にしてないのか、化粧をしたりスカートをばたばたさせて扇あおいでいる。


    　なんつうか一言で言うなら……ギャルギャルしい。ちなみに一応確認してみたが、やっぱりその中にサナは混じってはいないようだ。


    　僕はこのクラスに何が起きたのか聞くため、意を決して、一人の女子に話しかけてみることにした。ていうかこの女子、いつも教室の隅でこっそり詩集とか読んでた山やま之の内うちさんじゃないか……？　すんげえ厚くて濃い化粧だけど……。


    「あ、あのさ……山之内さん……だよね？　今日男子少なくない？」


    「っさいな。そのうち解わかるっつーの」


    　う……怖い。明らかにこんな子じゃなかった。


    「……じゅ、授業は？　してないの？」


    「あぁ？　ないんじゃん？　ガッキューホーカイしてるし」


    　そうぶっきらぼうに返しながら、変な小道具で睫まつ毛げをカールさせていた。ていうか学級崩壊してるのかよ。たった一日休んだだけで何が起こったんだよ。男子は何ど処こ行っちゃったんだ……。


    「あ、山之内さん、そのケータイのストラップ……」


    　僕は気づく。そのストラップになっていた物体は、さっき見たばかりだ。


    「……貝？」


    「っさいな、まじどーでもいーじゃん」


    「でもその貝、さっき校庭で見たよ。泥の中にいたやつ……」


    　そんな混乱した気持ちの中、ふと廊下の方を見ると──。


    「……あれ？　あいつ……」


    　僕のつぶやきに櫂かい実じつが反応する。


    「……どうしたの、増ます川かわ君……？」


    「今、廊下の向こうに、丈じよう児じが歩いていくのが見えたような……」


    　顔を見合わせる。


    「……追いかけよう、増ます川かわ君……」


    「だな」


    　僕と櫂かい実じつは、丈じよう児じを見失わないように、急いで教室を出た。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　櫂実と二人で、さっき廊下で見た人影を追いかける。


    「確かこっちに……あ、いた！　おい、丈児！　どこ行くんだよ！」


    　階段をいくつも下り、校舎から出る寸前のところで、やっとの思いでその背中を捕まえることができた。


    　無理矢理こちらに向けたその顔は──。


    「ほら、やっぱり……って、お前、丈児だよな？」


    　見た瞬間、ぞくり、とした。目に生気がなかった。まるで、蠟ろう人形を見るような不気味な感じを覚えた。


    「……ああ、唐から人とか」


    　だが、そう放たれる言葉は間違いなく丈児のものだった。


    「どこに行こうとしてるんだよ。ていうか学校が変なことに……」


    「離せ。俺は彼女のところに行くんだ」


    「お、おい、丈児！」


    　僕の手を振り払いながら、丈児は今までに見せたことのない強い拒絶を返してきた。だが、その言葉もやはり、脚本の台詞せりふでも読み上げているような、どこか血の通ってない無機質さを感じさせる。


    「かのじょ？　彼女って──相そう馬まさんのことか？」


    「……そう……うま……」


    「ゾンビみたいな物言いするなよ。なんかお前、本当に意思をなくしたゾンビみたいだぞ……って、おい！」


    　ゾンビのように丈児は、再びふらふらと歩き出した。


    「おい、丈児……！」


    「待って、増川君……」


    　櫂実が、無理矢理丈児を引き戻そうとする僕を遮さえぎった。


    「このまま泳がせて……一体丈児君がどこに向かってるのか……確かめた方が……いいと思う……」


    「あ、ああ……そうだな……」


    　僕たちは、意思なきもののように歩いて行く丈じよう児じについていくことにした。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　前回会った時は相そう馬まさんが彼女になったとあんなに楽しげだった丈児は、まるで別人のように、というか何かに取り憑つかれたように無表情でどこかへ向かって行く。それを追いかけて、水田のようになった地面を僕らは歩く。僕はなるべく泥に入らないように丁てい寧ねいに。


    「うわ、ここにもやっぱあのタニシみたいな貝がいるよ……」


    　その時、櫂かい実じつがつんつんと肩を指でつついて、小声で話しかけてきた。


    「……増ます川かわ君、ちょっと見て、周り……」


    「え？　……うわっ！」


    　気がつくと、周りにいっぱい人が増えていた。どこから現れたのか、無数の男子生徒が導かれるように丈児と合流して同じ方向へふらふらと歩いていた。まるで、レミングスの行進のようだ。彼らは一様に、靴下すら履いていない裸足はだしだった。


    「じょ、丈児、こいつらとお前、何か関係あるのか？　なあ……」


    「……」


    　丈児はやはり無言だ。それから僕らがそのまま五分ほど歩くと──仰ぎよう々ぎようしい木造の建物が見えてきた。少し先を行く男子生徒たちは、次々にその建物に吸い込まれていく。


    「えっと、この施設……音楽ホールだったか？」


    「増川君……なんで自分の高校の施設が解わからないの……」


    「しょうがないだろ、うちの高校めちゃ広いんだから……っておい、丈児がもう中に入っちまったぞ！　は、入らなきゃ！」


    　そして、僕と櫂実が丈児を追いかけるように、無数の男子生徒を押し合いへし合い搔かき分けてホールに入ると、そこには想像だにしない光景が広がっていた。


    　ステージの上に、いくつかの机が並べてあり、それぞれの前に人が立っている。そして、中央に演説台が置いてあり、その奥には──丈児の彼女であるはずの、相馬住すみ乃のさんがいた。だが、あの清純貞淑なイメージとはほど遠く──。


    「はぁい、ぐずぐず歩いてんじゃないのよ、グズどもがぁ」


    　そんな乱暴なセリフを吐きながら、足を演説台の上に乗せ、革張りのでかい椅い子すにふんぞり返っている。パンツが見えるのも気にしないといった感じだ。とてもとても、態度と目付きの悪い女子。あれが、本当に相馬さんなのだろうか？


    　そこで、僕は気がついた。よく見ると、音楽ホールというよりも、ステージの上に並べられた机の配置はまるである施設を想起させる。


    「これ……裁判所か？」


    　相そう馬まさんのいた演説台を裁判長席に見立てると、そこを中心に刑事裁判で言うと弁護側と検察側が相対しているような配置だ。そして、ホールの中央に証人席があって人がついている。ちなみに入り口から入って来た僕たちが今いるのは、さらにその手前、ステージから一段下がった、柵さくで区切られた傍聴人席だ。


    　そう考えれば、弁護席と検察席に一人ずつ着いているのは、弁護人と検察官になる。


    　相馬さんは、裁判長席から、証人席に立った一人の男子生徒（おそらく彼が被告人なのだろう）に向かって、威圧的な態度を示している。まるで本当の裁判長かのように。


    　そして……僕たちが今いる傍聴人席から一緒にそれを見守るのは、校内にいなかったほとんどであろう、男子生徒の群衆だった。


    　被告人と思われる一人の男子生徒は泣き叫ぶ。


    「やっ、やめて……助けてくれえ！」


    「んー、でもさあ、話によると、あんた文化祭の時にあのサナダムシのパラシスタンスのファンだったって言うじゃない？」


    　……パラシスタンス、だって？　なんで相馬さんがその言葉を……と僕が驚きよう愕がくしているうちにも、裁判は進行していく。


    「パ、パラシスタンスってなんですかぁ……サナちゃんのファンではあったけどぉ……」


    「もういい加減、これだけ騒ぎになってたら気づきなさいバカ。文化祭以外にも、学校が雪山になったりとか、最近起きてる不思議な現象に関わってる、人間になった寄生虫……そいつらがパラシスタンスなの。弁護人、なんか言うことあるう？」


    　相馬さんがギロリと[image: ]きばを剝むくようにすごい眼光で弁護側の人に声をかける。


    「ぼ、僕は……なんとなく連れてこられたけど……そ、そこの兼かね子こ君とはそんなに仲良くないから……べ、別に弁護することはないよ……」


    「そんな！　北きた野のぉ！　弁護してくれよぉ！」


    「……わ、解わかってくれ……お前を擁護すると僕もやばいんだよ」


    　泣き叫ぶ男子生徒をよそに……相馬さんが、カンカンと木き[image: ]づちを鳴らして立てた親指を下に向ける。


    「はーい、ジャッジメントターイム。裁判員、判決をどうぞー」


    　その声に合わせて、裁判官の横に並んでいた四人が、手に持った札を上げる。その札には、こう書かれていた。


    



    　　有罪　有罪　無罪　有罪


    



    　その結果を見て、相馬さんは両手を前に突き出して満面の笑えみを浮かべる。


    「はい、じゃあギルティでーす。有罪が決定しました。ギルっちゃいまーす」


    　いともカジュアルにギルティ宣告が為なされた。


    「うぉおおおおおおおお！」


    　と、傍聴人席から大きな歓声が上がる。


    「じゃあ、回して。寄生おしおきルーレットを」


    　気がつくと、壇上に大きなルーレットが運ばれてきていて、どこからか鳴るドラムロールと共に回転させられた。回転していて良く解わからないが、ルーレットの分けられた枠には、寄生虫の名前がたくさん書いてあるように見える。そこに向かい、相そう馬まさんが投げやりな感じでダーツを構える。


    「さっさるっかなあ……」


    「ジス・ト・マ！　ジス・ト・マ！」


    「はーいジストマ狙ねらいまーす。そー……れっ」


    　よく解らない周囲の掛け声と共にダーツが放たれる。ルーレットの回転が止まり、その針が刺さった先には──『トキソプラズマ』、そう書いてあった。ちなみに、面積で言うと八割ぐらいを占めている、一番大きなマスだ。


    　そして、相馬さんは取り巻きの群れに目を遣やると、命令する。


    「はーい。トキソプラズマが寄生することになりましたー。じゃあ処刑執行」


    　相馬さんは無慈悲に短く言い放つ。僕は、櫂かい実じつに尋たずねる。


    「櫂実、確かトキソプラズマって……」


    「うん……世界人口の四～五分の一が感染している原虫の寄生虫……もっとも、日本人は生肉をあまり食べないから感染率が低め……」


    「だよな、確か」


    　僕はうろ覚えの知識で思い出す。


    　トキソプラズマ。中間宿しゆく主しゆである猫などの糞ふん尿にようが混じった砂場などから経口感染するか、幼虫を含んだ食肉などを食べる行為で感染する。とはいえ全世界で成人の十～三十パーセントが感染していると言われ、妊娠中の女性などでなければおおむね無害なことが多い寄生虫、のはずだ。でも、それにわざわざ感染の刑って……。


    「たっ、たすけてくれぇ！」


    　刑を宣告されて泣き叫ぶ男子生徒。それを受けて、周りの生徒が泣いている男子生徒を羽は交がい締めにすると、そのままステージの端まで引き[image: ]ずっていく。ステージの端には、大きなビニールプールが置いてあった。そのまま、容赦なく突き落とす。


    「ふぎゃーっ！　ふぎゃーっ！」


    　最初、中には、水が入っているとばかり思ったのだが──僕はすぐに間違いに気付く。ビニールプールの中には、砂が大量に入っていた。それから、猫数匹。話の流れから察するに、あれがトキソプラズマ持ちの猫なのだろうか？　しばらくの後、引き上げられた男子生徒は、まるでパン粉をまぶしてフライを作ろうとしているかのように顔面まで砂まみれになっていた。


    「はいおっけー、おっけー、あと適当にぃ」


    　相そう馬まさんは再び裁判長席にどっかりと座ると、興味なさそうに指示した。男子生徒は砂の線を引きながらずるずると引き[image: ]ずられ、ホールから去って行った。


    　って、ていうか、なんだよこのイベント……！　あまりの展開に、僕は思わず叫び声を上げてしまう。


    「ちょ、ちょっと！　相馬さんなにやってるんだよおぉぉ！」


    「ハァァ？　ちょっと待ってぇ？　今なんか変なやつがいなかったぁ？」


    　相馬さんは机から足を下ろし、きょろきょろと辺りを見渡した。そして、僕のところで目が止まる。相馬さんは、じろりと僕を睨にらんだ。


    「今いま頃ごろ来たの？　ウスノロ増ます川かわ。意外と遅おそかったわねえ。待ちくたびれたわぁ」


    　とげとげしい。丈じよう児じの彼女ですとか言って恭うやうやしく三つ指突いていた時とはまったく別人のようだ。


    「そ、相馬さん、こ、これ一体どういうこと……」


    「ああ……どういうことも何も……見りゃ解わかるじゃない。裁さばいてんの」


    「裁く？」


    「忌いま々いましいクソ人間どもをね！」


    　その発言には、周りの人間すべてを侮ぶ[image: ]べつするようなニュアンスが含まれていた。


    「相馬さん……こないだまで丈児のいい彼女っぽくって、あんなにおしとやかだったのに、なんで……」


    「はぁー、これだから脳のう味み[image: ]そでっかい生き物は……黒幕さんに早めに何人か唾つば付けときゃ校内の支配が楽になるっつわれたから、カマトトぶってたんだっつーの。つーかあーし、別に丈児とかいうやつ以外にも十五股またぐらいかけてたしぃ？」


    「ビッチ・オブ・ビッチだ！」


    　え……てか、支配が楽になるって、誰だれに言われたんだ？　黒幕？　誰かが入れ知恵してるのか？


    「つーかぁ、あの人の話によるとぉ……あんたらも敵なのよね。正直めんどくさいけどぉ」


    　口調はもうそれは潔いさぎよいまでにギャルギャルしい。電車の中で化粧とか絶対するこの人。そして、僕はその話し方に覚えがあることに気がつく。さっき教室で化粧とかしてた、女子たちに良く似ているのだ。


    「な、なあ。あの人とか敵とかって……どういうことだよ。それに『あんたらも敵』って」


    「サナダムシのパラシスタンスの方はもう捕まえてあるってこと」


    「え？」


    　サナダムシのパラシスタンス。僕の心臓がどきりと動く。もしかして──。


    「おい、見せてやんな」


    　相そう馬まさんが周りにいた男の一人に指示をする。


    　彼が、ホールの袖そでに置いてあった立方体っぽい形のものにかかったベールを大きくめくると……そこには、あいつの姿があった。二日ぶりに会う、あいつが。


    「さ、さ、さ、さ、サナァァァ！」


    「え……？　あ、か、唐から人とおおおお！」


    　サナが、動物園かなにかのように鉄格子の中に入れられていた。周りには、ご丁てい寧ねいに表札まである。『学名：ヒトタラシサナダムシ』。ってなんだよこれ。


    「サナ、バカ！　お前、どこにいたんだよ！」


    「バ、バカって……あの時、唐人のばかーって思って逃げだしちゃった後、いきなり誰だれかに捕まってずっとここに入ってたんだ！　はっ……ていうかっ！　唐人、やっぱり亜あ須す香かと一緒にいるっ！　うわーっ！　もうだめだーっ！」


    「何がだよ！」


    「うう……だって……唐人、もう亜須香とカップルになって……交尾までしたに決まってるんだ……」


    「はぁ!?　ひ、飛躍しすぎだろ！　なんでそういう発想になるんだ！」


    　僕は隣の櫂実を横目でちらりと見る。櫂実は無表情だった。


    「桜さくら曰いわく、男子は三日家をあければ童貞でないと思えって……童貞膜から声が出なくなるって……」


    　何を教えてるんだ、桜は……。


    「っていうか、何言ってんだよ！　言いたいことが死ぬほどあって、お前を待ってたんだからな！　やっぱお前がいないと、こちとら物足りないっつうか、なんつうか……」


    　そう言うと、サナが急に目を輝かせ始めた。


    「唐人は……私がいなくて、寂しかったのか？」


    「な、何言ってんだよ！　そ、そりゃそうだけど……」


    「わーい、嬉しいな！　私もーっ！　唐人に会えなくて、ずっと寂しかったんだぞーっ！」


    　サナは、本気で僕に会えて嬉うれしそうに叫んでくる。


    「さ、叫ぶなって！」


    　と言いつつも、サナが無事だったことで、実は僕も微笑ほほえみが止まらない。そんな会話を僕たちがしていると、相馬さんがイライラした様子で会話を遮さえぎった。


    「……ねぇ、そろそろいい？　バカップルのバカ会話なんて一秒たりとも一ミリたりとも耳に入れたくないんだけどお」


    「はっ……そ、そうだよ……相馬さん、これどういうこと！」


    「だーらね、こうしろってあの人がいってたのよ、さっきまでの寄生法廷も含めてだけど。まあ、そもそもあーし、人間なんてろくでもない生き物嫌いだしぃ？」


    「え？　……人間なんて？」


    　その言い方は。まるで、相そう馬まさんが人間じゃないみたいな。まさか……。


    「マジおこだっつーの！　なんべんもなんべんもなんべんもあーしを駆く除じよしようとして！」


    　相馬さんは、ツカツカと歩み寄ってくると、超至近距離まで近付けた端麗な顔で僕を睨にらみながら、首根っこを摑つかんでガタガタと揺さぶる。


    「なに寄生虫とイチャコラこいてんだよクソ人間がぁぁ！」


    「まさか、相馬さん……」


    「そうよ！　あーしは、これでもかってぐらい人間に虐いじめてもらった日に本ほん住じゆう血けつ吸きゆう虫ちゆう……日本住血吸虫のパラシスタンスだよ！」


    「な!!」


    　日本住血吸虫。その寄生虫も聞いたことがある。そいつも、人間の血管に寄生して、死に至らしめたりする結構ヤバイやつのはずだ。


    「今から……三、四十年ぐらい前の甲こう府ふ盆地あたりでさぁ……あーしら、日本住血吸虫と人間どもは血で血を洗う戦いを繰り広げてきたのね……。で、その戦いの果てにあーしの中間宿しゆく主しゆであるミヤイリガイは駆逐され尽くして、日本住血吸虫は絶滅した。だけど……その生き残りの中からあーしだけパラシスタンスとして蘇よみがえらせてもらったんね。ほら、この貝の髪飾り、ここに本体いんだけどぉ」


    　そう言って相馬さんは髪飾りを見せた。だが、気になるのは。


    「蘇らせてもらった……やっぱ、そいつって、あいつか……？」


    　僕は心当たりがある。そういうことをしそうな奴やつに。レストア・ディストピアに。


    「ま、どーでもいいじゃん。だーら、ずっと人間を怨うらんできたあーしからすっと……パラシスタンスだからって人間に味方する奴らがどうかしてんの！　そこのサナダムシも、回かい虫ちゆうも！　みんな、みんな裏切りもんだし！　ぶっ殺してやりたいし！」


    「……そうか」


    「ついでに言うと、あーしの特殊能力は蠱惑テンプテーシヨン。ミヤイリガイのいる泥に地肌で触ふれて住血吸虫に寄生された人間を魅了することができるのね。オスは虜とりこに、メスは気持ちあーしっぽく」


    　それで、ここにいる男子生徒が骨抜きになっている訳か。おそらく、さっき裸足はだしになっていた生徒が、既に相馬さんに操られた生徒なのだろう。……ってあれ、半分くらい靴履いてるやつもいるけどどういうことだ？


    「ま、ただあーしのパンツが見たいだけっぽいやつもいるけど。半々ぐらいで」


    　そして、相馬さんはつかつかと裁判長席に戻ると、再びどっかりと裁判長席に足を投げ出す。野太いヤジが飛ぶ。


    「うひょーっ、相馬ちゃん、パンツ、もっとパンツ見せて──っ！」


    　操られてないのにここにいる奴やつら、もうちょっと人間としての誇りを持てよ。


    「ま、だから……色んな寄生虫を無理矢理寄生させて、人間に、復ふく讐しゆうしてやることに決めたのぉ。そのやり方の一つとして、裁判長やってまーす」


    　相そう馬まさんは、にたり、と不気味に微笑ほほえんだ。僕は、レストアの言っていたことが解わかった。確かに、えきのに比べたら、これは、明確な悪意だ。この子こそが、レストアの言っていた災さい厄やくなのだ。


    「それじゃあ、相馬さんこれから一体何を……サナを捕まえてどうしようって言うんだ」


    「んー、そもそも、サナダムシだって、人間のせいで絶滅しかかってる存在なんだもの。人間に媚こびるなんて許せないじゃない？　だから裁さばかなきゃね。ってことで、はあい！　みんな注目ー」


    　相馬さんは、サナを指差しながら群衆に向かって宣言した。


    「次の特別被告はぁ、人間に色目を使う忌いま々いましいこのサナダムシのパラシスタンスでぇす。五日後、このパラシスタンスの裁判を実施しまあす！　罪状は──人間をたぶらかした罪！」


    「さ……裁判!?」


    　しかも被告人が、サナ……？　サナがそれに怒って反論する。


    「おい───っ！　何言ってるんだ、住じゆう血けつ吸きゆう虫ちゆうのお前！　私は、まだたぶらかせてないぞ！　ずーっと頑張ってるけど、唐から人とは全然彼女にしてくれないんだからな！」


    「だーっ！　サナは黙ってろっての！　めんどくさくなるから！」


    　僕は相馬さんに向き直る。


    「な、なあ、相馬さん。何も君たち日本住血吸虫を絶滅させたのは、直接僕らが関かかわってるわけじゃないんだ……。だから……見逃してくれないかな？　お願いだ！」


    「っさい！　もともと自分勝手な理由であーしらを絶滅させたのはあんたら人間じゃないの！」


    　やっぱりダメだ。聞く耳を持ってくれそうにない。


    「ということで、裁判やっから。増ます川かわ！　アンタが弁護側につきなさい。裁判員制度だから、運が良ければ、あーしに洗脳されてないやつが裁判員になるから、せいぜいあがいてみれば」


    「へ？　な、なんだその展開……」


    「裁判で無罪になったら、このサナダムシは解放してやってもいいってことだけど」


    「ほ、本当か！　な、なら……」


    　僕は色めき立つ。今、あそこで檻おりに捕まっているサナが助けられるなら……と思っていると、櫂かい実じつが耳打ちしてくる。


    「増川君……圧倒的に不利……さっきのやりとり見てると……たぶん裁判長は相馬さんだから……一方的な裁判になる……慎重に行かないと……」


    「だ、だよな……おい！　相馬さん……いや、相馬！　誰だれがそんな裁判なんか受けるかよ！」


    「あ、出廷拒否？　マジつまんないしー。ま、ルールを守らないと、あんたらが後悔するだけだけどねえ……」


    「後悔？」


    　相そう馬まさんは、背後に目配せする。


    「あんたらが真ま面じ目めに裁判に出ないと、この男が、死ぬことになるけどいいのぉ？」


    　その言葉を受けてステージの奥からぬっと現れたのは……。


    「じょ、丈じよう児じ！」


    　間違いなく、宮みや入いり丈児だった。だが、さっきまでと様子が違う。まるで騎士のように黒い衣服を羽織っている。


    「丈児、なんだよその格好！　間違ってるぞ！　目を覚ませよ！」


    「……間違っていない。俺は、法の戦士だからだ」


    　なんだそれ。二周半回ってダサいぞ。


    　一方相馬さんが、丈児の顎あごを艶なまめかしくさすりながら、こちらに不敵に微笑ほほえむ。


    「こいつが、あんたらと法廷で戦う検事役だから。いいよね、あんた」


    「……了解している。俺は、すみちゃんの言うがままだよ」


    　丈児は、相馬さんに恭うやうやしくかしずいた。


    「はっ!?」


    　僕は二の句が継げない。


    「お、おい、丈児……冷静になれよ……お前操られてるのかよ……」


    　だが、丈児は毅き然ぜんと言い放った。


    「宮入丈児は死んだ！　俺は──」


    　丈児は、黒いマントをばさり、と大仰に翻ひるがえした。


    「俺の名前は宮入・ダークネス・丈児だ！」


    　その一瞬ちょっとだけ、空気が止まった。


    「おい櫂かい実じつ、あいつ自分の名前ダークネスとか言ったよ……」


    「うん、聞いた…………」


    「ダークネス・丈児だって……恥ずかしくないのかな……」


    「……拙せつ虫ちゆうならたぶん後でごろごろ転がって悶もだえるけど……」


    　丈児は大きく咳せき払ばらいした。


    「ダークネスじゃなかったら……ダルビッシュ・丈児でもいいが」


    「全然意味解わからないだろそれはそれで！」


    　僕は思わず丈児に突っ込んでしまう。操られても天然は残ってるようだった。


    　改めて丈児が、ごほんと咳払いして、僕たちに向かって人差し指を伸ばす。


    「いいか唐から人と、寄生虫とリア充行為に及んだお前を俺は許さない！」


    「お前もだろうが！　相馬さんがそうだったろうが！」


    「えっ……あっ!?　そうだ!!」


    　今やっと気づいたのかよ！


    「いーの。こいつはあーしが利用してるだけだし」


    　相そう馬まさんが助け船を出す。


    　それで納得したかのように、丈じよう児じは最後にかっこつけて宣言した。


    「ふふ、そういうことだ。それでは唐から人と！　五日後、法廷で会おう！」


    「丈児……」


    



    　そういう経緯で。サナの罪を問う裁判が五日後に行われることになったのだった。


    　僕が弁護側、丈児が検察側で。裁判員制度を取り入れた、『寄生法廷』である。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　　　（シンギュラリティまであと十一日）


    



    「さて、どうしたもんかな……」


    　次の日からさっそく、僕は櫂かい実じつと校内を歩きながら途と方ほうにくれる。弁護をする側になったものの、どう裁判の準備をしたら良いものやらさっぱり見当がつかない。真ま面じ目めに裁判に取り組まないと丈児が死に、無罪を勝ち取れなかったらサナが死ぬのだ。


    　そんな風に悩んでいると、櫂実が助け船を出してくれた。


    「とりあえず……ミヤイリガイを踏んで洗脳されてない生徒から……増川君たちを擁護してくれる人を見つけて証人になってもらうのがいいと思う……」


    「なるほど、まだ操られてないまともなやつを探すってことか……って、うわ！」


    　そんなことを話しながら歩いていると、廊下に転がっていた、どす黒く全長百五十センチほどの塊かたまりを思い切り蹴け飛とばしてしまった。その塊は全体から臭気を発していて、僕は思わず鼻をつまんでしまう。


    「うわっ、なんだこれ……って、これもしかして……人間？　っていうか……」


    　大量の雑ぞう巾きんでも固めて捨ててあるのかと思ったその塊がもぞもぞ動き、ぎょろりとこちらに視線を向ける。その塊は──見覚えのある人間の変わり果てた姿だった。


    「……お前、服はつ部とりか？」


    　ボロ雑巾はのそりと起き上がる。


    「服部じゃねえ……俺は……単なる負け犬のボロ雑巾さ……」


    　そういえば、何日か前にえきのの作った雪山を登る時にこいつを盾にして雪玉の乱射を避けたような記憶がある。忘れていたが、すっかり放置していた。[image: ]うわさによれば、四天王にも裏切られたそうだが。


    「服はつ部とり、お前は相そう馬まさんに操られてないのか？」


    「何の話だ？　俺は、もう俗世間を離れてずっとここにいるんだ……時々この廊下を通る連中にパンを施してもらいながらな……四天王の連中に見捨てられた無ぶ様ざまな俺を笑うがいい……」


    　こいつに関しては、洗脳は心配なさそうだ。その時、廊下を女子生徒二人組が通りかかった。


    「あっ！　揚げパンじじいだ！」


    「うわ、本当だ揚げパンじじいだ！」


    　どういうことだ、と思う間もなく、その声に反応した服部は、ガオー、とライオンのようなポーズで両手を高く掲げ、突如絶叫した。


    「ぅ揚げパンおいてけえええええええええ！」


    　女子生徒達たちが悲鳴を上げる。


    「「きゃあああああああああああああ！」」


    「揚げパンおいてけええええええええええっ！」


    　女子生徒達は、酷ひどく焦って早口で相談し合う。


    「ちょ、ちょっと、ユッコ、揚げパンじじいだよ！　ヤバイよ、揚げパン置いてかないと呪のろわれるってよ！　三組のミツコ、そのせいで彼氏にフラれたって！」


    「やだ、あーし、購買部でさっき揚げパン買ったんだけど！」


    「あげるっきゃないっしょ！　三回回ってから、『揚げパンじじい、揚げパンじじい、あした揚げパンにしておくれ、否いなパンティ』って言うんだって！」


    「や、やだもう……『揚げパンじじい、揚げパンじじい、あした揚げパンにしておくれ、否パンティ』いいいい！　ぎゃああああああ！」


    　そして、女子生徒たちはパンを床に叩たたき付けるように置いて逃げ去って行った。その後ろ姿に向かって、平ひれ伏ふすような姿勢で、服部が大声を出す。


    「揚げパンありがとぉぉぉ……」


    　そして、服部はくるりと振り返って言った。


    「どうだ、増ます川かわ……今の俺……」


    「生ける都市伝説じゃねえかお前」


    　まあ、そんな近況はどうでもいい。僕は服部に、四日後に相馬さんの手によってサナが僕をたぶらかしたという裁判をすることになり、その証人を集めていることを伝えた。


    「服部、実はさ……丈じよう児じもかくかくしかしかで」


    「何っ！」


    　事情を聞くと、開口一番、服部は言った。


    「宮みや入いりめ！　いいざまだ！」


    「クズだな……」


    「だが……宮みや入いり……やつには恩が……しかし……くそっ」


    「なあ服はつ部とり、お前、法廷で証言してくれないか？　サナが俺たちをたぶらかしてるとかそんなことはないって……」


    「はぁ？　何言ってやがるそれは事実だろうがよ！　いやだったらいやだね！　誰だれが、貴様のようなバカップルなんかに！　いやだいやだ！　やいやい！」


    　服部は腕をばたばたさせて、江戸っ子のような口調で拒絶した。


    「でも俺たちが真ま面じ目めに裁判に全力を尽くさないと……丈じよう児じが死ぬことになるんだ」


    「なっ!?」


    　服部は、しばらく悩んでいたが、立ち上がった。


    「…………無理だ。俺は、ごめんだ」


    「服部！」


    　服部は去り際ぎわに、こんなことを言う。


    「増ます川かわ、お前の言う通りだ」


    「なにが……」


    「…………俺は…………誰かのために行動なんてできないし、今までしたこともない……ただのクズなんだ……」


    　西部劇のラストシーンのように、服部の姿はだんだん遠くなっていった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　まあ、とにかく証人探しを続けるしかない。僕と櫂かい実じつは再び歩き出した。


    「……でも増川君……ちょっと思ったけど……」


    「どうした、櫂実」


    「なんだか……こうやって校内を回って情報を集めたり……証人をお願いしたりしてると……話だけ聞いたことあるアドベンチャーゲームというやつみたい……」


    「なんだよそれ……それより、もっと証人をお願いできないか真面目に探すぞ……」


    「どうせなら……選択肢とか欲しいな……即死系もあったりする……」


    　よく、その感覚が理解できない。


    



    　その時。廊下の端から。


    「ギャーッ!!　おおごえをあげながらとびこんだ！　ざんねん！　わたしのぼうけんはこれでおわってしまった！」


    「うわあああああっ！」


    　ずざあ、と目の前に一人の男子生徒がヘッドスライディングしてきた。土気色の顔色で、骨っぽく痩やせ細っているため、まるで死神のような風ふう貌ぼうだ。


    「な、な、な、何者だお前！」


    「ふふ……選択肢が欲しいと聞いてやってきました。この学校のゲームブック部……一年Ｂ組撫ぶ礼れい南なん太たです。ゲームブックやアドベンチャーゲームが趣味で、色々な場所にパラグラフを付けて回ってます。君は、数字の通りに進んでもよいし進まなくてもよい！」


    「なんか変へん態たい臭くさいな、君……」


    「差し支えなければ選択肢を用意するので、ゲームブック風に進んでみてくださいよ」


    　そして、南太くんは模造紙を広げる。そこにはこう書いてあった。


    『生徒会室へ行く→１へ進め　中庭へ行く→２へ進め　一年生教室へ行く→３へ進め　焼却炉に行く→14へ進め』


    「増ます川かわ君、『14へ進め』があるっ……！　即死の匂におい……！」


    　櫂かい実じつは、何やら14という数字にわくわくしているようだったが、意味が解わからない。僕はその模造紙を無視して進もうとする。


    「あっ、ちょっ、ちょ！　待って！　なんで！」


    　南太君はずるずると僕に摑つかまって食い下がってくる。


    「べ、別に普通に進んでもいいんですよ！　やれるならやってみてくださいよ！　まず紙と鉛筆とサイコロを用意して……まず一回サイコロを振って掛ける10が生命点になります。で、それぞれの選択肢に進んだら一回ここに帰って来て下さい」


    「……だから君、訳解らないから……別に僕はそんなことしないからな」


    　まあ、さっきから僕の横で櫂実がなんかそわそわしているのは気にはなるのだが……。


    



    　　　１　生徒会室


    



    　僕たちは、生徒会室へ来た。いつもと変わらず、教室の中に竹林が茂っていて、鳥居がいくつも並んだ、あのカオスな教室だ。


    　ドアを開くと、すぐに聞き覚えのある声が聞こえてくる。


    「はあーっはっはっは！」


    　……この高笑いは。あの人が中にいるのに間違いない。僕は一歩踏み出す。


    「すいませーん会長……うぎゃああああああ！」


    　いきなり、僕の顔面と口の中に、名刺のような紙が何枚も何枚も飛んできた。


    「げぼはああっ！」


    　パサパサになった口で、それをどさどさ、と一気に吐き出す。唾だ液えきまみれになったその紙を見ると、何やら毛筆でありがたそうな文もん言ごんが書いてあった。


    「な、なんだこれ……」


    「おお、増ます川かわではないか」


    「櫛くし名な田だ会長……いきなり何するんですか！」


    「うむ。最近な、三さん節せつ棍こんだけでは芸がないと思ってな。お札を飛ばせてこその巫み女こなのではないかと思うようになったので練習中だ！」


    　そう言って会長は、両腕をクロスさせて人差し指と中指で挟んだお札をこちらに見せてきた。さっきのお札だったのか……。


    「さておき増川よ、先日は、色々あったが……お父上は大丈夫だったか？」


    「え？　あ、まあ……」


    　実際、解決はまだしていないのだけど。


    「それよりあの、会長、お願いがあるんですが」


    「ん？　なんだ？」


    「実は……今度裁判があって。僕がその……ええと……不純異性交遊にふける淫みだらな学生でないということを証言していただけないでしょうか」


    「できるか馬ば鹿か者────っ！」


    「あがががが！」


    　会長が再び投げてきた大量のお札が、再び僕の口にガバガバ入っていく。


    「わ、わ、わ、我われに噓うそをつけと!?　黒いものを白と言わせる気か───っ！」


    「絶対的にどうしても完かん膚ぷなきまでに会長は勘違いしてます！」


    　だが、とにかく会長はご立腹してしまった様子だった。てか、バカップルじゃないって会長にも信じてもらえてなかったのか……。


    「わ、解わかりました、で、出直しますので……い、行こう櫂かい実じつ……って、どうした？」


    　櫂実は会長が投げたお札のうちの一枚を興味深げに拾い上げている。


    「……お札、拾った……」


    「良かったな。貰もらってもいいんじゃないか」


    「……チェックリストは？」


    「へ？」


    「アイテムを手に入れたのに……チェックリストが……ない……」


    「さっきから何言ってるんだお前……」


    　そこに、さっきの南なん太たくんがやってくる。


    「アイテムを手に入れましたね！　それでは、アイテム所有欄にチェックをしてください」


    「うん、うん……」


    　ま、櫂実が楽しそうに何か書き込んでるからいいか……。


    



    　　　２　中庭


    



    　僕たちは、中庭へ来た。


    「あれ、あそこにいるの……」


    　僕たちの耳に、すごく耳みみ障ざわりな二人組の泣き声が聞こえてきた。


    「うおーいおいおいおい……！」


    「ヒドイデスヨ！　プーチンさん、なんで僕たちを捨テタデスカ──！」


    「儂わしらの暮らし、どうなっちゃうんじゃ───っ！」


    　ゲイツと金きん腹ぷくが、おいおい泣きながら抱き合っていた。


    「おい、お前ら……」


    「アッ！　増ます川かわサン！」


    「増川よ、聞いてくれ！　儂らを捨てて、プーチンが、プーチンがどこかに行ってしもたんじゃー！　なんか計画を実行するとかよく解わからんこと言って」


    「キンプクサンがプーチンの方が服はつ部とりサンより良いって言ったんデショウガー！」


    「やかましいわ！　ゲイツ、お前こそプーチンは信頼のおける男だから所持金を全額預けておこうって言ったじゃろうが！」


    「知ったコッチャナイデス！　モウ希望なんてナインデスヨォォ！」


    　端的に言って、醜い争いだった。


    「……だめだなこいつら。行こう、櫂かい実じつ……」


    　僕が櫂実を誘ってその場から離れようとした時……。


    「……ん？　うひょおおお、櫂実サン！　櫂実さんデース！」


    「うっひょー、儂らの女神じゃぁぁぁ！」


    　ゲイツと金腹が櫂実ににじり寄ってきて、その手をとり、二人で頰ほおをすりすりし始めた。


    「いや……あの……拙せつ虫ちゆうはゴミ虫なので……目が腐るのであまりご覧にならない方が……あと触ったところから腐ってくので……」


    　あ、なんか珍しく櫂実が嫌いやがってる……相当だな……。


    「はいはい、そこまで。離れようなー。なー」


    　僕はゲイツと金腹を櫂実から引き離し、嫌々ながら僕は尋たずねてみる。


    「それよりあの、こんなこと頼める仲か解わかんないけど……。お前ら、僕が不純異性交遊のクソ野郎じゃないって裁判で証言してくれないか？」


    「クソ野郎ガア────ッ！　バチコ───ン！」


    「いてえっ！」


    　ゲイツに思いっきり張り手された。


    「アンタミタイのに！　ナンデ櫂実サンが！　フザケロ！」


    「そうじゃ、見損なったぞ増川！　そういう総意じゃ。……というか、裁判ってなんじゃ？」


    　僕は、ゲイツと金きん腹ぷくに裁判のことを伝えた。


    「……裁判……？　そういえば、プーチンが裁判員がどうの言ってた……」


    「ツナガリマシタ……やつの居場所はきっとソコデスー！」


    「行くわい！　プーチンよ！　首を洗って待っておれ！」


    　よく解わからないうちに、ゲイツと金腹はうひょうひょ踊りながら立ち去ってしまった。


    「……なんだこれ」


    　個人的には、ゲイツにいい張り手を一発貰もらったことが、なんか悔しかった。


    　そこに南なん太たくんが来る。


    「生命点に20マイナスしてください」


    「さっきから何を……君は……」


    



    　　　３　一年生教室


    



    　僕たちは、一年生教室に来た。


    「どっかに落ちてないか……証人候補……証人候補……」


    「……増ます川かわ君……一円玉探すのとはわけが違うと思う……」


    　僕と櫂かい実じつが目を皿のようにしながら廊下を歩いていると、ある男女ペアにばったり遭遇した。


    「あれ、君たちは……」


    　僕が声をかけると、二人はびくっと身を震ふるわせてから、普通に挨あい拶さつしてきた。


    「ま、増川さん。な、何の用です～」


    「な、な、何っすか！」


    　まったりした口調でありながら、ガメつさで有名な生徒会の三さえ枝ぐささんと、『週刊　宿やどり木ぎWalker』編集部員の高たか木ぎくんだ。二人は幼なじみで、そして──。


    「あ、ははあ。あのさ、どっちかに聞きたいんだけど」


    「なんです？」


    「二人、付き合ってるの？」


    「違います～！」「違うっす！」「ちょっと～！」「仲良いだけっす！」


    　僕の質問に対し、同時に声が返ってきた。以心伝心極まれり、だな。


    「まあいいや……ちょっと二人にお願いがあるんだけど」


    「……何すか」


    「今度、裁判をやるんだけど……僕とサナがバカップルじゃないって二人のうちどっちかでもいいんで証言してくれたりしないかな？」


    　三枝さんが手をぶんぶん振った。


    「それは無理ですね～」


    「なんで」


    「偽証罪になるので」


    「違うっつうの！」


    　やっぱ完全にそう思われてんのか……。そこに、高たか木ぎ君が尋たずねてきた。


    「先輩、その裁判ってやっぱ、最近のうちの学校での男子生徒骨抜き事件に絡からんでんっすか？」


    「ああ、その主犯がしてる裁判……」


    「なるほど……情報サンクスっす。俺も取材してるとこだったんで、場合によってはいくらか心当たり当たってもいいっすよ」


    　とりあえず高木くんの記者魂に感謝、だな。


    「本当……悪いね、高木君」


    「ただ先輩たちがバカップルじゃない証人……無理だと思うっすけどね。それは……政府の隠した真実を暴あばくよりハードな気がするっす」


    「だから違うんだって！」


    　違う……よな？　僕は何だか胃が痛くなってきた。そこにまた南なん太た君が現れた。


    「生命点マイナス10」


    「だからなんなの君は……」


    



    　　　14　焼しよう却きやく炉ろ


    



    「……ていうかさ、なんだこれ」


    　僕は、この場所に来た時、ものすごい違和感を覚えた。


    　さっきから壁に数字が書いてあるのだが……色々すっとばしていきなり「14」。


    　その時、櫂かい実じつが急にはしゃぎだした。


    「増ます川かわ君っ……！　14だっ……！」


    　今までに見たことのないようなテンションの櫂実で、びっくりする。


    「14に何があるってんだよ櫂実！」


    「嬉うれしいっ……！　14だ……！　[image: ]うわさに聞いてた14……えへへ……」


    　意味が解わからない。というか、それより、すごい不安と共に、なんだか身の回りに熱が高まっているのを感じる。なんだこれ。


    「……なんか、すげー熱くなってきたんだけど」


    「……14だから……」


    　ウブォォォォウ、と遠くで何かが遠とお吠ぼえする声が聞こえる。


    「櫂実、今のなんかドラゴンっぽい声じゃなかった……？」


    



    　よく解わからないが、もう、不安と嫌いやな予感マシマシで、耐えきれるレベルではなかった。


    「かっ、櫂かい実じつ、ダメだ！　行くぞ！」


    「わわわ……せっかく14なのに……即死パラグラフなのに……」


    　僕は、ヤバイ予感と共に、櫂実の手を引いてこの場所を離れようとした……ところに南なん太た君が来た！


    「はーい！　普通ならここで即死ですが……アイテム所有欄らんにチェックがあればお札の威力で即死回避、最終チェックです！　サイコロを振って、４～６が出ればラストパラグラフに進めます！」


    「だから、意味がさっぱりくっきりもう何が何だかよく解らん！」


    



    　　　　ラストパラグラフ


    



    　南太君がニヤニヤと僕たちを見ている。


    「お疲れ様でーす。ここまでで生命点が残ってたら、ゲームクリアです。賞品をどうぞ」


    　そして、渡された封筒には、五百円分のクオカードが入っていた……。


    「なんだったんだ、あの水差し野郎は……」


    　南太君は[image: ]なぞのまま去って行った。ということで、証人を探す旅が終わった。だが、芳かんばしい結果は結局何一つ得られなかったのだった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　そして裁判前日。僕は病院に帰って、桜さくらにそれまでの顛てん末まつを報告した。


    「うーん……じゃあそんなに見つからないならわたしが証人やってあげてもいいよ！　お兄にいちゃんは従妹いとこと淫みだらな生活を送ってるからサナちゃんにたぶらかされてなんかないって言ってあげるから！　いしゃしゃ！」


    　桜が、なんか喜びながら宣言する。


    「いや、さすがにそりゃ噓うそだしダメだろ……悪わる巧だくみの領域だよその笑い方も含め……」


    　ちなみに、親父おやじは相変わらず、手足もピクリとも動かさず、ベッドに寝かしつけられていた。あと、その傍かたわらにいるのが──。


    「志し保ほ、どうしたんだ？　神妙な顔して」


    「いや……その……」


    「……やっぱ、気になるのか。秀しゆう也やのことが」


    「……隠せていませんでしたか、やっぱり」


    　僕が親父のことでやきもきしているように、志保も組織を追放されて行方不明になったとかいう秀しゆう也やのことが気になっているのだろう。ただ、気になるのは……僕を気にしてか、志し保ほがどこか秀也を心配することすら遠慮しているように見えることだった。


    「……なあ、志保。僕、あんまり言えることないけど……一つだけ、言ってみてもいいかな」


    「なんですの？」


    　僕は、まだ昏こん睡すい状態の親父おやじを見ながら言った。


    「……お父さんとは……家族とは、仲良くできるなら仲良くした方がいいと思うんだ。どんな時でも、どんな事情でも。間に合わなくなる前に」


    　その言葉に、志保は迷いのふっきれたような顔で笑った。


    「ありがとうございます唐から人とさん。今度会えたら、ちゃんと正面から話しますわ。お父様と」


    「……まあ、志保……そのうち、会えるさ。きっと」


    「ええ……」


    「それより、いよいよ明日、裁判か……」


    　結局、証人候補は見つからなかった。高たか木ぎ君たちの手回しが上う手まくいけばって感じではあるけど……どちらにせよ、恐らくきつい裁判になるだろう。


    「お兄にいちゃん、本当に大丈夫？　裁判……」


    「ああ。でもまあ……やれるだけのことはやる」


    　僕とサナは、バカップルとしてさんざん叩たたかれてきた。


    　世論だけで言ったら、敗色濃厚。の上に裁判長が相そう馬まさんという、まるで戦勝国が裁さばく軍事裁判のような一方的展開が予想される。でも──やらなきゃいけないんだ。


    　ただ、その前に──。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　その日の深夜。


    「……よっ」


    　学校の敷地に入るために壁を乗り越える。


    「よい……しょっと」


    　僕は、一足お先に、裁判が行われる音楽ホールに忍び込もうとしていた。裁判の前にどうしてもあいつと話がしておきたかったのだ。どっか入れそうな場所……と、その時、僕はホールの側面に高窓があるのを発見した。少し壁を登って中から覗のぞき込むと、中は譜面台や机やらが置いてある、用具倉庫になっているようだ。鍵かぎも掛かってない。いける、と確信し、僕は用具倉庫の高窓から、無理矢理身体からだをねじ込んでいく。が。


    「わととととっ……！」


    　高窓を通り抜けたはいいものの、そのまま勢い余って、倉庫の中に落下してしまう。結構高いところから落ちたせいで、ズシーン、という音が響き渡る。


    「いっててて……」


    「……誰だれだ！」


    「うわっ！」


    　やってしまった。こんなにあっさり見張りに見つかるなんてうっかりしすぎていた。僕の顔面が懐中電灯の光に照らされる。くそ、どうする、パラシスタンスの力でこの見張りを……と考えた時に、僕は気がつく。


    「……丈じよう児じ……？」


    「……唐から人とか」


    　深夜の音楽ホールで警備を担当していたのは、丈児だった。


    「……ここで何をしている唐人」


    「裁判の前に……不利になる前に誤解を解いておかなきゃと思ってサナと話をしにきたんだ。っていうか、サナだけじゃない。丈児！」


    　僕は、丈児の肩を摑つかんで、ガクガクとゆさぶった。


    「丈児、お前操られてるんだよ！　正気に戻ってくれよ！　そんで逃げようぜ！」


    「断る」


    「丈児……」


    「俺はここで、万が一にも被告人を奪おうとするような侵入者がいたら、今は仮眠中の奴やつらを起こす役割を受け持っている」


    「なっ──！」


    　その展開は、非常にまずい。そんな揉もめ事起こしたら、裁判が始まる前に負けが確定してしまうようなものだ。


    　だが、丈児はくるりと振り返って、立ち去ってしまう。


    「早く行け。俺はなにも見なかった」


    「……え？」


    「……サナちゃんに会いに来たんだろう。こっそり話して、朝までに帰れ」


    「あ、ああ！　ありがとう丈児……」


    



    　用具倉庫を出て、ホールのステージ側へと向かう。サナの入っている檻おりは……あった。ステージの後ろの方で布にくるまれている。僕はそのベールをめくると、鉄格子越しにそっと呼びかけてみた。


    「……サナ。サナ」


    「……え？　うわ────！　唐人─────！」


    　檻の中でどんよりと沈んでいたサナは、跳ね起きると、鉄格子を摑んで顔を出すかのように飛びついてきた。


    「えへ……唐から人とのこと考えてたら……本当に来たぁ……びっくりしたぞ！　唐人、すごい！」


    　……そうやって泣いて喜ぶサナ。この笑顔、本当に守ることができるのだろうか。


    「でも唐人、見張りもいるのにどうして……」


    「あのさ……裁判の前に一言謝っておきたくて」


    「な、なにをだ？」


    「こないだとか……売り言葉に買い言葉で喧けん嘩かしちゃったけど……本当はそんなこと言いたくなかったんだ」


    「ううん、ごめん……やっぱり、どう考えても私が悪いんだ……だって……姫ひめとか……亜あ須す香かが唐人の彼女になるのは……悪いことでもなんでもないのに……なんか……うわーってなっちゃって……ごめん……唐人……ごめん……」


    「いや、そもそもその発言は誤解で……」


    　それでも。櫂かい実じつから告白されて、逃げているのは事実なのだ。


    　僕は、それ以上は何も言えなかった。


    「唐人。亜須香に返事は……？」


    「……してない」


    「うん……あまり私のことは気にするなよな？　私のことより……唐人の幸せが一番大事なんだからな！」

  


  [image: ]



  
    「それは……」


    　助けに来た相手に言うなよ、そんなこと。


    「ところでお前、この檻おりを壊して逃げられたりしないのか？」


    「でも、ちゃんと裁判に出ないと、丈じよう児じが殺されちゃうだろ……？」


    「はあ、そうなんだよな……。それは避けなくちゃな……」


    　さっき、丈児に見逃してもらったことを思う。あいつも、完全に操られている訳ではないのだろうか……？　それなら、そこに洗脳を解く鍵かぎが……まあ、いいか。仕方ないので、僕はサナともう一度だけ見つめ合う。


    「サナ」


    「……唐から人と」


    「全部の話は……無事が確保されてからにしよう。サナ、必ず助けるからな」


    「……うん」


    　鉄格子の間から、互いの指を絡からめる。


    「待ってるからな、唐人！」


    　久しぶりに、サナの肌に触れた。ぬくもりが、少しだけ伝わってきた。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    （シンギュラリティまであと七日）


    



    「さいばぁ─────ん、開廷っ」


    　そして裁判の日。


    　ホールの机の並びは、完全に裁判所と化していた。相そう馬まさんは、木き[image: ]づちを手に、楽しそうに机を叩たたいた。


    　サナは、相変わらず鉄格子に入ったまま背後に置かれている。


    　どうやらあれが被告人席ということらしい。僕は、弁護人席からそれを眺める。


    「唐人ーっ！」


    　サナが、僕に向かって叫ぶ。


    「サナ、待ってろ！　これから助けてやるからな！」


    「おう、私こそ目一杯助けられるよう、全力で頑がん張ばるからな！」


    「よ、余計なことはするなっ！　お前が被告人なんだーっ！」


    　相馬さんが、高圧的に見下す。


    「はいはい、あんたらイチャつかないで。マジおこなんだけど。裁判中ー」


    　相そう馬まさんが、木き[image: ]づちをカチカチ鳴らす。


    「ていうか相馬さん、裁判って……本当に公平にやってくれるんだね？」


    「あ、めんどくさいなら別にいいのよ？　なんだったら、サイコロでも振る？　いち、死刑、に、死刑、さん～ろくまでは苦しんで死刑。ギャハハハ！　なんならあんたも配下に加わる？　そこのミヤイリガイを踏むだけで、感染するからね！」


    「それは……勘弁してくれ」


    　相馬さんは、待ってましたとばかりに傍ぼう聴ちよう席せきに呼びかける。


    「じゃあ罪状読み上げまぁす。このパラシスタンスは……人間に色目を使って、取り入ろうとした！」


    　サナをみんなに見えるように指差す。


    「その有害な性根を隠してね！　それが有罪か無罪か。今ここに裁判……『寄生法廷』を開廷いたしまぁす！　各自真実のみを語って明らかにすることぉ！」


    　相馬さんはおもちゃのように木[image: ]を連打する。カンカンカンカン、と無邪気さを振りまいている。


    「そんで有罪だということになれば……今日は、この特別ルーレットを使用します」


    　そして、ステージの上に引き[image: ]ずられて来たルーレット。だが、その見た目は異常だった。ほぼ一色。


    「……ルーレットになってないじゃないか」


    　そのルーレットには、奇妙な文字が書かれていた。


    「……『意識抹消風ぶ呂ろ』？」


    「そー。これはねー、黒幕さんから作り方を教えてもらったんね。パラシスタンスにとって、死にも等しい、『意識』を消し去っちゃうっていうこわーい風呂ね」


    



    　なんだそれ。でもそれも……まあ、レストアならやりかねないのか。一方、丈じよう児じは、少しの隙すきも見逃すまいとこちらを睨にらみながら検察官席で待機している。くそ。今は完全に取り込まれているようだ。


    「そしてその判決を下す大きな参考になる裁判員は、校内生徒からランダムに選ばれた連中でぇす」


    



    　そして、四人の裁判員たちが、入場してくる。


    「ここキツイ時間帯ですよ！　松まつ来き高たか太た郎ろうです！」


    「……プーチンだ」


    「はぁーい！　アイドル部部長やってまーす、月つき葉ばエレナでえす☆きゃるーん！」


    「狂気の沙さ汰たほど面白い……赤アカ城ギです……」


    　……なんか、見たことある連中ばかりだ……。


    　そして、裁判は始まった。


    



    「じゃあ、弁護人と検察自己紹介ぃ」


    　裁判長の相そう馬まさんに促され、まず僕たち弁護側から自己紹介する。


    「……ええと、弁護人の、増ます川かわ唐から人とです。それから、隣にいるのは助手」


    「あ……拙せつ虫ちゆうは助手以下なので……助じよ虫ちゆうの櫂かい実じつ亜あ須す香かです……」


    　一応、櫂実も隣に立つことを許してもらったのだった。そして、僕らと向かい合うようにして立っているのが。


    「じゃあ、検察側、自己紹介ぃ」


    「あれ、えーと、こないだ俺名前なんて言ったんだっけ……」


    　丈じよう児じはしばらく悩んだ後、思い出したように手を叩たたいて言った。


    「宮みや入いり・タイプミス・丈児だ！」


    　僕は櫂実と小声で相談する。


    「ダークネスですらなくなってる……タイプミスって……」


    「……少し怖いかも……」


    「おい、お前ら、何こそこそ話してるんだ！　何か悪口の予感がするぞ！」


    　それを纏まとめるように、相馬さんが木き[image: ]づちを叩いた。


    「はあーい、こっそり話し合いはノーね。ま、裁判員たちの紹介は別にいいでしょ。じゃあ冒頭陳述から始めまーす」
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    　　　冒頭陳述


    



    「じゃ、弁護人、被告人との出会いから傍聴人みんなに聞こえるように教えてあげてぇ」


    　さすがに……丈児を人質に取られては、噓うそをつき通すわけにもいかないだろう。僕は、今までのいきさつを簡単に振り返ることにした。


    「そもそも、僕の父親は……パラシスタンスと呼ばれる生物を研究する科学者でした。ある日、僕は父親が家に残しておいたサンプルを誤って食べてしまい……パラシスタンスという寄生虫の進化したものを腹に宿してしまうことになりました」


    「ちょっと質問がある！」


    　丈児が挙手した。


    「それは……わざとだったのか？」


    「いや、偶然だよ……パラシスタンスだなんて知らなかったから」


    　……偶然だよな？　今思うと、なぜ親父おやじがサナのシャーレをあんな所に置いてったのか、何か引っかかるものがなくもないが。


    　僕は陳述を続ける。


    「それで、その晩、お腹なかが痛くなって、苦しんでいると突然腹が大きくなって……サナが生まれたんです。僕を守ってやるといいながら……全裸で」


    　僕の話があまりに突拍子もなかったのか、群衆からどよめきが起こる。


    「ちょっと待ったぁ！　どのくらいまで見たんだ！」


    　丈じよう児じが大きく叫んだ。


    「え？」


    「唐から人と、お前は、サナちゃんの全裸をどれくらいまじまじと見たのか聞いている！」


    　それに割り込むようにサナが証言した。


    「まじまじと見られた上に、乳まで揉もまれたぞ！」


    「うぉい！　サナ！　お前なんで自分が不利になること言ってるんだ！」


    「し、真実を明らかにとか言うから……！」


    　丈児がいきり立った。


    「有罪だろ！」


    　傍聴人席も血けつ気き盛さかんにいきり立つ。


    「言語道断じゃねえか！」「いますぐ、その男を縛り首にしろ！」「死刑！」


    「お前らぁ！　僕は弁護人だっつーの！」


    「はーい、静せい粛しゆくに静粛にぃ」


    　相そう馬まさんが木き[image: ]づちを叩たたいて場を収め、丈児が今までの発言を纏まとめる。


    「……ということで、被告人が弁護人を誘惑したというのは、ゆるぎない事実だ。何しろ、全裸だったんだからなあああっ！　証明終わりだあっ！」


    「無茶言うなよ！　だいたい僕もあの時は切羽詰まってて……それにすぐ気絶しちゃったし……」


    「……異議あり……」


    「……櫂かい実じつ？」


    　櫂実が、のそりと手を挙げた。そして、一枚のフリップを出した。


    「これを見て……いやらしいと思う人手を挙げてください──」


    　櫂実が差し出したそのフリップは──


    「馬ば鹿かなっ!?」


    「これもある意味、裸です……」


    　今では、なんかもう全国でグッズを売ってる熊本県のご当地ゆるキャラが描かれていた。


    「た、確かに服は着ていないが……」


    「これを嫌いやらしいと言う人はいません。同様に……ビーグル犬のキャラやリトルグレイが服を着ていないからといって問題にする人はいません……要は……裸だから嫌らしいとか言ったことはなく……そもそも、キャラクター性がもっとも大事なのです……サナダムシであれば……一いつ糸しも纏まとっていないのは当然ではないでしょうか……」


    「異議あり！　では、被告人は今ここで服を脱いでないとおかしい！」


    　その丈じよう児じの反論に会場は盛り上がる。


    「そうだそうだ！」「ぬーげ！　ぬーげ！」


    　櫂実はさらりと返す。


    「この中で服を着たことがない人だけがそのセリフを言って下さい……」


    　丈児は、顎あごをさすりながら、頷うなずいた。


    「くそうなるほど……ここは納得しておくこととしよう」


    「納得するのかよ」


    「では……ここでもう一つだ。被告人と弁護人は、いつもメシを食うときに手を繫つなぐ。それがパラシスタンスの味を得る手段だと言って……これは明らかにハニートラップ！」


    「ち……違う！　僕は仕方なくやってるんだ！」


    　サナがショックを受けて口を挟む。


    「え、ええ───っ！　い、嫌々だったのか……唐から人と、ご、ごめん……」


    「謝るな！　ええと……ひ、一人より二人で食うほうが美お味いしいと思うけどさ、俺も」


    「わ───い！　唐人、優しいな！　また近いうちにラーメン食べに行こうな！」


    「お、おう……！」


    



    　だが──僕らのこんな会話に業ごうを煮やしたのは裁判長の相そう馬まさんだった。


    「バカップルストォォォップ！　はい、ちょっとあんたら、いい加減にしてくんない？　こういうめんどくさでまわりくどなの激おこなんだけど。もうそういうのいいから、お互いの陣営は証人喚かん問もんに移って」


    「はっ。ではまずここで検察側が証人を召しよう喚かんすることにする」


    　証人だって……？


    　丈児が、手元のメモを読み上げた。


    「生徒たちへの各証言から……我われ々われは二人の証人を探し出した。まず一人は、寄生虫を憎み、学校全体にバリケードを築いて排除しようとしたほどの寄生虫嫌悪派。そしてもう一人は、別の観点……そう、不純異性交遊に反対するという立場から、いかに貴様らが有罪かというのを証言してもらうことにする」


    　え、今の話からすると、証人ってもしかして……。


    「はい、入ってぇ」


    　相そう馬まさんが導くと、二人の女生徒が法廷に入ってきた。だが、よく知っていたその姿は──。


    「はいふたり、なまえぇ」


    「わたくしは、竜りゆう斎ざい寺じ志し保ほといいますわ」


    「我われは、櫛くし名な田だ観み琴ことというぞ」


    「志保！　会長！」


    　証人席に現れたのは、志保と櫛名田生徒会長だった。なんで？　二人は味方じゃなかったのか？　そんな不安に駆られていると、まず、志保が話し出す。


    「……かつて、わたくしは、パラシスタンスのことを悪と断じ、排除しようとしていましたわ──それは、寄生虫というのは忌いむべき存在で、それが人間に混じっているなんて気色悪かったからですの。だからサナさんは……悪オブ悪の、なんかもう悪魔みたいな存在ぐらいに思っておりました」


    　それを聞いた相馬さんの頰ほおが緩ゆるむ。断罪を確信したのだろう。だが。


    「でも、それは間違っていましたの」


    「え？」


    　相馬さんの顔色が変わる。


    「わたくしは……あの日、唐から人とさん達たちに助けられて……ロイ子さんと一緒に旅をして……一緒に汚れて、そうやって生きていくことを覚えましたの」


    　相馬さんが目に見えて苛いら立だってきたようだ。


    「あんた……何を言ってるの……」


    「だから、わたくしは、唐人さんとサナさんの味方です！　お二人はバカップルというより……もっと深い何かですわ！　た、たぶん……。そして、立派な心を持った方たちです！　単なるよこしまな人間ではないのです！」


    「志保……！」


    　次に、会長も一歩前に出て、証言を始める。


    「あー、おほん……我は生徒会長の櫛名田観琴だ……あの頃ころ、校内に突然サナが現れ、増ます川かわとイチャイチャし始めた……当時からサナは自分が寄生虫どうこう言うことがあったが、今なら意味が解わかるな……我は最初は不埒な連中を退治してやろうと思った……果たし状で決闘まで申し込んだ……だが……その決闘の末に逆に二人に助けられた上……その後、我には……」


    　会長は、懐ふところから取り出した手ぬぐいの包みを開く。


    「……それは？」


    　そこには、キツネの毛のようなものが残っていた。


    「……我の、一番の友達の形見だ。我には、友達ができてしまったのだ。寄生虫を名乗る奴やつのな……」


    「会長……」


    「だから、我われは思った。人間も、寄生虫も、話し合えば解わかるのだ！　友達になれるのだ。だったら──恋人であっても、我は構わないと思う！　ま、まあ健全な範囲でだが！」


    　相そう馬まさんが木き[image: ]づちを叩たたく。


    「くそっ、話が違うじゃない！　退廷！」


    　男子生徒たちに取り押さえられ、志し保ほと会長が去って行く。


    「さわらないでくださいませ！　消毒スプレーかけますわよ！」


    「はーなーれーろーっ！　我の、お札攻撃を食らいたいかーっ！」


    　だが、その様に、傍聴席からざわめきが聞こえ始める。


    「寄生虫……でも恋人になってくれるのか？　だったら……」


    「無理に拒絶してチャンスを狭めることもないのか……？」


    「ぼっちでも、寂しくなくなる……？」


    　相馬さんが、その場を鎮める。


    「激おこぷんぷん丸ぅぅぅ！」


    　相馬さんはドカン、と思い切り木[image: ]を鳴らした。


    「ここで、検察側の映像が入るようでぇす」


    　そして、丈じよう児じをきっと睨にらみ付ける。


    「……もっとちゃんと働きなさい！　消すわよ、この人間風情ふぜいが……！」


    「……ひっ！　ご、ごめん、すみちゃん……」


    　そうやって怯おびえる丈児は、なんだか、洗脳される前みたいだった。というより、今はそれより気になるのは……。


    「映像？」


    　ガラガラとプロジェクターが引き出されてくる。そのプロジェクターが映し出したのは……。


    「あれ、これ──」


    　違和感があった。


    　僕は、その映像を、見たことがある。


    「ちょっと、相馬さん、この映像をどこでっ……！」


    「映像提供は黒幕に決まってるじゃなぁい」


    　その言葉が、衝撃的だった。だって、それは──僕が、レストアの映画館……『カルテジアン・シアター』で、断片的に見た映像だったからだ。


    「まさか……それは……や……やめて……」


    　何を上映しようとしているのか気づいたのか。サナが、泣きそうになっている。もしかして、これって、サナが隠してた過去ってやつか？


    「あなたも、知りたいんじゃなぁい？　その子の過去。そのパラシスタンスが、どれだけ有罪なのか……」


    「さあ、映画を観ましょう。そのサナとかいう子が隠してきた悲劇の過去を──！」


    　そして映画の上映が始まった。
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    　──風が、緩ゆるやかに草木を薙ないでいる。


    



    　映像にナレーションが入った。


    



    『時は一六一五年（慶長二十年）──サナダムシ（当時の寸す白ばく）のパラシスタンス、サナが寄生していたのは、大阪城に住む、豊とよ臣とみ秀ひで吉よしの娘、千ち代よ姫ひめの腹だった──』


    



    　草原の中で、二人の少女が戯たわむれている。


    　片方の少女は幾重にも重なった着物を着ており、そのどれもが身分の高さを思わせる良質な生地でできていた。一方、もう片方の少女は──真っ赤な鎧よろいに、身を包んでいる。


    「……んー、遅いのう。サナよ。大だい助すけはまだかの」


    「あと素振り百回やってから来るって言ってたぞ！」


    「……難儀なやつよの」


    「それより、イエヤスってのをやっつけるんだな！　私もサムライになったからな！　早くやっつけられないかなー！」


    　その会話の最中、ぬっと侍さむらいの影が現れた。


    「うわー！　で、出たなー！　イエヤスだー！　め────ん！」


    「ぐほぁ！」


    　サナが、その若い侍の頭をドツく。それは、クチクラブレードと後に名付けることになる、木刀だった。


    「さ、サナよ！　貴君、何度見間違えれば気が済むのだ！　顔を良く見ろ！　俺は大助だ！」


    「あ、す、すまん！　ついうっかり……」


    「まったく……もっと雄大に構えるのがサムライだ」


    　大助と呼ばれた侍は、まだ若い。明らかに少年だ。そんな大助を、身分の高そうな少女が[image: ]しかった。


    「これ大助。わらわの寸白をあまり[image: ]るでない。確かにサムライの心を教えてやれとは言ったが──こやつはわらわの腹から出てきた、わらわの一部なのだぞ」


    「……ははっ、千代姫様、済みませんでした……」


    「それにしても大だい助すけよ。わらわがこやつにサナという名をつけた理由──解わかっておろうな？」


    「……はっ」


    　そして、千ち代よ姫ひめはサナの肩を叩たたきながら言う。


    「サナ、お前は真さな田だの一勇士として立派に活躍して、必ずや、憎き徳とく川がわを討ち滅ぼすのだ。今は劣勢であろうと……このサナの人間離れした運動能力を、戦場で活いかすのだぞ」


    「おう、私、頑張るぞ！」


    　サナが張り切っている。


    



    　そこで暗転して場面が変わる。


    



    　大阪城が、燃えさかっている。


    　そして……その火を放ったのは、千代姫自身だった。その傍かたわらにはサナもいる。


    「……はは。はははは。ははははは！」


    　千代姫は、笑っている。城に火を付けて、刀を振ふり回し、転がっている死体を刻んで、遊んでいる。その目は明らかに常じよう軌きを逸いつしていた。


    「うわ─────ん！　千代───！　もとに、戻ってよーっ！」


    　燃えさかる城。そこに、赤い鎧よろいを纏まとった傷だらけの大助が戻ってきた。


    「……サナ！　千代姫様……！」


    「大助！」


    「……どうしてこんなことに」


    「ごめんっ、ごめんっ！　私のせいで……千代はおかしくなっちゃって……」


    「……姫様……」


    　そして、大助は千代姫に近寄る。が──次の瞬間。大助の腹部を、千代姫の刀が貫つらぬいていた。


    「っがはっ！」


    「大助？　大助────っ！」


    「……よい……これも、運命なのだ……だが、サナ……。お主には真田の名をくれてやったのだ……。次に生まれ変わる時は……侍さむらいとして……主君を守りきるのだぞ……」


    　そして、ナレーションが入る。


    『今の大助と呼ばれた少年は──真田大助幸ゆき昌まさ。大坂夏の陣で露と消えた、名将真田幸ゆき村むら信のぶ繁しげの長男である。そしてこの後、千代姫は僧籍に入り生涯を終えるが──このようにして、たった一匹の寸す白ばくをきっかけにして、豊臣家は滅亡したのであった』
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    　そこで映像は終わった。


    「これは……」


    　ざわざわと、傍聴人席から悲痛な声が聞こえてくる。


    「この映像を提供してくれた黒幕さんは事情によって人前にまだ出られないらしいから、あーしが代わりに説明するわねぇ。そのサナダムシのパラシスタンスのせいで、豊とよ臣とみ家は滅び……大勢の人間が死んだのよ！　がんばればどうにかなったのに、パラシスタンスの力を制御しきれなかったせいでね！　そして、その悲劇は、一歩間違えればこないだの増ます川かわ──弁護人側にも起きそうになったんじゃなかった？」


    「確かに、それは──」


    　反論ができない。最初にサナが僕に寄生した時の騒動。あの時、うっかり暴走した僕は、丈じよう児じを骨折させ、確かに一歩間違えていればより悲劇になっていたことは間違いない。でも、でも──。


    　傍聴人席は、完全に一方的な検察側押せ押せムードだ。


    「……やっぱ、寄生虫は人間を食い潰つぶすんじゃねえか」「しかも、あの弁護人までヤバかったっていうぜ」「やっぱ、寄生虫は殺さなきゃだめなんだよなー」


    



    　そんな声がいくつも聞こえてくる。僕は、弁護人として、何を言えば──。


    　そんな迷いを打ち消すようにサナが叫んだ。


    「確かに、戦国時代のことは──だめだった。だから──だから、私は誓ったんだ！　今度こそ大事な人を守るって！　唐から人とを守るって！」


    「偽善だね！」


    　相そう馬まさんが切って捨てる。


    「検察のあんた……こないだの事件では、あんたが腕を折られた被害者なんでしょぉ？　こいつらを恨んでるって言いなさいよ！」


    　裁判長のはずの相馬さんがヒートアップしている。だが──。


    「……すまない。忘れた」


    　丈児は、そう答えた。


    「え、丈児──？」


    「……バカでごめんな、すみちゃん」


    　よく解わからない。あいつ、どういうつもりで……？


    「くそっ、人間は物忘れがあるからいやだわぁ！　とにかく、害悪しかもたらさないから寄生虫なんだっつーの！　あーしらが望むのは和解じゃなくて戦争なんだ！　お互いにそうでしょ!?　そうじゃないってんなら、実際に、パラシスタンスの証言が欲しいところだね！　そこの弁護人の助手なんかじゃなくてさ！　シャアアアア！」


    



    　一気にテンションがマックスまで到達する相そう馬まさん。その時、法廷に声が響いた。


    「わしがおるぞ！」


    　証人席に、ローブを纏まとった二人が立った。あの二人……。


    「……さすらいの、卑ひ語ご使いＡでござい」


    「同じく、通りすがりの卑語使いＢじゃ」


    　相馬さんの顔色がちょっと変わった。丈じよう児じに向かった小声で何か囁ささやいている。


    　え、ていうか、あいつら……。どう見ても卑語ファイブ……。


    「ちょっと、こんなやつ証人に呼んだ覚えないわよ？　まあ、いいわ。訊きいてみましょう。あなたたち、証言すればぁ」


    　すると、卑語使いＢがバサア、とローブを脱ぎ捨てた。


    「ロイコクロリディウムのパラシスタンス、ロイ子じゃ」


    「ロイ子、お前！」


    　あっさりとロイ子が、正体を明かした。


    「わしの寄生しているこのカタツムリのオカモトさんじゃが……今のところ大丈夫じゃぞ？　それにのう……桜さくらと一緒にライブをしたり……志し保ほと旅をしたりしてわしは、色々知った。人間も、パラシスタンスも、変わらん。そして悲劇は、卑語が救う！」


    「卑語が救う！」


    　卑語使いＡがローブを脱ぎ捨てる。桜だった。……なぜか、スク水で。


    「……なぜその格好だ、桜」


    「……恥を捨てることが肝心なんだよ。ちなみに、このスク水の下にはお兄にいちゃんの写真を細切れにして大量に入れてます」


    「……変態すぎるだろ！」


    「それじゃあ桜、行くぞ！　卑語ファイブのぉ！」


    「卑語漫才～！」


    　そして卑語ファイブの二人は少し距離を置き離れ、ロイ子がタイトルを宣告する。


    『対決！　究極の卑語ＶＳ至高の卑語』


    　急に偉そうな顔つきになったロイ子が、懐ふところからカードのようなものを桜に向かってばらまく。


    「桜さくら士し郎ろう、お前はこの中からどの卑語を叫ぶ」


    「ふむ……」


    　ばらまかれたそのカード群には、『陰○』、『お○ぱい』、『お○んこ』、『きん○ま』などのあまりに酷ひどい卑語が書かれている。しばらく熟考した末に桜は、一枚のカードを拾い上げる。


    「……これだな」


    　そこには『お○んこ』と書いてあった。


    「これなら卑語としてそこそこエッジが立っている上に、女性に向かってでも、男性に向かっても使える。良識派には、『いやいや何を顔をしかめているんですか、「おしんこ」ですよ、漬け物が食べたいと思ったんですよ』と言い訳もできる」


    「ふ……ふふ……ふはははははははは！」


    「何がおかしいロイ子雄ゆう山ざん」


    「私だったら、この中から卑ひ語ごは選ばない、絶対に」


    「なんだと……！」


    「ここにある卑語は全部伏せ字だ」


    「……あっ！」


    「臆病さを丸出しに最終防衛ラインなど守っていて何が卑語よ！　守るものがある人間が卑語を語るなど、ちゃんちゃらおかしいわ！」


    「言えるのかよ」


    「……ぬう？」


    「ここに『美味』という文字列がある。ロイ子雄山、お前はこの後に卑語を続けて言えるか！」


    「ぐわっはっは、当たり前だろう、美味ちん……はっ！」


    「……どうした、ロイ子雄山」


    「これはなんかやばそうだ！」


    　そして、ロイ子は目を閉じ、ふっ、と鼻から息を出した。


    「……腕を上げたな、桜さくら士し郎ろう」


    「貴様もな、ロイ子雄山」


    　そして、一瞬の間を置いて──素すに戻ったような顔になった二人は、両腕を交差させながら屈伸運動をする。


    「「じゃんかじゃんかじゃんかじゃーん、卑語ファイブ────」」


    　そして、会場の空気が、静まりかえった。


    　十秒後。


    「く、くだらねえ……」


    　相変わらずの卑語漫才に、僕は思わずそう漏もらしてしまう。


    　だが、ロイ子はその反応に、我わが意を得たりと言わんばかりだった。


    「くだらないか？　おう、くだらないわ。胸張ってくだらないって言えるわ。そうじゃ！　人間もパラシスタンスも、おんなじもんでくだらないって言えるんじゃ！　気恥ずかしい抑え笑い、人によっては恥じらいか拒絶。卑語にはみな同じ感情を抱いだく。だから──上も下もない！　人間もパラシスタンスも、一緒に生きられるんじゃ！　悲劇は、卑語が救う！」


    「そうだよっ！　わたしにとって──卑語は、愛の言葉なんだ！」


    　二人は胸を張る。相そう馬まさんは、その二人が非常に気に入らない様子だった。


    「……つまみ出せええっ！」


    「のああああああああああっ！」


    「ピース！　ピースだよお兄にいちゃ───ん、傍聴席の皆さ───ん！　卑ひ語ご・イズ・ノット・デェエッド！」


    　相そう馬まさんの命令によって、二人はつまみ出されて退廷していった。


    「まじふざけやがって……」


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　今の熱演が、裁判員たちの間でも話題になる。


    「確かに、くだらないものをくだらないと言えるからこそ、対等……ですか。これは……ちょっといい話だったんじゃないですか？」


    　解説の松まつ来きくんが少し涙ぐんでいる。


    「エレナ、ちょと……きゅるるんしたかもですぅ……」


    　しばらく見ない間に、月つき葉ばさんも、アイドルっぽさを取り戻したようだ。


    「なんなの……どいつもこいつも……」


    　相馬さんが苛いら立だちを抑えきれない。


    



    「ちょ、ちょ、ちょっと待った！　弁護側の証人、まだ間に合うか？」


    　そこに、息を切らしながら、乱入してくる一人の証人がいた。


    「あいつ……服はつ部とりか？」


    　そいつは、顔中を布で覆っていたが……逆に、いつも口をマフラーで覆ってるやつだけに、丸わかりだった。


    「ひ、一言言わせてくれ！　頼む！」


    「はいはい」


    　相馬さんが、嫌いやそうな顔で、服部に発言を許可する。


    「俺は……俺は……いつもはリア充なんか死ねと思っている男だ……だが……」


    　服部は、口ごもる。


    「……増ます川かわたちといる時に……実は……ほんの少しは楽しいと思ってたんだ……」


    　服部は、涙ながらに訴える。


    「服部……」


    「俺は……四天王の連中にも見捨てられて、何もなくなって、本当は全員を恨んでもいいんだが……それでも……思うんだ。あいつらが死んじまうかもって考えると……き、来ちまったんだよ！　ここに！　なあ、なっ……何も……殺さなくてもいいじゃねえか！　寄生虫でも、人間でも、みんな楽しくやれれば、いいじゃねえか！」


    　服はつ部とりの目は、檻おりの中のサナにも向けられる。


    「ほ？」


    「別にいいじゃねえか！　楽しけりゃ、いいじゃねえか！」


    　その服部の演説は、シンプルに群衆の心を打った。


    　どこからともなく、拍手が広がっていく。


    　そんな中、服部の前にスッと立ちはだかった影があった。


    「え？　貴様……プーチンか？」


    「ああ……服部君……君の演説に私は感動した……改心したよ」


    　プーチンは、服部に向けてハンカチを差し出していた。その背後には、金きん腹ぷくとゲイツもいて、服部に拍手を送っていた。


    「は、服部サーン！　やっぱり、僕たちのリーダーは服部サンデース！」


    「か、感動したわい！」


    　その空気に観念したかのように、プーチンは、厳おごそかに語り始めた。


    「ここにいる皆に真実を言おう……いや、懺ざん悔げかな」


    　そしてプーチンは、群衆に向き直る。


    「私はね……実は口が裂けても具体的にはいえないのだが……とある国の国家元首なんだ……」


    「とある国って言うか……バレバレだろ……」


    　僕は思わず『知ってた』と言いたかった。ていうか、みんな薄々知ってたんじゃないのか……。国名を言わなければいいって問題なのか……？


    「ていうか、じゃあ今あの国で元首の仕事をしてるのは誰だれなんだよ」


    「影武者だ」


    「影武者の方が政治してんの!?　なんでそこまでしてこの学校に──」


    「……私は……１９５２年、レニングラードにて、軍人だった父と工場勤めの母との間に生まれ……幼少時にスパイに憧あこがれ……悪童だった時期を経てサンボと柔道に明け暮れる青春を送り、大学卒業とともにすぐＫＧＢに入ったのだが……実は……実は……」


    　プーチンはまるでウィキペディアから引き写してきたかのように事細かな生い立ちを語った後、顔を押さえて泣き崩れた。


    「ずっと……心の底ではキャッキャウフフな学園生活に憧れてたんだ……」


    　その発言は、涙を誘わずにはいられなかった。


    「そんなある日、国際的に暗躍している組織『パラミナティ』とパラシスタンスの情報を摑つかみ……私はＫＧＢだった過去を活いかしてこの学校に潜り込んだ……うまくパラシスタンスを手に入れたらキャッキャウフフを堪たん能のうするついでに祖国に持ち帰って兵器として使えないかと思って……」


    「そっちがついでかよ！」


    「だが……間違っていたよ。君たちのキャッキャウフフを壊す権利は誰だれにもない……私は大人しく北の某国へ帰るとしよう」


    「おい、待て、プーチン」


    　服はつ部とりが、元気を取り戻したかのように腕を組みながらプーチンの前に立つ。そして、プーチンに向かって白い何かを投げる。


    「土産だ。持っていけ」


    「これは……」


    「俺たち四天王の名前が刻まれた……柔道着だ。プーチン。貴様を……この四天王の名誉舎弟にしてやる。政治の世界に飽きたら……いつでも戻ってこい」


    「……ああ。老後の楽しみにしてるよ」


    　服部とプーチンは固く握手をした。


    



    「あんたらいい加減に退廷してぇ！　裁判に後半関係ないからぁ！　時間の無駄だからっ！　プーチンとかいうやつ、あんたはもう裁判員しなくていいから！」


    　すっかり忘れられていた相そう馬まさんが忌いま々いましげに二人を外に追い出させるよう指示した。


    「なにっ!?」


    「……仕方あるまい」


    「寄るなっ、てめえらっ！　ちょっとでも触ったらうんこ付けるぞーっ！　郵便受けに入れるぞーっ！」


    　あ、やっぱ服部微妙にクズだ。


    「ゲイツ！」


    　プーチンは、自みずから出て行く直前、自分のパネルをゲイツに向かって放ほうり投げた。


    「わ、ワワッ!?」


    「あとはお前に託した。じゃあな」


    「プ、プーチンサン……」


    　服部とプーチンのいなくなった法廷で、ゲイツはぼそり、と呟つぶやいた。


    「まだボクモチガネ、返シテモラッテナイ……」


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    「ああ、もう……そろそろ判決でいーい？」


    　相馬さんは、イライラしている。


    「それもこれも、検事が不甲斐ないからイライラすんだよ！」


    「ご、ごめんよすみちゃん……」


    「もし、無罪なんてことになったら……あんたを代わりに処刑するからね」


    　そのセリフには、僕の方まで驚きよう愕がくしてしまう。


    「そんな！　相そう馬まさん、それじゃあ話が……」


    「別にそんな話はした覚えないけど？」


    「ぐっ……！」


    　確かにそうだ。無罪になればサナは助けてもらえる、ちゃんとやらないと丈じよう児じが死ぬというのは聞いていたが……こんなことになるなんて。八方塞ふさがりだ。どうすれば……。


    「……すみません。弁護側はあと一人、証言を要求します」


    　そこに櫂かい実じつが、相馬さんに向かって名乗り出た。


    「あぁ？　んなに」


    「ここにいる増ます川かわ唐から人とさんは……そこのサナさんからのアプローチを受けて、嫌いやがっています」


    「ほう？」


    　僕は戸惑う。櫂実、急に何を……。


    「実は、自分の寄生虫を排除するチャンスをひたすらうかがっていたと言ってもいいでしょう」


    「……そうなの？」


    「……ええ……この場でどんなことを言うか、見たくありませんか……？」


    　言葉巧みに相馬を操る櫂実が、話をどこに誘導しようとしているのか。僕は腹をくくった。櫂実の作る流れに乗っていこう。


    「なんだ、あんた、じゃあ裁判中はでずっと弁護人してたけど、実はあのサナダムシに抵抗があるわけね？」


    「ええ、まあ」


    「じゃあ、面白そうだからあんたに最終陳述のチャンスを上げる。なんか言いなさい」


    「は？」


    「制限時間は三分ね」


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　弁護側最終陳述


    



    　群衆の耳じ目もくが僕に集まっているのを感じて、大変に居心地が悪い。


    　耐えきれず僕は櫂実に耳打ちする。


    「か、櫂実……いったい、僕に何を言わせようと……」


    「……増川君……できるだけ……引き延ばしながら……最後の陳述をして……」


    「え、なんで？」


    「いいから……」


    　そんな僕に向かって、檻おりの中からサナが叫ぶ。


    「か、唐から人とっ！　解わかってるかっ！」


    「え、なにがだ、サナ……」


    「私のことなんか、ずっとずっと大嫌いで、誘惑されてたって言うんだっ！」


    「はぁ!?　サナ、お前、何言ってるんだよ急に！　なんのためにここまで……」


    「だって……私が有罪になれば……それで裁判は成立して、丈じよう児じは助かるんだから！　そうすればいいんだ！　唐人だって、その方がいいだろうし……」


    「はぁい、いいから続けて。これまでの証人の意見を総合すると、あなたはこのサナダムシの宿しゆく主しゆで……よこしまな気持ちを抱いだいたことが何度もあるぅ？」


    「よこしまって！　……その……」


    　僕は、櫂かい実じつを見る。


    「え？」


    　櫂実は、僕と目を合わせようとしなかった。その代わりに、ぽつぽつとしゃべり出した。


    「拙せつ虫ちゆうは……頭でっかちで何も知らなかったけど……最近、色々解ってきたの……」


    「……色々って……」


    「きっと……心の中に、その人がずっといれば、それがきっと、人を好きになるってことなんだと、思う……たぶん……」


    「櫂実……」


    　そこで櫂実は、初めて僕の方に顔を向けると、迷うことなく微笑ほほえんだ。


    「……増ます川かわ君は……誰だれが好きなのか……それを言えば……いいと思う。ここにいる傍聴人の人……みんな解ってくれると……思う……」


    　それは、僕が見た記憶の中の、少ない櫂実の笑顔で──今までで、一番綺き麗れいな笑顔だった。


    　ああ、そういうことか。


    　櫂実。お前、それが聞きたかったのか？


    　ほんと、なにげに、したたかなやつだよな。お前。


    　僕は今までのことを振り返る。櫂実との出会いから、今までを。


    　考えてみたら──転校生として学校にいた櫂実には、サナより前に出会ってるんだ。


    　だけど──。


    「……そうだな」


    「増川君……」


    　正直なところ。最初櫂実を見た時──惹ひかれていたのは事実だ。勝手なところで、勝手に共感を覚えて、好ましいものとして受け止めた。


    「今思うとさ。最初は憧あこがれてたんだ、櫂かい実じつに」


    「……ゴミ虫に……もったいない……」


    「はは。このタイミングでまだ自じ虐ぎやくするかよ」


    　でも──。


    　心の中を浚さらってみる。やっぱり、今の僕に出てくるのは、あいつの顔だけで。


    「でも、それは恋じゃなかった」


    「……うん」


    「だから、櫂実の告白には答えられない。ごめんな。代わりに──気持ち言うから」


    「うん……そうなってくれると丸く収まると思って……拙せつ虫ちゆうはああ言ったの……」


    　まだ櫂実はそんなことを笑顔で言う。それ、本当かよ。やせ我慢じゃないのかよ。そんな櫂実の態度は、ほんの少しだけ後ろ髪を引かせる。


    　心臓がきりきりと締め上げられる。


    　だけど。もう、素直になるしかない。


    　僕は、弁護席から離れて、証人席に向かった。


    「サナは……」


    　僕は、本当は……気づいてたんだ。


    　自分の気持ちに。


    　こんなギリギリにならなきゃ、言えなかったけど。


    「被告人は……僕と初めて会った時から、僕に寄生した時から、ちょっと間抜けで、だけど意地っ張りで、おっちょこちょいで、すぐラーメンを食べたがって、いつも僕と一緒に栄養を取りたがって、焼きもち焼きで、すぐお腹なかの中で暴れるけど──それでも、一生懸命で、まっすぐで、僕を守ろうとしてくれるものとします」


    「唐から人と……」


    　サナが僕を見ている。全てを、ここでぶちまけよう。


    「よこしまな気持ちっていうのはその……ないとは言わないけど──それは本質じゃないんだ。だって、それは自然な気持ちだと思うから。だから、たぶらかされたとかじゃないんだ。それだけは──自信を持って言える。だから、僕は──」


    　目を閉じる。一線を、今、踏み越える。


    



    「サナのことが……！」


    



    　好きだ、と言おうとしたその瞬間


    「……はーい、そこまでよ！」


    　僕の口が、相馬さんを取り巻いていた一人の男子生徒によって、いきなり塞ふさがれた。


    「もがっ!?」


    「なによ。結局、茶番だったじゃないの。くぅだらない。くぅだらない！　時間取って！　損した！」


    　相そう馬まさんが、全てを遮さえぎった。酷薄な目で僕を見下していた。


    「ぐっ……！」


    



    　しまった。油断してた。でも、僕は全てぶちまけた。裁判員の心証が、どうなっているか。僕の感触が確かなら──言いたいことは、伝わっているはずだ。


    「もう、埒らちが明かないので、裁判員の見解を聞きまぁす。有罪か無罪かー」


    　僕たちがやったことの結果は……意味があったのか……。


    　そして、裁判員たちが、札を上げ始めた。


    



    　松まつ来きくん。


    　無罪。


    　ゲイツ。


    　無罪。


    　月つき葉ばエレナさん。


    　無罪。


    　赤アカ城ギくん。


    　無罪。


    



    「……そう。こうなったの」


    　相馬さんも、驚いているようだった。


    　気がつけば会場一面が、この無罪を歓迎するようなムードに染まっていた。ぽつ、ぽつと拍手が起こり始め、それはすぐに大きなうねりとなって会場を包んだ。裁判員の四人に、マイクが手渡される。


    「まあ……今まで証言してくれた話を聞くとですね。ただのバカップルじゃないのかもって思いましてですね、ここでまず一点欲しいなと」


    「ゲイツ、託サレタカラ……私タチノリーダーカラ。ダカラ無罪デース」


    「エレナ、きゅんきゅんしたから……もう許した！　ときめき頓とん死しビームだよ！」


    「ふぐちり食べたい」


    　みんな解わかってくれた。


    　僕たちがやったことは無駄ではなかったのだ。


    「やった……！　これで……サナの命は」


    「はい、じゃあ判決でぃーす。裁判長判断で、有罪。死刑でーす」


    「なっ!?」


    　相そう馬まさんは、何のためらいもなく即断し、退屈そうに木き[image: ]づちを降ろした。


    「ギルっちゃいまぁーす」


    「裁判員制度じゃないのかよ！」


    　僕は思わず叫ぶ。が。


    「ま、あーしが法律だしぃー。ってか最ハ初ナっから必死になるあんたらを見てあざ笑って楽しみたかっただけだしぃ」


    「でも、世論が……」


    「あーしが人間を許す訳ないだろおぉがオラァァァッ！」


    　相馬さんは全ての望みを断ち切るように絶叫した。


    「そん……な……」


    「はーい、その増ます川かわとかいうやつ、何するか解わからないから縛っておいてぇ」


    　情けなくて涙が出てきた。何を頑張ってたんだ。本当に茶番じゃないか。何一つ、救えなかった。僕は──。


    「ルーレットはもうめんどくさいから飛ばしちゃってもいいかな。あれ持ってきて」


    　相馬さんが男子生徒に命令すると、大きな湯船を、台車に載せて運んできた。その中には、なみなみと、紫色の奇妙な液体が注がれていた。


    「じゃあさっそく、意識消去風ぶ呂ろでサナダムシのパラシスタンスを処刑──」


    　その時。大きな声が法廷中に響いた。


    



    「異議あり！」


    



    　僕ではない。誰だれがその声を発したのか、すぐには解らなかった。その人物が、続けてしゃべり出したことで、やっと解った。


    「なあ、すみちゃん。それだけは……勘弁してくれないかな？」


    「……丈じよう児じ？」


    　検察席にいた丈児が唱えた異議だった。


    「はぁ？　あんた、何急に反抗してんの？　そんなこと命令した覚え……」


    「俺は……すみちゃんのことが好きだ。だから……なんでもいうことを聞いてきた。ダークネスにもなった。俺は……こんなに人を好きになったことは初めてだったんだ」


    「……あんた、もしかして」


    「だけど……さすがに、その一線だけは、ダメだ。友達を処刑だけは……絶対にできない」


    「あんた、あーしに操られてたんじゃなかったのっ!?」


    　相そう馬まさんは、本気で驚いているようだった。


    「だって、なんでも言うこと聞いてたから、てっきり、あーし、あんたもとっくに洗脳されてんだと……」


    「……まあ、な。俺でも知ってることわざ……恋は盲目、だったかな？　聞くさ。好きな人の言うことだったらな」


    「なに、あんた……バカじゃないの……なんで、シラフで……こんな無茶な命令聞いてんのよ……付き合ってるのよ……何考えてるの……バカじゃないの……人間のくせに……頭どうかしてんじゃないの……意味解わかんない……」


    　相馬さんが動揺を隠せていない。途切れ途切れの言葉から、苦悩が丸見えになっている。それほどまでに、丈じよう児じが自分の意思で従っていたことがショックだったのだろう。


    



    「あい、お邪魔しますよぉぉぉっ！」


    



    　その時、縛られていた僕の耳に……何かの破砕音が響いた。


    「なんだっ……！」


    　ふと見ると、ホールの壁に、でっかい穴が開いていた。その蹴け破やぶった穴から入ってくるのは、僕も知っている、一人の男だ。相変わらず、紙パック飲料片手にストローで吸いながら。きゅぽ、と口を離し、悠々と現れたそいつは──。


    「……よぉ」


    　金髪。長身。黒スーツ。そして──僕の知る限り、喧けん嘩か最強の用心棒。姫ひめちゃんのマネージャーである鮎あゆヶが瀬せさんに寄生する、横よこ川かわ吸きゆう虫ちゆうのパラシスタンス……横川セルカが、そこに立っていた。


    「……セルカ！」


    「まぁ面倒だが、ガチうんげー面倒なんだが、ヤバそうな案件なので手伝いに来てやった」


    「……拙せつ虫ちゆうが……連絡した……時間稼ぎ……成功……」


    　櫂かい実じつが、真顔で机の下からこっそりＶサインを送ってくる。


    　助かったなんてもんじゃない。櫂実、お前、相変わらず有能すぎるやつだぜ。


    「おいコラそこの住じゆう血けつ吸きゆう虫ちゆう。同じ吸虫類の面汚し野郎が。てめえの負けだよ」


    　セルカは、余裕しゃくしゃくに相馬さんを挑発しながら、証言台の僕の方に向かって歩いてくる。


    「なによ、あんた……」


    「ふんっ！」


    　セルカが、後ろ回し蹴りを一いつ閃せんさせる。──こちらに向かって。


    「うわ、セルカお前危ね……って、え？」


    「おい増ます川かわ、てめえはあんま自分の限界と世界の枠を決めつけんなコラ」


    　僕を縛っていた縄が一瞬でばらける。


    「縄で手縛られてんなら、足で蹴けりゃいいじゃねえか。あの裁判長席ぐらいまでならこの証言台吹っ飛ばせんだろ」


    「そんなことできるのお前だけだよ！」


    「あー、面倒くせえ……はよこいつブッ倒して鮎あゆヶが瀬せさんとこ帰りてぇ」


    　そして、つかつかと相そう馬まさんに向かったセルカは。


    「おい、住じゆう血けつ吸きゆう虫ちゆう」


    「……なによ、横よこ川かわ吸きゆう虫ちゆう」


    「同じ吸虫として、ブッ飛ばしてえほど腹が立つのは……てめえに愛がないからだ」


    「はぁ？」


    「お前も、人間に寄生したことがあったんだろう？　それで……大方、悲しいことでもあったとかだろ」


    「……五う月る蠅さいわよ。人間が！　人間があーしたちに何をしてくれたって言うのよ！」


    「不安だろうな。俺たちは誰だれかに寄生しなきゃ生きていけない身だ。ま、それでも信じるもんはさ、愛しかねえんだよ。嫌われても、嫌われても、百万べん嫌われても、諦あきらめたりしねえ。だって、俺！　昨日も鮎ヶ瀬さんに六時間ぐらい閉め出されてたけど！　超元気!!　俺の勝ち!!」


    　……また閉め出されてたのかよ、あいつ……。


    「たぶん──俺たちを造って上から見てのうのうとしてるムカつく奴やつも本当はそう言いてえんだ。気づいてねえだろうけどな。この世界は何より愛でできてると俺は信じる。だから──」


    　そこで、セルカは僕に向き直る。


    「おい、増川。てめえはディギン哲学が足りねえ」


    「はっ……？　なんだ、そのディギン……」


    「俺が勝手に作った言葉だ！　てめえの哲学を掘り下げてねえってことだよ。全ての物理法則に勝つ唯一の手段……それがディギン哲学だ。この世界ってのは、要はお前の世界なわけだから、ただ自分の視点を少し掘り下げりゃそれだけでもう──お前の……勝ちいっ！」


    　セルカは、証人席に足を掛けると、そのまま高く蹴り上げ──相馬さんの方面に向かって二段目のキックで吹っ飛ばした。


    「おりゃああっ！」


    「きゃあっ！」


    　木製の証言台が粉砕されながらショットガンのように襲い、直ちよく撃げきを受けた相馬さんはまともにダメージを食らったようだ。身体からだのそこら中から、血が流れている。


    　その時、相馬さんが、空中を見つめて、驚いたように話しかける。


    「え──？　う、噓うそでしょ……」


    　その行動が僕は理解できない。誰と話してるんだ？　その姿は見えないが──なんとなく。相そう馬まさんが話しかけた空中に、レストアが見えた気がした。声が聞こえた気がした。その声はこんなことを言っている気がした。


    『失敗だったね。悪意を抱いだいているからいいと思ったんだけどね。こんな回りくどいやり方やめれば良かった。まあ概おおむね目的は達したから、このパラシスタンスはリセットだ』


    「ま、待ってぇ……ああ……もうやだぁ……おしまいじゃない……なんもかも……人間なんて……人間なんて……」


    　相馬さんがきっ、とサナを睨にらみ付ける。


    「最後に、あんたを道連れにしてあげるわ！」


    「ほ？」


    「ぎぎぎぎぎ！」


    　どこにそんな力があったのか、相馬さんは檻おりの鉄格子を思い切りねじ曲げると、中に入り、サナを抱きかかえた。


    「う、うわっ！　か、唐から人とーっ！」


    「サナ！」


    　サナが怯おびえた表情を見せる。


    「すみちゃーん！」


    　丈じよう児じも、相馬さんの方に手を伸ばす。


    「!!　おい、増ます川かわ、あいつ止めろっ！　やべえ！」


    　セルカが、珍しく焦っている。


    「え、そんな、こと、言われたって、」


    　僕は前に一歩踏み出す。そこには、さっき相馬さんが持ってこさせた、あの紫色の湯船があって。


    「あーっはっは！　消えろおおおおおおおおおっ！　道連れだああああ！」


    「唐人───っ！」


    「サナ─────ッ！」


    　僕が、彼女たちを止めるより一歩早く。


    　相馬さんは、サナを抱いて溶鉱炉のように煮えたぎる『意識消去風ぶ呂ろ』に飛び込んで行った。


    



    「サナ！　サナーッ！」


    　数秒後。


    「……サナ？」


    　紫色の液体に、サナと相馬さんの着ていた衣服だけがぷかりと浮かんでくる。


    　こうして、サナは、この世から消滅したのだった。
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    【寄生法廷議事録】


    　当ファイルは、先だって行われた寄生法廷の議事録である。

    


    【寄生法廷マニュアル】


    当項では、『寄生法廷』の概要を説明する。


    １．裁判長は相馬住乃とする。その他、事前に四人の裁判員が無作為に選ばれ、傍聴人席の最前列に配置される。裁判員はそれぞれ無罪と有罪の二枚の札を持ち、『ジャッジメントタイム』の際にどちらかを上げることになる。票が割れた場合は裁判長の一存で有罪か無罪かが決められる。


    ２．この法廷は、主に寄生虫と人間が有効な関係を築くことを『罪』として裁く。被告人には、弁護人を付けることが許される。裁判員、あるいは裁判長によりギルティ宣告が成された場合、裁判長が『寄生おしおきルーレット』を回し、ダーツを投げることになる。ルーレットのマス目は大きく３つに分かれていて、


    　　トキソプラズマ　80パーセント


    　　クリプトスポリジウム　15パーセント


    　　肝臓ジストマ（肝吸虫）　５パーセント


    　　の割合で面積が変わっている。それぞれの刑が決定した後は、


    　　トキソプラズマ＝猫の糞尿が混じった砂に潜らせる


    　　クリプトスポリジウム＝汚染された水を飲む


    　　ジストマ＝モツゴやホンモロコなどの魚を食べる


    　　なので、被告人にとってはジストマが一番『おいしい』刑罰とされている。そのため、傍聴人は『車！　車！』というような勢いで『ジストマ！　ジストマ！』と連呼するのが、マナーである。


    


    


    【最終寄生法廷について】


    以下は、裁判長の行方不明により、現時点で最後となった特別寄生法廷の裁判員によるコメントである。なお、最終寄生法廷が終わるまでに、宿木高校総生徒約二千人のうち、百人ほどがギルティと宣告されて刑を受けたことが判明している。

    


    【最終寄生法廷後裁判員のコメント】
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    松来高太郎（解説部）


    「そうですねー、裁判って言ってもサッカーみたいなシーソーゲームで手に汗握る展開ってやつですか！　僕も淫らな部分を握りながら有罪か無罪どっちにしようか迷っちゃったんだけど、なんか感動的な雰囲気だったんで無罪にしました！」
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    ゲイツ（生徒会長親衛隊四天王）


    「ナンカ無罪ッポイ流れダッタンデ無罪ニシマシタ。ソレよりプーチンさんに金返してホシカッタンデスガ……見テマセンカ？　ホントニ？　また草食ベル日々デスカ……」
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    月葉エレナ（アイドル部部長）


    「りりかるエレナ、色々あって寄生虫憎んでたんだけど、この裁判があって、あのにっくきサナダムシを許せた気がしたから、心置きなくアイドルに戻れます！　もう決して汚れにならないと誓うわ！　きゃるるーん、マジカル頓死ビィーム☆」
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    赤城（自称・神域）


    「気がついたら卓を囲んでるやつがなんか地獄で鬼退治してた……」


    



    なお、裁判長の行方については、今も不明である。男子生徒たちの多くは、まるで夢を見ながら歩いているようだったと、当時のことを述懐している。

  



  
    第二章　シンギュラリティ・デイ


    



    （シンギュラリティ当日）


    



    　意識が、繭まゆにくるまれたようにぼんやりしている。


    　認識は阻害され、隔絶される。主観は曖あい昧まいなものとなっている。


    　あれから一週間が過ぎた……のだと思う。それぐらいではないかと推定する。


    　僕は、電気も点つけない部屋で膝ひざを抱かかえている。僕の家は燃えてなくなった。ここは桜さくらの部屋だ。サナが消えたあの日から、僕はただここにずっと引きこもっている。


    　まどろんできた頃ころに気絶するように眠るのを繰り返す。


    　気がつくと、目の前に冷めたご飯やパンが置いてある。


    　心は食事など摂取したくないと思うが、肉体が堪たえきれず、本能に突き動かされるまま、ほぼ無意識でそれを頰ほお張ばっている。排はい泄せつだけは、人間としての社会的本能が辛かろうじて残っていたようで便所に向かったが、それでも便所に来るたびに、この場所を嫌いやがっていた一人の少女のことを思い出してしまうのだった。


    「……サナ」


    　僕は、自分の腹部に向かって呟つぶやく。僕の目の前でいつも笑っていたサナは、いなくなった。


    　もう──僕の腹の中で、ただのサナダムシに戻ったのだ。


    　足りない物を埋める気持ちで、腹をさする。


    「バカだよな……」


    　だいぶおかしなことだと思う。いなくなってから、あいつをこんなに必要とするなんて。あいつが相そう馬まさんの道連れで意識を消される直前、やっと僕は自分の気持ちに向き合うことができたのに。


    　本当は、ずっと前から薄々気がついていたはずなのに。


    　どうして、もっと素直になれなかったんだろう。


    　ちゃんと、大切だって言ってやれなかったんだろうか。


    「……お兄にいちゃーん」


    　なにかが、自分に向かって呼びかけている、ような気がする。


    　だが、その言葉を認識するまでには至らない。ぽっかりと開いた穴が、ぼくの心を擦すり抜けさせていた。


    「……学校、今日も無理そう？」


    「……」


    　その言葉を、僕は理解できない。いや、正確には、理解できても、身体からだに意味を伝達できない。


    　部屋に入ってきた桜さくらが、ベッドの上で膝ひざを抱かかえている僕の前に座って話しかけている。


    「えへ……ご飯は……食べてくれたんだね。じゃあ、持って帰るね」


    　桜は、食事の盆を下げようとする。


    「あ、忘れてた。今日の貞操チェックターイム！」


    　そして、桜が僕のズボンをはぎ取る。その腕はどこか震ふるえている。


    「……なんてね。身体拭ふくだけだから……ね。ていうか、もうずっとこうなんだ」


    　俯うつむいたまま桜は感情をぽつぽつと零こぼす。降り始めた雨のように。


    「お兄にいちゃんが心のスイッチ切っちゃうの……姫ひめちゃんが家出した時もこんな感じだったから、初めてじゃないけど……さすがに一番酷ひどいかなあ、今回が。……お兄ちゃんがわたしの言いなりでも……とてもじゃないけど……嬉うれしくないよ。嬉しいわけがないじゃん……」


    　そして桜は、感情を一気に爆発させた。


    「帰ってきてよ！　お兄ちゃんのばかぁ！」


    　桜は、とさと僕の膝の上に乗っかると、がくがくと身体を前後に揺さぶる。帰ってこい、帰ってこい、とでも言うように。
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    「わたしの好きなお兄にいちゃんは、違うんだもん！」


    　違う？　何が？


    「すごいんだよ！　時々逃げたりするけど。本当は、いつだってまっすぐで、何回でも立ち直れるから！　子供の頃ころ、お姉ねえちゃんのいじわるから守ってくれた時。わたしに、初めて一人じゃないよって言ってくれた時。お兄ちゃんって呼んでいいって言ってくれた時……そんなお兄ちゃんだから……」


    　桜さくらの眼から[image: ]あふれる涙が僕の胸にぼとぼとと落ちる。


    「いっぺんに好きになっちゃったんだ！　だから……そういうお兄ちゃんで、いてほしいのに……」


    　桜……。


    「だから、サナちゃんが帰ってくる方法……お兄ちゃんが元に戻る方法を探そうよ。このまま何もしないなんて……わたし絶対……絶対いやだもん……わたしは探すからね！　諦あきらめないからね！」


    　なんだか、胸が締め付けられるような気がする。でも、僕は身体からだを動かすことができない。どこかのスイッチが切れているから。


    　そして、搔かき乱された沈黙がまたしばらく沈殿する。とその時、桜は何かに気がついた様子だった。


    「……あれ？　電話かな」


    　遠くで、ベルのような音が鳴っている。


    　桜は部屋を出て階段を降りていく。しばらくすると、再びどたどたという激しい足音が聞こえてきた。


    「たたたたたた大変だよお兄ちゃん！」


    　慌てて飛び込んできた桜は血相を変えている。


    「伯お父じさんが……！　いなくなっちゃったんだって！　病院から……！」


    　断片から認識できた言葉に、僕はかろうじて反応する。……親父おやじが？


    



    　その時、桜の携帯がけたたましく鳴った。


    「はい、もしもし……。え？　ちょ、ちょっと待って……！」


    　そして、桜はリモコンを探し、僕の部屋のテレビを点つける。


    「い、今綺き羅ら先生から電話で、お、伯父さんがテレビにって……！」


    　像を結んだテレビ番組。ニュースの緊急特番か何かか……。


    「ほ、ほら！　お兄ちゃん！　テレビ見て、伯父さんが！」


    「あ……」


    　桜に頭を摑つかまれて無理矢理向けられた僕の目は、そこに一人の人物の姿を映した。


    「……レストア……」


    　ぼそり、とそう呟つぶやいた。ぼんやりとした認識が最初に受け止めたのは、その名前だったのだ。


    「え、何言ってるの、お兄にいちゃん？　伯お父じさんだよ？」


    　……そうだ。そこに映っているのは確かに親父おやじの姿だ。でも、虚うつろになった僕は、逆にその本質を摑つかみ、それが『別人』であるということを即座に理解する。


    　あそこにいるのは、親父の皮を被かぶった、レストア・ディストピアだ。


    「うそ、なんで伯父さんが……」


    　桜さくらは状況がうまく飲み込めていないようだ。


    　その時レストアが、すっかり虚ろになった僕の意識に直接語りかけてきた。といっても、意識に向けての言葉だ。世間的には、ただ親父が黙ったまま突っ立っている奇妙な映像としか映っていないだろう。


    『……無ぶ様ざまだね』


    　そう話しかけられて、僕は口の中でぼそぼそと返事をする。


    「……もう、いいんだ」


    『なにが』


    「意味はないから。サナのいない生活に……」


    『……つまらないなあ。もう少し、張り合いがあるかと思ってたけど、期待外はずれだったかな』


    　レストアは、本気で退屈そうだった。


    　一方、テレビのこちら側では桜の声がうっすらと聞こえる。


    「お、お兄ちゃん？　な、何ぶつぶつ呟いてるの？　大丈夫？」


    　レストアは続ける。


    『……なんなら、もう少し希望だけでも与えてみようか。忘れたのかい？　パラシスタンスは、ボクが造ったんだよ。あの意識は──完全に消滅した訳じゃない。なんなら、キミの求めるものをもう一度与えてやろうか？』


    「え──？」


    　そして、レストアは、僕の脳に断片的な映像を流し込んでくる。暗くら闇やみの中。そこでは、眠ったように横たわる僕の何より愛いとしい人が──サナが凍結されたかのようになっていた。


    　一瞬で僕の心に明かりが灯ともったようだった。


    「……レストアっ！」


    　僕は、血走った目でテレビに齧かじり付いた。


    「うわっ、お兄ちゃん、どうしたの！　いきなりそんな元気になって！　さかりがついたのっ!?」


    「サナを出せえっ！」


    　僕は、縋すがるように、ブラウン管の向こうで佇たたずみ続ける親父の皮を被ったレストアに呼びかける。


    「頼む……レストア……サナを……サナを出してくれ……」


    「……ボクがそれをするかと思うかい？　キミたち人間を憎むボクが」


    　今度はレストアは、自分の言葉で喋しやべった。自分のというか──親父おやじの肉声を使って。


    「え、今、伯お父じさんなんかしゃべった……てか、お、お兄にいちゃん見えないよお……テレビから離れ……わあ！」


    　無理矢理僕を引っぺがそうとする桜さくらのせいで、気が抜けた僕は後ろに思い切り転倒してしまう。


    　そこに浴びせられたのが、レストアの声だ。


    「人間たち、時は満ちた」


    　桜が、不可解な顔をする。


    「本当、さっきから伯父さん、何言ってるの……？」


    　桜には、レストアは僕の親父にしか見えないんだろう。


    　レストア銀ぎん次じ（便べん宜ぎ上こう呼ぶ）は、なおも続ける。


    「もう、夢見る時間は終わったんだ」


    「過去の価値観は消失し、未来は暗黒に染まる」


    「世界はここまで来た。戻れないところまでね」


    「住じゆう血けつ吸きゆう虫ちゆうのパラシスタンスは無ぶ様ざまな最期だったけど──トキソプラズマを拡散するという最低限の仕事はしてくれたしね。それにね、キミは知らなかっただろうけど……同じようにパラシスタンスの手を借りた寄生虫拡散は、世界中で行われていたんだ」


    　トキソプラズマを拡散……。もしかして、相そう馬まさんがサナの裁判の前に男子生徒を砂場に投げ込んだりしてた、あの行為のことか？　となると、全てが得心いく。


    　ってことは、相馬さんを操っていた黒幕ってのは──やっぱり、お前だったんだな。


    「断罪の曲は、終しゆう焉えんを迎える」


    　カメラが、ぐっと引いていく。


    　それはどこかのビルの最上階のように見えた。これが、例の組織とかいうやつの本部だろうか……？　レストアは親父の身体からだを借りた肉声で喋った。


    「最後の、勝負を始めようか、人類」


    　レストアが、指を鳴らした。


    



    「今ここに、寄生虫のシンギュラリティを開始する」


    



    　カメラが切り替わる。


    「お兄ちゃん、これ、うちの学校の中っ！」


    　テレビの中には、うちの高校の校舎が映っていた。


    　最初にクローズアップされたのは、こないだ裁判の時に「トキソプラズマの刑」を食くらって砂場にぶち込まれた男子生徒だった。生徒は、教室の床を転げ回って苦しんでいる。


    「う、ああ、は、腹が、い、痛いっ……！　だ、誰だれか、助けて……」


    　その生徒の腹がいきなり、膨ふくれ上がる。そして──粘土のような塊かたまりが飛び出してきた。


    「うわああああああっ！」


    「……あっ！」


    　まるで、僕の時と同じ。ていうことは、サナ……？　いや、違う。その粘土状の塊は、やはり人ひと形がたを描いていくのだが──もう少し無む垢くで幼い感じがした。金髪で身長も低く、中学生ぐらいに見えるだろうか。一いつ糸し纏まとわぬ姿であることに変わりはなかった。


    「トッキー！」


    「う、うわあ！　なんだこの生き物！」


    「ふにゃ……トキソプラズマのパラシスタンス、トッキーだにゃ。よろしくだ～にゃ？」


    　灰色の髪で、幼い少女が両手をネコの手にして構えてみせる。


    「トキソプラズマ……」


    　テレビは、いつのまにか、再び親父おやじの顔をしたレストアのバストショットに戻っていた。


    「トキソプラズマ。これ自体は妊娠中などでなければおおむね無害な寄生虫、のはずだが──。パラシスタンスとなれば、どうかな？　世界中でパニックは避けられない。そしてこれから寄生虫の進化は──世界規模で起きるのだからね。そして、いずれ完全に特異点を超えた後はトキソプラズマに限らない。人体にいる微び細さいな寄生生物まで全て一いつ斉せいに進化をする。それがボクの『シンギュラリティ』さ」


    「なんだって……」


    「そして人類の歴史は変わり、パラシスタンスと人類の憎しみ合い──戦争が始まるんだ。そこで、キミに質問だよ。今やキミのお腹なかにいるのはただの寄生虫……それでも、本当に愛すると言えるのか？」


    「……僕は」


    「気が向いたらその答えを聞かせにきてくれよ。じゃあ」


    　そして、テレビ中継は切断されて、緊急報道番組に切り替わった。きっと、今の放送は『パラミナティ』によるテレビジャックだったのだろう。


    「レストア……」


    　僕は呟つぶやいた。


    　どうやら、世界的に大変なことが起こるらしい。だが──こんな時にもかかわらず、サナが復活できるかもしれないというレストアのさっきの発言は、なんだか福ふく音いんみたいに聞こえてしまったのだった。
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    　三十分後。


    　きせい部の面々は部室に集まっていた。僕、桜さくら、櫂かい実じつ──それに志し保ほも呼んでみた。


    「……増ます川かわ君……大丈夫……？」


    　どうやら思った以上にやつれていたようだ。櫂実に体調を心配される。


    「ああ……なんとか……」


    　みんなもあのテレビ放送を見ていたようだった。櫂実が、確信を持って言う。


    「増川君のお父さんの顔をしていたけど……間違いないと思う……あれは……創造主……」


    「創造主……」


    　レストアという存在は、パラシスタンスにとってはあるいは神というものに──近い存在なのかもしれない。


    「……拙せつ虫ちゆうが生まれた時のぼんやりとした記憶……やっぱり、悪意に触れていたような気がする……だから……あれは……やっつけよう……」


    　櫂実はきっと唇くちびるを引き締める。


    　そして、荷物を肩から背負う。大きな風ふ呂ろ敷しき包みだ。


    「それは？」


    「武器……これが、最後の戦いになると思うから──」


    　そうか。櫂実、武器作り好きなんだっけ。


    「……増川君は……？」


    「僕……は……」


    　まだ、夢の中にいるような感覚だった。でも……さっきレストアが言ったこと。サナを復活させることができる？　本当か？　なら──それにすがるしかない。それに、あいつは一瞬だけ、サナの姿を見せてくれた。なら、何度でも再起動できる。


    「……行こう。レストアの……親父おやじのところへ。僕も行くよ。そんでサナと……親父も取り戻す」


    「……うん……」


    　櫂実は嬉うれしそうだ。そんな僕らを見て、桜は眩まぶしそうに顔をしかめた。


    「じゃあ、わたしは、家に残るね」


    「え？」


    「だって、みんな行ったら、帰ってくるのを待ってる人がいなくなっちゃうでしょ？　一人はこういう人が必要なんだ。だからお兄にいちゃん、絶対サナちゃんを連れて帰ってきて。美お味いしいご飯作って待ってるから」


    「……ごめん」


    「ううん」


    　あと、さっきのお礼も言っておくことにした。


    「それから……僕がふがいない時も、いつも世話してくれて、ありがとう」


    「えへ、褒ほめられちゃった……ううん、わたし、好きでやってたことだから」


    「……ありがとう」


    「ねえ、お兄にいちゃん。お兄ちゃんを幸せにできるのはサナちゃんだけだと思うから。……頑張ってね」


    「……ああ」


    　最高によくできた従妹いとこ、桜さくらの応援に、僕は精一杯の笑顔で応こたえた。


    　志し保ほも、ガスマスクを装着する。


    「では、行きましょう。組織の場所は──もうリビーから完かん璧ぺきに聞き出しましたわ」


    「好都合だ。──行こう」


    　そういうことで、僕たちは組織の本部ビルに向かうことにした。
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    　それとほぼ同時刻。とある港に止まっていたリムジンの中。


    　竜りゆう斎ざい寺じ秀しゆう也やは、車の中で目覚めた。ハンドルに身体からだを凭もたせかけたまま眠ってしまったようだった。というか──運転席に座ったのなんて、どれくらいぶりだろうか。


    　増川の家を燃やしたのが問題視されていたのは気付いていた。なのであの時、組織の中で反乱が起きたのだなとすぐに解わかった。二秒前までの部下が、電話一本で自分を殺そうとしたのだ。だから、反撃して、逃げた。


    　組織にもう、自分の戻る場所はないのだろう。


    「……っ」


    　スーツの裏側で、血が滲にじんでいるのが解った。そっとジャケットの前を開くと、Ｙシャツが真っ赤に染まっていた。


    「……志保……」


    　こんな時でも、考えるのは志保のことだ。自分で作った組織に裏切られて、何もかもなくなった秀也は、ただ家族に会いたかった。そもそも、志保がいなくなった時、こんなに動揺するとは思ってもいなかった。その衝撃を冷静に受け止められるほどの人生経験値さえあれば、こうして組織の部下に裏切られることもなく、全てがもう少し正しい方向に進んでいたのだろうか。


    「……まあ、いい」


    　秀也はなんとなしにカーナビのテレビを付けてみた。すると、見慣れた会長室と──増川銀ぎん次じの姿が映った。銀次は、よく理解できない台詞せりふをぼそぼそと喋しやべっている。要点は何一つ摑つかめなかったが、全てが後戻りできない段階に来たことだけは解わかった。


    「さて──これから、どうするか」


    　秀しゆう也やは、胸元にしまっておいたアンプルを取り出す。そのアンプルには──有ゆう鉤こう条じよう虫ちゆう、と書いてある。中身は空だ。


    　これがあの日──増ます川かわの家を燃やす前に、一つだけ先に入手できたことは運が良かった。


    「この切り札が──命を救ってくれたとはな……」


    　と、その時。組織の電波ジャックが終わったのか、テレビ放送が切り替わった。それは、緊急特番ニュース番組を放送していた。それによると──日本のとある地方を中心に、腹の中から自分は寄生虫だと名乗る人間が出てくるという事件が広がっている──しかも異性で、ということだった。


    　秀也はそれを見て、次から次へと零こぼれ出す苦笑いを抑えきれなかった。


    「ハハハ……そうかい、世界中でかい」


    『組織』だけでパラシスタンス生産技術を独占しようという試みは、失敗に終わったのだ。


    「これで、ビジネスチャンスもふいか。くそ、甫ほ獏ばくの野郎、どこまで予測してやがった、この事態」


    　だが、正直なところ、今いま更さら単純なビジネスに興味などもなかった。途と方ほうに暮れながら眺めていたテレビ中継。その一つに、秀也の目は釘くぎ付づけになった。街の様子、ということで映し出された中に──志し保ほが、映った。


    「志保……」


    　志保は、増川唐から人とらを引き連れながら、街の中を走っていた。ガスマスクを着けたままでいたから一瞬で解った。あの道、ということは──パラミナティの本部に向かっているのか。そのことに気が付くやいなや、秀也は血だらけの手で、リムジンのエンジンを作動させていた。
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    「唐人さん！　こっちですわ！」


    「おう！」


    　僕たちは、志保に導いてもらいながら、学校から組織本部に向かう。


    　組織に向かう途中。商店街など、町のそこら中で、悲鳴の声が上がっているのが解った。それは、組織本部に距離が近いほど多くなっていく。


    「くそっ！　これが……レストアの言うシンギュラリティってやつかよ」


    　さらに大きく、悲鳴が聞こえる。


    「アワーッ！　アワーッ！」


    「金きん腹ぷくサーン！　ダイジョウブデスカーッ！」


    「お、女の子が！　儂わしの腹から！　出てくるなんて！　ト、トキソプラズマちゃん!?」


    「金腹サン！　それ、こないだ話して結構イイナッテ結論ニナッタジャナイデスカー！　増ます川かわウラヤマシイナって結論ダッタジャナイスカー！」


    　今のは聞き覚えのある声じゃないか……。砂場で拾い食いでもしたのかな……。


    　とにかく、そこらでパニックになっているようだった。


    　街を走りながら、いくつも入ってくる声に耳を傾ける。


    「て、手を上げろっ！」


    「と、トッキー悪い子じゃないトキ……」


    　警察が応答しているらしきやり取り。銃を抜くなよ……とだけ、心の中で祈る。そうなれば、本当に戦争だ。取り返しが付かなくなる。


    「みんな、大丈夫か！」


    「お、俺の腹から、女の子が……」


    「今警察を呼んだ！　大丈夫だ！」


    「軍隊も出動し始めたっていうぜ！」


    　くそ！　そこらから絶望的な情報ばかり耳に入ってくる！


    「うっわー、腹から女の子、すげー！　これ、iPhoneの新機能じゃね？　ジョブズの置き土産すげー！」


    　今の声は、ポジティヴでなかなか良かった。


    「親方！　腹から女の子が！」


    　天空の城に行けそうな声も上がっていた。


    「それでは今から私が『うわー、お腹なかの寄生虫が人間になったよー』と言いますので、何か返して、『それはなんでだい』と返しますので面白い回答をお願いします。はい楽さん早かった」


    　大おお喜ぎ利りにしてる人もいた。


    「それでは『腸点』、今週はここまで」


    　番組名まで変わっていた。


    



    　まあ一部おかしな発言はあったがとにかく、パニックが加速度的にどんどん大おお事ごとになっているのが解わかる。


    　早く、なんとかしないといけない。レストアに会えばなんとかできるだろうか……？
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    『パラミナティ』組織本部最上階、会長室。


    「……ふう」


    　先ほどの電波ジャックによる放送は、この部屋から行われた。


    　そして放送の終了した後。レストアが中に入った銀ぎん次じ──レストア銀次は、大きく溜ため息を吐つき、会長の椅い子すにどっかりと座った。現世に顕けん現げんしたばかりで少し喋しやべりすぎて、だいぶ疲弊したようだった。


    　組織『パラミナティ』は既すでに各国の財政、政治、軍事に大きな影響力を持っている。それ故ゆえに、今回の電波ジャックも容易だったのだが──それでも、それは劉りゆう甫ほ獏ばくという男の影響力があるからこそ可能なことだった。


    　だが今、悠々と会長席に座る銀次に向かい、組織の人間は大多数が解げせない顔をしている。


    　なぜ、一介の研究員に過ぎなかった男が、こんな場所に座っているのか。


    　そしてなぜ、会長である劉甫獏がその傍かたわらで跪ひざまずいているのか。


    「……主よ、ありがとうございます。すばらしい放送でした」


    「……礼なんて要らないけどね」


    「ところでまた……もう少し、いただけませんか」


    　聞き分けの悪い子供のように甫獏がおねだりをすると、しぶしぶながら、レストア銀次は右腕を差し出した。


    「……面倒なんだよ、正直。いちいち知識知識って」


    「お願いします、どうか、私に、もう一度叡えい智ちを──」


    「ところでさ。思うんだけど……この身体からだの持ち主は人間というものを超えたから、研究を完成させられたわけなんだ。いっそのこと君も、同じようなことをしてはどうだい？」


    「……人間を、超える？」


    「種しゆとしての限界を越えた知識を授けてあげよう。もっとも、その後の人生の保証はできないが──やってみるかい？」


    「……はい！」


    　嬉き々きとして、甫獏はその申し出を受けた。レストア銀次は、その右腕を伸ばし、甫獏の左耳を掌てのひらで包んだ。


    「種としての限界を、超えるというのはね──」


    「……はっ」


    「知識が、全ての感情を凌りよう駕がすることだよ」


    　ヴン……と、ダイナモが動くような音とともに、レストア銀次の手がほの白く光り始めた。その光が甫獏の鼓膜を通じて、脳の中に吸い込まれていくように見えて、組織の構成員は息を呑のんだ。


    「これは…………お待ち下さい、これは──」


    　甫獏は戸惑っている。


    「イザナミと黄泉よもつ比ひ良ら坂さかの神話を知ってるかい？　真の知識とはね、死さえも知るということなんだよ。それは、禍まが々まがしさに身を委ゆだねることだ。まともな姿形ではいられないんだ」


    「あ、が、が……」


    　甫ほ獏ばくの目や口や鼻の穴から、吸収できなかった光が[image: ]あふれていく。


    「どうやらキミは、生まれた時から感情という概念が理解できなかったようだけど……これからキミは生まれて初めて知るんだ。感情を。恐怖を。最後にして、最大の、普通の人間なら知覚できない感情を。それは──決して、喜ばしいことではないはずだけどね。まあいいよね。キミが望んだんだしね」


    「あ、あぐ、ぐ……」


    　レストア銀ぎん次じの手の光が弱まる。糸が切れるように、甫獏はその場に崩れ落ちた。周りの部下達たちが慌てて駆け寄ろうとするが……甫獏は、その動きを手のひらで制した。


    「甫獏会長……だ、大丈夫ですか？」


    「なるほど……そうか……世界のシステムが……少し理解できた」


    　そこに、甫獏に向かって恐る恐る部下の一人が近寄った。


    「お、お怪け我がはないでしょうか……」


    「……ああ。『覚悟』へと向かう道はね、二択で舗ほ装そうされているんだよ。一つは、肉が溶けていく道。もう一つは、骨が溶けていく道。君ならどちらを選ぶ」


    　部下にとって、甫獏が突然何を言い出したのか、よく解わからなかった。


    「普通は、肉なのかな。肉を切らせて骨を断つ、なんて[image: ]ことわざがある。一般的には肉を切らせても、骨を断った方が勝つということになっているが……奴やつらはね、見落としていることがある。それは──そのどちらも、『致命傷』になり得るということだよ」


    「……さっきから一体何を、会長……ぐあああっ！」


    　甫獏が、男の頭を上から強く摑つかむ。二秒後。糸が切れるように男の生命活動は絶たれ、二度と再び目覚めることはなかった。


    「……!?」


    　そこに至って、部下達の間に動揺が走る。


    「……私は少し、高揚しているんだ。きっと、選ぶことに意味はないんだ。『死』という結果、それを知ることが大事なんだろうな」


    　甫獏の顔には、いつもにも増して表情がない。次にただ無言で、何の躊ちゆう躇ちよもなく、懐ふところから銃を取り出すと、そのまま部下に向かって引き金を引いたのだった。


    「があっ！」


    「ぎゃあっ！」


    「ひ、ひいっ……！」


    　そこかしこで悲鳴が上がり始める。そこで、全ての部下達はようやく事態が極まってしまったことに気がつく。


    　会長は錯乱したのか。竜りゆう斎ざい寺じを組織から追い出したのは間違っていたのか。その場に居合わせた面々は、とにかく死を避けようと我われ先さきにと部屋から逃げようとした。


    「知ってしまえば、止まってしまうだけだった。知識から先に至るものはない。空虚から先に進むものはない。なら──意味は、言葉は、そこで待っていてくれるのか？　違う。ならば、きっと唾だ棄きすべきものなのだろう」


    「あぎゃっ！」


    「ぶべっ！」


    　甫ほ獏ばくは、誰だれよりも冷静に、歩きながら無駄のない動きで悠々と部下達たちに鉛玉を食らわせていく。生命活動を止めていく。『死』の教師として。


    　部屋中が赤く、血に染められていき──。数分もしないうちに、今まで十人弱がいたその部屋には──甫獏と、レストア銀ぎん次じ以外の生存者はいなくなっていたのだった。


    「……ふう」


    　甫獏は息を吐く。その光景を高みからのんびりと見物していたレストア銀次は、くっくっく、と笑った。


    「……凄せい惨さんだなあ。楽しいけどね。知識に触れて、人間が怖くなったのかい？」


    「……これが、恐怖なのか？　いや、まだ解わからないことがある。人間でないものとは──神なのか？　私は、神になれたのか？」


    「愚かだなあ。神なんてものは人間が作るものである以上、下位存在でしかない。それにすらなれないキミは──遺跡だ。それ以上でも以下でもない」


    「遺跡？」


    「かつて、そこにヒトという種しゆがあったことの、ね。風化しきった、残ざん骸がいさ」


    「……ありがとうございます、主よ」


    　甫獏は、レストアの腕に口づけしようとして──自分の右腕が原形をもはや留とどめていないことに気が付いた。銃と腕が、完全に融合している。


    　それを眺めて、これから食事──いや、捕食の時に不便になるな、とだけ甫獏は思った。
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    　パラミナティの本部ビルは、都心に立ち並ぶ高層ビル群の中に、自然に聳そびえ立っているということらしかった。もっとも、外見は他の建物にカムフラージュはしているらしいが。


    「これが、カムフラージュか……」


    　僕と櫂かい実じつと志し保ほは、やっとの思いでそのビルの前に到着した。僕はビルの前に立ってその屋上までをねぶるように見上げる。一階だけが全面ガラス張りでできているが、二階から上は普通に鉄筋だ。ビルの入り口には、表札としてこんな青銅のレリーフが掲げられていた。


    



    『東京特許許可局』


    



    　それを見ながら、櫂かい実じつが感心していた。


    「なるほど……東京特許許可局は実在しないということを……大部分の人間は知らない……その心理的盲点を利用した、実に見事なカムフラージュ……」


    「いや、おかしいだろ逆に！　カムフラージュって隠れ蓑みの企業にするとかそういうことじゃないの！　たぶん！」


    　まあ、これで気づかれてなかったのだから、不思議なもの……っていうかもうちょっと疑問に思えよ。周りのビル。


    「で、着いたはいいけど、このビル、中がどうなってるのかな……レストアの入った親父おやじはたぶんさっきテレビで放送してた最上階だと思うんだけど。できれば中に居る人間に気付かれずに進みたいよな……」


    　僕が悩んでいると、志し保ほがごそごそと[image: ]かばんを探り、何かを取り出した。


    「それなら大丈夫ですわ……。リビーを拷ごうも……尋じん問もんの末に、色々と聞き出せましたので」


    「拷ごう問もんって言おうとしたな、今……」


    　志保は、恍こう惚こつとした表情で、一枚の紙を差し出す。


    「これは」


    「組織本部の見取り図を作ってみましたの」


    　解わかりやすい俯ふ瞰かんの見取り図がそこにはあった。僕たちは一いつ旦たんビルから少し離れた場所でしゃがんで、それを確認する。


    「お、すげー。でもさ、これ部屋の名前時々変になってるけど大丈夫？　何この『ににに二十一階リフレッシュアーッルーム』って」


    「それは、部屋の名前を聞く時に、リビーのやつがアーッとかギャーとか叫んでたので正確な名前が解らなくて……そうなりましたの」


    「いや、リフレッシュルームでいいだろこれは普通に！　っていうか、やっぱ拷問でいいんじゃないの！　ねえ！」


    　まあ、その辺はスルーしながら、最上階あたりを見てみる。


    「……うわ、三十階建てかよ……で、やっぱその最上階にあるこの会長室ってやつかな……さっき親父がいたの」


    　そうやって僕がビルの間取りを確認している一方。櫂実は大きな風ふ呂ろ敷しき包みの中身を確認していた。先ほどは武器だと言っていたが──。


    「櫂実、その風呂敷包み、一体どんな武器を持ってきたんだ？　今回もあの、雪山の時に使った『ラティ／サナダンタＭ１９２６軽機関銃』みたいな銃系統か？」


    「ううん……今日は銃じゃない……」


    「あんまり物騒じゃない系か。催涙弾とかかな。大丈夫かな、向こうはフル武装してるかもしれないのに」


    　櫂かい実じつは、そっとその包みをほどいた。


    「……今日は単なるＣ４爆弾だから大丈夫……」


    　中には、粘土の塊かたまりのような物体がごろごろと転がっていた。


    「普通にビルを壊すつもりなだけ……」


    「過去最高に物騒だな、おい！」


    「……でも……この見取り図があれば……ビルを破壊するのに、重点的に爆破すべきポイントが解わかるので……助かる……」


    　櫂実は見取り図と睨にらめっこしながら、何やら数式を書き込んで計算を始めた。そんな櫂実に向かって、志し保ほが早まらないよう警告する。


    「でも、中にいる連中がどんな武装をしているか解りませんので。くれぐれも皆さん、気を付けてくださいね……死なないよう」


    　今回の案件に限っては、死なないよう、という忠告が現実味を持っているのが怖い。でも、まあ……サナがいないのなら、どっちにしろ死んだも同然なんだ。やるしかない。


    「……大丈夫。桜さくらにも帰るって約束したからね。みすみす死なないさ」


    　僕は、立ち上がった。


    「みんな。最後の、決着を付けに行くぞ」


    



    　その時。


    「ぐはあっ！」


    　一階正面入り口の自動ドアをぶち破る勢いで、黒服が目の前に倒れ込んできた。


    「……なあっ!?」


    　僕たちは、慌てて駆け寄る。


    「ど、どうしたんだ？」


    「か、会長が……錯乱して……」


    「会長って……あの甫ほ獏ばくってやつが？」


    　レストアの映画館にいるときに、一度会った奴やつだろう。


    　そこで、黒服の身体からだからかくり、と力が抜けた。


    　櫂実が、首に手を当てて脈を取るも、小さく首を横に振った。


    「どうなってんだ！」


    「……どうも何も。弱者は捕食対象になる。悠久の昔から受け継がれてきた自然の摂理、それだけだよ」


    　そんな台詞せりふを呟つぶやきながら、劉りゆう甫ほ獏ばくが目の前に現れた。


    「まさか、ご本人登場とはな……せっかく立てたこっそり侵入する計画が台無し……って、あれ、お前──」


    　僕は、すぐに異変に気が付く。甫獏の身体からだは、まるで肉にく襦じゆ袢ばんでも着ているかのように大きく膨ふくれ上がっていた。そして、血ち塗まみれだ。


    「……どうしたんだよ、お前。中で何があった」


    「部下に、慈愛の精神で『死』の知識を分け与えてやることにした。種族として今後真理に至る意思も薄いようだったし、やがて来きたる終わりを先に与えてやっても大して変わるまい」


    「……はあっ!?」


    　どうかしてる。


    　甫獏は僕たちの間を擦すり抜け、町に出ていこうとする。


    「お、おい、待てよお前、聞きたいことが山ほど──」


    　去っていくその肩に手を掛けた瞬間。


    「がっ！」


    　僕の身体は、五メートルあまり吹き飛ばされた。


    「うおおおおおおおっ！」


    　勢いあまって、自動ドア横のガラスの中に身体ごと突っ込んでしまう。


    「増ます川かわ君！」


    「い、痛いてえ……」


    　そこら中が切れて出血している。パラシスタンスの力を使う暇もなかった。というより──身体が警告を発さなかった。こいつまさか……『敵意なく』息を吸うように人を攻撃してるっていうのか？　甫獏は自分の右手を眺め、その手に少し血が付いているのを見て、感心しているようだった。


    「……ふむ……脆もろさ自体はそこまで強化されているわけでもないのか？」


    　そんな甫獏の前に、櫂かい実じつが立ちはだかる。


    「……その身体……人じゃない……あなた……これからどうする気……」


    「……どうもね。私の身体構造は、一段階上に上がったようだ。せっかくなので、もう少し啓発に街に出てみようかと思う。『死』という知識のな」


    「……パラシスタンス以上に恥知らずっ……！　あなたを見逃すわけにはいかない……それが……原罪を抱かかえた拙せつ虫ちゆうの……せめてもの……贖しよく罪ざいっ……！」


    　櫂実が、その腕を回転させ、ドリル攻撃を試みる。が。


    「ふん」


    　甫獏は身体を沈めずに、ノーモーションで大きく跳躍した。櫂実が、その跳躍力に驚嘆する。


    「っ……！　高い！」


    「……[image: ]ふんっ！」


    　甫ほ獏ばくはそのまま身を翻ひるがえし櫂かい実じつの後ろに回り込むと、その身体からだを大きく蹴けり上げた。


    「きゃあっ！」


    　櫂実も一撃で吹き飛ばされて、ぐったりする。


    「櫂実！　くそっ！」


    　その攻撃は止やまない。甫獏は次に志し保ほに回り込むと──背中に思い切り手て刀がたなを浴びせた。何の容赦もなく、鈍い音が響いた。


    「きゃっ！」


    「志保！」


    　志保も、そのたった一撃で、立てない。


    「だ、大丈夫か……志保……」


    「う……う……わ、わたくしは普通の人間ですもの……こんなの、か、勝てませんわ……」


    　僕たち三人は、一瞬でボロ雑ぞう巾きんのようになっていた。三人が三人とも。


    「……お前らも知ってみるか、『死』の概念を」


    　そして、甫獏はつかつかと、一番近くにいた志保に向かい、とどめの手刀を思い切り振り下ろそうとした時──。凄すさまじい回転音が聞こえてきた。


    「甫獏ううううっ！」


    　すっ飛んできた一台のリムジンが、甫獏めがけて、フルスピードで突っ込んだ。甫獏の身体はビルの中まで吹き飛ばされ、ガラスが割れる音が響く。


    「お父様っ！」


    「……秀しゆう也やかっ!?」


    　確かに、リムジンの運転席に座っていたのは竜りゆう斎ざい寺じ秀也だった。ビルの中まで甫獏を跳ね飛ばしたリムジンは、プシュー、と音を立てて停止した。


    「……はぁ……はぁ……」


    　秀也は、血ち塗まみれで、ふらふらになりながら、リムジンから降りてきた。


    「お、お父様……」


    「……志保……帰るぞ……」


    　志保は、傷だらけの秀也を思いきり抱き締める。


    「か、帰るって、どこに……」


    「……家だ。お前は──竜斎寺の娘だからだ。……だから……その……家出娘を、連れ戻しにきた」


    「……お父様っ！」


    　志保は、泣きじゃくりながら必死で秀也に抱きつく。だが、その時間も長くは続かない。甫ほ獏ばくが、再びガラスをしゃりしゃりと踏みしめながら、入り口の方へ戻ってきたのだ。


    　秀しゆう也やは志し保ほを自分の後ろに隠すと、甫獏に向き直る。


    「……甫獏。この組織は──俺とお前で始めたことだった。色々巻き込んでデカくなりすぎたからな──そろそろ、終わりにしよう。俺とお前でな」


    　秀也の腕が、ドーピングでもしたかのように激しく脈打っている。それを見て、甫獏は、無表情に秀也に告げる。


    「貴様、もしかして……Ｐ細胞入りの寄生虫を、体内に取り込んだのか？」


    「……いきなり、組織の連中が裏切ってきたからな。お前の差し金だろう？　だから俺も、切り札を使ったまでだ」


    　そして、秀也は、一本のアンプルを胸ポケットから取り出すと、甫獏の目の前に転がす。


    「っ……有ゆう鉤こう条じよう虫ちゆうを！　最後の一本だぞ！」


    　秀也は、そんな甫獏に向かって構えながら咆ほう吼こうする。


    「だから全部終わらせるって言ってんだろうがぁぁっ！」


    　その構えのまま、秀也は僕たちに話しかけてきた。


    「……おい、増ます川かわ……」


    「な、なんだよ……」


    「お前らは階う上えに上がれ。上に──銀ぎん次じがいるはずだ。それから──」


    　秀也は目を伏せた。


    「家を燃やして、すまなかったな。この罪は後で償つぐなう。生きていればな」


    「……当たり前だ。だから、死ぬんじゃねえぞ！」


    「唐から人とさん、櫂かい実じつさん、行ってください！」


    　志保も、ガスマスクと、ムチを再び装着しながら言う。


    「でも、志保、お前……」


    「わたくしは、ここでお父様と一緒に戦いますわ。唐人さんは唐人さんのお父様を！　それから……櫂実さんはビルの爆破を！」


    「あ、ああ……死ぬなよ志保！　秀也！」


    「うん……増川君……行こう……！」


    　僕たちは、志保と別れて、先を目指す。


    



    　甫獏が下りてきた後、部下を攻撃する際にでも壊れたのだろうか。エレベーターは破壊されていて使い物にならなかった。なので階段で、三十階のビルを上っていく。


    　ビルのそこかしこを見る度に、その惨状に僕は溜ため息を吐ついてしまう。


    「ひでえ……」


    　目を背そむけたかった。そこら中が、死体の山になっていた。


    「……色々、酷ひどいことをやってた連中だからって……割り切るしかないのかな」


    　全てが、もう戻れなくなってしまったんだ。でも……このままレストアの入った親父おやじを放ほうっておいたら……もっと酷いことになる。


    



    「はあ……はあ……」


    　どことなく、身体からだが痛い。何か所か切れているようだ。さっき、甫ほ獏ばくにガラスに吹っ飛ばされた時に、骨も折れたかもしれない。


    「こんな怪け我がしててっ……階段は……きつ……い……」


    　その時、櫂かい実じつがふと歩みを止める。階段の途中にある非常扉を凝視しながら。


    「……どうした、櫂実」


    「拙せつ虫ちゆうは……ここで降りて爆弾をこのビルに仕掛けてくる……ここが最初の爆破ポイントだから……時限装置を三十分設定でかけておく……爆弾は、三段階……それまでに、増ます川かわ君もお父さんを連れて脱出して……」


    「……そうか。気を付けろよ」


    「……うん……増川君も……死なないで……」


    　そして、櫂実と別れて僕は最上階へと向かった。
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    「つい……たあっ！」


    　最上階に上った僕は、会長室の扉を思い切り開いた。そこには──予想通りの人物がいた。


    　見た目は増川銀ぎん次じ。僕の父親。だが、中身は──。


    「レストアァァ！」


    「キミのパラシスタンスはもうただのサナダムシに戻ったよ。それでも刃向かうのかい？　戦う意味はあるのかい？」


    「ただのサナダムシじゃない……！　サナはサナだっ！　戻せ！　それに……」


    　親父の顔で、喋しやべる声はレストアだった。


    「……親父の顔したやつに、世界を滅ぼさせるとか、好きなことさせてられるかよ！」


    「ああ、英雄にでもなる気かな？」


    「そんなんじゃねえ！　ただ……お前の歪ゆがんだ信念と戦って──何をしてでも、サナをこの世に戻してもらう」


    「……足りなかったのかな」


    「何がだよ」


    「絶望が足りないんだ、ボクにしたらね。……忌いま々いましいよ。腹が立つ。ぬくぬくとした善意に包まれて、それに気が付きもしないで。周りの連中がひた隠しにしていた秘密を見せてあげることにするよ。せいぜい──」


    「せいぜいなんだよ」


    　レストアは、ニヤリ、と笑った。


    「心臓をおかしくするといい」


    「何を……ぐっ！」


    



    　そして、僕の頭の中に、映像が流れ込んできた。
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    　遠くに、声が聞こえてきた。


    　過ぎ去った夏を回想するような、そんな距離から、心の奥から。


    　世界はやがて、一つの像を結ぶ。


    　赤ん坊が、誰だれか……女性の腕に抱かれている。そして、それを抱いているのは。


    　写真でしか見たことのない、母さんの顔だった。


    　僕の耳に、会話がはっきり聞こえてくるようになる。


    　ここは──病院か？


    「そんな──」


    　母さんが、医者の説明を聞いて、絶ぜつ句くしていた。


    「この心臓の病気は──現代では治療法が確立されていません」


    　そして示されたのは、赤ん坊のカルテ。


    「このままでは、二十歳まで生きられる確率が二十パーセントというところですね」


    　この赤ん坊は誰だ？　まさか──。


    「何を言ってるんですかっ！」


    　医者に熱く食ってかかる、若い男。面影が残っている。若い頃ころの親父おやじだ。僕は知る。親父は、こんなに熱い人間だったんだ。


    「何でもいいから治してくださいよ！　なんのための……医者だぁっ！」


    「……あなた」


    　激高のあまり、今にも医者に摑つかみかからんばかりの親父を、母さんが手で優しくいなした。


    「……別の手段を探しましょう」


    「でも、皐さ月つき、手段って──」


    「だってわたしたちがしてるのって、そういう研究じゃなかった？」


    　母さんの方が、毅き然ぜんとしている。


    　その眼めに灯ともった火は、親父おやじよりずっと熱い。


    「皐さ月つき、お前──」


    「諦あきらめが悪いの、わたし。一度決めたら絶対に引かないから。あなただって、よく知ってるでしょ？」


    　母さんは、僕を抱いて、立ち上がった。


    「さ、行きましょ、唐から人と」


    　そうだ。解わかっていた。あの赤ん坊は僕だ。だとしたら、心臓の病気というのは……。


    　場面が飛ぶ。


    　研究所で、白衣を着た二人──父さんと母さんが話している。


    「Ｐ計画。心臓に負担を持ったこの子に、無事に安全なパラシスタンスを寄生させるその準備、第一段階ってところね」


    「……本当に、いいのか、皐月」


    「ええ。私がパラシスタンスの実験台になります。万が一のことがあっても、あなたは研究を続けて」


    「……でもっ！　俺はっ……！」


    　親父は、肩を震ふるわせて泣いている。


    「最悪の場合でも、抗体は作れるから。うちの家系にだけでも使えるパラシスタンス用の抗体ができれば……どんなに最悪の結果になっても、研究は前進させられる──未来に、繫つなげられるから」


    「皐月──」


    「だって、未来をあげたいじゃない。この子に」


    　少しずつ、状況が飲み込めてきた。


    　僕の母さん、増ます川かわ皐月は、身体からだの弱い僕にパラシスタンスを寄生させて病気を治すために、パラシスタンス研究の実験台になった。そうだ。パラシスタンスは、宿しゆく主しゆの身体を強くするから。


    　でも、僕は今の現実を知っている。


    　母さんは、今はもういない。僕は、母さんは父さんに愛想を尽かして逃げたと聞いていた。ということは、本当はそうじゃなくて──。


    　また場面が変わる。


    　手術台の上で、母さんは、親父の手を握りながら、満面の笑えみを浮かべていた。


    「……皐月。麻酔をかけるよ」


    「銀ぎん次じさん。わたし──本当に幸せでした。だから──もし、もう会えなくなっても……あんまり唐人を悲しませたくないから……てきとーに逃げちゃったこととかにしておいて」


    「……ああ……」


    　その「もし」を聞いて、親父も泣き笑うような複雑な表情を見せる。


    「それから、最後に唐から人と──」


    　母さんは、手術室の外にいる僕に向かって、笑いかける。


    「唐人……生きるのよ。これから何があっても。どんなにつらいことがあっても。生きて、成長して、恋をして……もしかしたら相手がそのパラシスタンスちゃんとかだったら面白いかもしれないわね、なんて母さん思ったりしてます。でも……相手は誰だれでもいいの。いつか……あなたが、心から幸せだって思える一瞬が来たら、母さんも心から幸せだって思えるから」


    「……皐さ月つき」


    「ねえ銀ぎん次じさん……このパラシスタンスって生き物を初めて見つけた人は言ったわ──どうやら、この連中がいると、悲劇ばっかり起きる。まるで、悪意で作られたみたいな生き物だって。でも……絶対に、そんなことないの。だって……この子たちのお陰で、唐人が生きられる希望が出てきたんですもの。生き物はみんな、助け合うために生きてるのよ。きっと」


    　写真でしか見たことのなかった、母さんの笑顔。


    　それは本当に綺き麗れいだった。でも──。手術が終わる。


    「おおおお！」


    　そうだ。僕はこの現実をうっすらと知っている。だって、今に繫つながっているのだから。


    　亡なき骸がらに取りすがる親父。


    　母さんは、実験に失敗して、命を落とした──。増川家の人間がパラシスタンスへの抵抗を減らすための抗体だけを残して──。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    「っ……」


    　言葉にできない。心臓が、苦しい。


    「そろそろ自分の業ごうに気付き始めたようだね」


    　にやつきながらレストアが、口を挟む。


    「……うるさい」


    「目を背そむけても、事実は変わらないよ。キミのために、あと何人──」


    「うるさい！　うるさい！」


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　それから、父さんは人が変わったように研究に没頭し始める。


    「皐月……お前の命は無駄にしないぞ……」


    　連日連夜。パラシスタンスの研究と、それに付随して遺伝子の配列を組み換える日々。それでもやがて、研究は行き詰まりを迎える。


    　二つの条件が嚙かみ合っていなかったせいだと言える。


    　一つ目は、脳のスペック。はっきり言えば、研究を完成させるためには、増ます川かわ銀ぎん次じという男の脳の性能では、相当に厳しいものがあった。


    　そして、もう一つ。


    　あの手術の時、最悪の事態が起こっていた。母さんだけでは足りなかった。僕と同じ家系の人間による、もう少しの人体実験が必要だった。


    



    　その二つの問題を解決するために。


    　──なんてことだ。


    　まず父さんは自みずからの脳に、パラシスタンスに極めて近い、芽が殖しよく孤こ虫ちゆうの特殊個体を寄生させた。脳の性能を向上させて、研究を完成させるために──。


    　その結果、親父おやじは自分の『感情』を最初に、それから徐々に『意識』を失っていった。その隙すき間まを使って、レストアが現実に顕けん現げんすることになった、というわけだ。


    　親父が寄生させた芽殖孤虫に、レストアという意識体の『根ね城じろ』があったことは全くの偶然だったのだが。


    　とにかく、母さんの実験によって、計画は円滑に進み。


    　第二回の人体実験の準備が始まった。


    　僕の親族で、たった一人だけ、被検体になることを望んだ人物がいた。それが──。


    



    「……たくよお、ちゃんと唐から坊ぼうのためになんだろうな？　これ」


    「……ああ、うちの親族の身体からだが必要なんだ。皐さ月つきの成果もあり、前回の轍てつは踏まないはずだが──保証まではできない。すまない」


    「ま、皐月さんのお陰で、どっちにしろ薬があれば生きていられるようになるだろうってんだったら……いいよ」


    「……ありがとう……ありがとう……」


    「だって──唐坊はこの実験をしとかないと、生きられないの確定なんだろ？　だったら、他に選択肢ねーしな！」


    「……ごめんね、姫ひめ。あたし、頑張るから」


    「おおよ、この身体任せたぜ、綺き羅ら」


    



    　──ああ。


    　親父が、涙を流して感謝しながら手を握っている、その実験体は。


    　──従姉いとこの姫ひめちゃんだった。


    　姫ちゃんが組織に施されたという手術。あれは──僕を助ける研究のための、二回目の人体実験だったんだ。


    



    　その手術の結果、姫ちゃんは薬が必要な身体からだになって──。


    　組織にいいように使われることになる。


    　同時に、その手術を執刀したのは、親父おやじと──綺き羅ら先生の二人だった。


    　二人は、こんな会話をしている。


    



    「でも、銀ぎん次じさん、本当に──唐から人とには真実を知らせないのね？」


    「ああ。下へ手たすると、暫定的に注射したＰ細胞のパラシスタンスの力が暴走して、唐人の身体に負荷がかかる。なんとか、計画を完成させて、唐人に寄生できるパラシスタンスを作れるまで。そして、組織の心配がなくなるまでは──黙だまっておいてくれ」


    　そうか。それで、綺羅先生は、何も教えてくれなかったんだ。


    「……早く、研究が成功するといいですね」


    「ああ……そのために……このサナダムシのパラシスタンスを改良したんだ」


    　そして、親父はサナのサンプルを取り出した。


    　それは、見覚えのあるシャーレに入っていた。


    「うまく、行くといいですね。銀次さん」


    「ああ、大丈夫だ。きっと、うまく行くさ。だって──」


    



    「皐さ月つきが幸せを願った子が、幸せになれないはずないからな」


    



    　そして、全てが今に繫つながる。研究が完成したのは、今から数か月前。僕がサナを寄生させる、本当に直前。


    　サナが僕に寄生したのは、最初からそのつもりで予定されていた計画だったんだ。


    　綺羅先生、姫ちゃん、そして親父は──全てを隠すことを選んだ。


    　全て僕のために、僕のために──。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    「う……」


    　吐き気がする。


    「っはあっ……！　はあっ……！」


    　長い映像の後で、僕の意識は現実に戻ってきた。


    　レストアがしたり顔で訊きいてくる。


    「どうだった？　自分の真実と向き合った気持ちは」


    「……知らなかった……僕が生きるために……姫ひめちゃんや……父さん……母さんが……」


    　心臓が苦しい。この心臓の痛みが、例のそれなのだろう。サナがただのサナダムシに戻ってしまってから、露骨に感じられるようになった。


    「キミは誰だれかを犠牲にしても、生きていいのかな？　恥ずかしげもなく生きられるのかな？　よく、何一つ知らずにのうのうと生きていられたね」


    「やめ……ろ……」


    「……同じなんだよ、寄生虫と！」


    「やめっ…………！」


    　心臓に焼けた鉄の棒でも差し込まれたようだ。


    　どうしようもないぐらいに激しく暴れている。自責の念が。


    　その時。


    「ぐっ！」


    「え？」


    　レストアが、突如苦しみだした。


    「な、なん、貴様、今まで潜伏していたというのか、この、人間風情ふぜいが……」


    　レストアは、何かをうわごとのように呟つぶやき始める。すると──まるで同時通訳のように、もう一つの言葉が聞こえてきた。


    「……聞こえるか…………唐から人と……」


    　やがて、一つの音声が主導権を握り始める。


    「……親父おやじ？」


    　それは、明らかに親父の声だった。親父の身体からだから、親父の声が聞こえる。


    「……すまなかったな、色々なことを隠していて……元々落ち着いたら綺き羅ら君に話してもらうつもりだったが……こんなことになってしまって……。仕方がないので、少しだけ自分の意識を残して……身体を奪い返すこの機会を待っていた」


    　次に、ほとんどわめき散らすようなレストアの声が聞こえる。


    『貴様……！　完全に意識がなくなっていると思っていたが……ここまで潜伏……[image: ]だましたのかあああ！』


    　が、それで最後だ。次の瞬間、目の前の人物は、その顔つきも、声も、よく知っている人物のものに完全に戻っていた。


    「……ふう……これで恐らく、しばらくは大丈夫だ……」


    「……親父？　意識が……戻ったのか？」


    「……ああ。時間がそんなにない。だから──簡潔に伝える。唐から人と……お前は……何も責任を感じなくていいんだ……。つまるところ、姫ひめも、俺も……自分の意思であの実験に参加した。皐さ月つき──お前の母さんだって……犠牲だなんてたぶん、一度も思ってなかった」


    「でも、僕……僕のために……みんなが……」


    「唐人。生きるというのは、もっと大きなことなんだ。決して、誰だれかが生きるために誰かが犠牲になっていいとかいうことじゃないが……『生きたいように生きる』ことは何より大事なことなんだ」


    「う……うう……でも僕、親父おやじに酷ひどいことをたくさん言って……」


    「ああ。いいんだ。お互い様だからな。俺だって結局、最後まで親父らしいことは何一つしてやれなかった。だから──これはせめてもの、だ」


    『貴様っ、進退化能力をっ！』


    　何より強く、レストアの声が、遮さえぎるように聞こえる。


    「今だけ、そういうことができるらしいからな……俺からの……最後のプレゼントだ」


    　そんなレストアの声など聞こえないとばかりに、親父が、指揮者のように腕を動かすと。


    　──それは、聖者の起こす奇跡のように。


    　僕の腹部がぐねぐねとうねりだして──僕の腹を突き破らんばかりの痛みが襲ってくる。でも、この痛みは。


    「これ、この感覚……」


    　腹痛も。違和感も。一度味わったものだから間違いない。しばらく膨ふくらんだ後──その腹部の何かは、僕の腹を突き破るように──飛び出してきた！


    「っ！」


    　その塊かたまりはしゅるりしゅるりと編み上がって。


    　何より。そこに僕の、一番待ち望んでいた奴やつが現れたのだった。


    「ふっか────っつ！」


    「うわああああっ！」


    　その女の子は。相変わらず、ほぼ全裸の状態で、妙なかっこつけなんかをして。


    「腹から飛び出て宿しゆく主しゆを守る！　私はっ！」


    　ちょっと間抜けで、意地っ張りで、すぐラーメンを食べたがって、焼きもち焼きで、すぐお腹なかの中で暴れるけど──それでも、いつも一生懸命で、まっすぐで、僕を守ろうとしてくれる──僕の好きな人が、そこにいた。


    「日に本ほん海かい裂れつ頭とう条じよう虫ちゆうのパラシスタンス！　サナだっ！」


    「サナ───ッ！」


    「うわあああああああああん、唐人おおおお！　やっと戻ってこれたよおおおおお！」


    　僕たちは全力でぶつかり、相手の重みと、体温と、吐息を確かめ合った。


    「サナ……サナ！　よかった……」


    「うん……唐から人とっ！　ただいまっ……！」


    「ああ……おかえり、サナ」


    　何より、強く抱きしめる。


    「夢じゃないんだよな。本当に──」


    「ほ？　じゃあお腹なかの中、ちょっと動かしてやるな！」


    「あ、いた、いたたたた！　そういうことじゃね……バカ──ッ！」


    　この痛みも、何もかもが嬉うれしくて、たまらなかった。


    「っていうか……その……唐人……その……また裸で……ちょっと恥ずかしいんだけど……」


    「……マジか」


    　サナが、裸で恥ずかしがっている。ついに社会性が生まれたのか、こいつにも。


    「……持ってきてある」


    　僕は、[image: ]かばんから、制服を取り出してサナに渡す。こんなこともあろうかと思って、持ってきて良かった。


    「わーい！　唐人！　大好き！」


    　と、その時。僕の背後で、とさり、と何かが落ちる音がした。


    　慌てて振り向くと──親父おやじが、糸が切れたように倒れていた。


    「っ……親父！」


    　その背後に、レストアが亡霊のように見える。


    『ちっ……この身体からだはもうだめか──』


    　そして、消える。


    「くそっ、待て、レストア！」


    　だが、レストアは消失する。再び潜伏したのか、どうなったのか解わからない。


    「まだ決着付けてねえだろうがぁ!!」


    　が、レストアは出てこない。


    「……くそっ……」


    「唐人……？」


    　僕は、しゃがみ込むと──親父の身体を背負った。


    「親父……帰るぞ。サナ、手伝ってくれ」


    「お、おう！」


    　そして僕たちは、ビルから脱出するために、歩きだした。

  


  [image: ]



  
    ～ストーリーがよく解かる～『寄生彼女サナ』年表


    



    【４Ｃごろ】


    ローマ、異教として迫害されるレストア、死の寸前に意識体になり人類の共通意識（カルテジアンズ・シアター）に逃げ込み、パラシスタンスを作る能力を身に付ける。以後数百年に渡って、試行錯誤の段階。


    



    【１６１５年】


    大坂夏の陣。豊臣家の娘、千代姫に寄生してサナ誕生。豊臣家の配下である武将、真田幸昌にサムライとしての戦い方、生き方を教わる。最後には千代姫が心を壊し、大阪城に火を放ち、豊臣家滅亡という不幸な結末を迎えたサナ、来世こそ幸福に、うまくやることを決意する。


    



    【40年前】


    劉甫獏誕生。十二歳で血に手を染める。十九歳ごろ、知識欲から過去の文献を漁るうちに、パラシスタンスの存在を知る。


    



    【20年前】


    父親の会社を乗っ取った竜斎寺秀也（二十三歳）、劉甫獏（二十歳）に出会い、意識を持った寄生虫の話を聞く。二人、組織『パラミナティ』と、その一〇〇パーセント出資によるパラシスタンス研究所を設立。竜斎寺家の膨大な資本を元に、パラシスタンス研究が急速に進む。


    



    【16年前】


    パラシスタンス研究所の職員であった増川銀次と皐月との間に、増川唐人誕生。唐人、生まれつき心臓に欠陥があることが解る。パラシスタンスを寄生させることによって治療させることにするが、そのままでは寄生に耐えられそうになかったため、パラシスタンス改良計画（Ｐ計画）が発動する。


    皐月、最初の実験体になるが、命を落とす。


    



    【15年前】


    銀次の弟の家庭に、次女・増川桜誕生。ちなみにその八年前に長女・姫が生まれている。


    もともと桜の家と唐人の家は、あまり仲良くなかったらしい。


    



    【７年前】


    大学生だった吉富綺羅（十八）、研究所に入って銀次の研究を手伝いながら、唐人（九歳）の面倒を見るようになる。銀次、研究をスピードアップさせるため脳にＰ細胞保有の芽殖孤虫（レストアが現世との『接続点』にしていた個体）を寄生させ、感情を失っていく。


    同時期、竜斎寺秀也、志保を養子に迎える。


    



    【６年前】


    増川姫（十七歳）は家庭の不和から家出し、組織に拾われる。


    唐人は駆け落ちの約束をしていたが、未遂に終わり、姫に裏切られたショックで心を閉ざす。


    



    【５年前】


    姫が研究所に呼ばれ、銀次から、Ｐ計画のためにパラシスタンス実験手術の提案をされる。執刀には綺羅も関わる。手術の結果、姫は薬を服用し続けないと生きていけない身体になったが、身体能力が上がり、トップアイドルになることが出来た。研究さらに進む。


    



    【２年前】


    組織に就職した鮎ヶ瀬、姫のマネージャーに。その一年後、セルカが寄生する。


    



    【１年前】


    綺羅、櫂実の処分を命令されたことに反発し、研究所と組織から逃亡生活に入る。


    成体として目覚めた權実、アパートで一人暮らしを始める。椅羅のことは覚えていなかったが、優しくしてくれた人物の記憶はあった。


    春、唐人が宿木高校に入学。


    


    


    【物語の年】


    



    【４月】


    綺羅、宿木高校に保健医として勤務が決まる。櫂実の家に入学案内所を送付。


    



    【５月】


    櫂実、宿木高校へ転校してくる。


    



    【６月】


    [image: ]


    Ｐ計画がついに完成。銀次、家にサンプルを持ち帰り様子を見る。


    桜の手により、偶然ではあるが、サナ、唐人に寄生して再誕。すったもんだを経て落ち着く。


    



    【７月】


    [image: ]


    ロイ子、研究所を脱走（この時、レストアの手引きにより相馬も脱走していた。組織には櫂実、ロイ子、相馬の三体が脱走パラシスタンスとして認識されている）。宿木高校からパラシスタンス反応が出たため、調査のために秀也の命令で竜斎寺志保が転校してくる。ポキル帝国建国事件。改心した志保は家出し、ロイ子と旅に出る。>


    



    【９月】


    [image: ]


    宿木祭。組織からパラシスタンス調査のため、増川姫、鮎ヶ瀬白美、横川セルカの三人が派遣されてくる。サナ、アイドルとして人気者になる。三人、組織を裏切ることにする。その後、竜斎寺秀也に唐人の家が燃やされる。


    



    【10月】


    [image: ]


    唐人達、志保とロイ子を救いに北海道へ行った先でエキノコックスのえきのに出会う。えきの、学校を雪山にする。えきのは消滅したが、雪が溶けて泥まみれになった校内を使い、相馬が多くの人間をトキソプラズマキャリアにする。寄生法廷開廷。相馬、サナを道連れに消滅。


    



    【11月】


    レストアの手によるシンギュラリティ発動。世界的に寄生虫のパラシスタンス化が始まる。


    唐人たち、最後の戦いへ。

  



  
    第三章　寄生彼女サナ


    



    　櫂かい実じつ亜あ須す香かは、全て仕掛け終わった爆弾を前に、大きく息を吐いた。


    「……これで……三十分後……ビルは爆破される……」


    　とはいえ。唐から人と達たちが間に合わなかった時のために、最後の爆弾だけは遠隔操作式にしていたのであったが。


    　と、立ち去ろうとする櫂実の前に、一つの人影が立ちはだかった。


    「ん何やってんだてめえぇええええ！」


    　目を血走らせた黒服だった。常軌を逸したその顔は、ためらいもなく銃の引き金を引ける顔だった。


    「まだ残党っ……!?」


    　櫂実の血の気が、一瞬引いた時。


    「がっ！」


    　敵の背後から、強く鉄パイプで殴るような音が聞こえ……そのまま、どさり、と崩れ落ちた。


    「だ、誰だれ……？」


    　そこには、櫂実のよく見知った顔が現れた。


    「ふう。お疲れ、亜須香」


    「……綺き羅ら先生」


    「……久しぶりかな、この組織本部に来るの」


    「……あの……助かりました……」


    　ずっと、疑問があった。


    　かつて組織の研究所にいたという、この綺羅先生という人。


    　学校で初めて会った時、初めて会ったはずなのに──なぜか懐かしい匂においがしたのだ。


    　聡明な櫂実であるから、当然ある種の推測は立てられた。だが、生きていることが罪だと思ってしまう難儀な性格のせいで──それを尋たずねることはできなかった。


    　それでも。この人がいてくれたことは救いだったのだ。


    　悪意に触れながら生まれてくるパラシスタンス、ましてや宿しゆく主しゆも行方不明という過酷な状況では、もしかしたら人間を憎む、という選択肢さえあったかもしれない。その立場を選んだのが、相そう馬ま住すみ乃ののような者なのだろう。


    　だから、自分が誰かのおかげでそうならずに済んだとしたら。まさしく、それが櫂実にとっての母なのだ。


    　その懐かしい匂においを感じる度に、ずっと思っていた。宿しゆく主しゆである以上に。この人が、母だったらいいな、と。


    「唐から人とに、告白したって聞いたわ」


    「それは……」


    　何もかもバレていた。櫂かい実じつは口ごもる。


    「それは……サナさんと……増ます川かわ君を……円滑に……円満に……」


    「……でも、実は結構本気、だったんでしょう？」


    　櫂実は、黙る。図星、だったからだ。


    　そんな櫂実を、綺き羅らは、ガバリ、と膨ふくよかな自分の胸で抱き留めた。


    「……あのね。女の子はね。泣いていいの、失恋したときは」


    「そう……なの……？」


    「……うん」


    　それで、もうダメだった。後から後から、涙が湧わいて出てきた。


    「うわああああああん……」


    　失恋、というやつなのだろう。本で知るのと、実際に体験するのでは、大違いだった。


    「……もう、大丈夫かな」


    「なに……」
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    「唐から人とたちが終わらせてくれたみたいだから……これからは、もう心配しなくていいから」


    「え？」


    「あなたはね──」


    　綺き羅ら先生は、自分の腹部にそっと櫂かい実じつの手を添わせた。


    「ここに、いるのよ」


    「あ……」


    　ジグソーパズルの最後の一ピースが嵌はまったような、途と轍てつもない安心感だった。


    「……拙せつ虫ちゆうが……」


    「もう隠さなくていいから……これからは、一緒に暮らしましょう」


    「うん……」


    　やっと、戻ってこれたのだ。生まれたての自分を世話してくれた、母の元に。


    



    　その時、二人の頭に声が聞こえてきた。


    『あー……聞こえるか？』


    「これは……」


    「……銀ぎん次じさん!?」


    　それは、研究者である吉よし富とみ綺羅にとっても、懐かしい声だった。


    『レストアの共有意識から、話している。あまり時間は無いが……綺羅君。すまない。世話をかけたな。それから……迷惑もかけた。言葉を尽くす時間はないが──感謝する。ありがとう』


    　その言葉だけで、綺羅も泣きだしてしまいそうだった。


    「いいえ。……嬉うれしかったんです」


    「ほう」


    「叶かなわない恋だって知ってましたから。少しでも、銀次さんの力になれることが……嬉しくて。その……家族になれたような気がしたから」


    『ははは。最後にとんでもない爆弾を投げつけていくな、君は』


    「ええ。性格悪いんです、あたし」


    　長かった。


    　大学時代からの十年弱の期間。


    　綺羅はいつしか、目の前を歩く師のことを師以上に感じるようになっていたのだ。


    『きっと、唐人も同じことを思っている。君が一緒にいてくれてよかった……とな。俺もだ。これからも──あいつのことを、よろしく頼む』


    「……はい」


    『……じゃあな』


    「……先生っ！」


    　最後に、綺き羅らは力の限り叫んだ。


    「……お疲れ様でしたっ！」


    『……ああ』


    　すべてをやり遂げた、最愛の師匠。まがりなりにも彼の下について研究をして本当に良かった、と綺羅は誇りに思った。


    



    　そして、銀ぎん次じの気配は、ふっと消え失うせた。


    「ふうーう」


    「……あの……」


    「亜あ須す香か、あんたも気を付けなさい。一個、教訓ね。『妻子持ちに恋してもろくなことにならない』。それから……」


    「……なに……」


    「帰ったら、ヤケ酒よ」


    　櫂かい実じつは笑った。


    「うん……介抱……するね……お母さん」


    　待望の一言を、吐き出しながら。


    　その言葉を言うのは少しこそばゆくも、誇らしくもある。


    「……ねえ、お母さん、増ます川かわ君とサナさん……創造主の人に勝てるかな……」


    「勝てるに決まってるじゃない」


    　綺羅は、櫂実と一緒に避難するため、階段を降りていった。


    「あの子たちは、そんなにヤワじゃないわ」


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　櫂実が綺羅から、ようやく真実を打ち明けられた一方で──ここにももう一つ、心の歩み寄りを見せる親子関係があった。


    　竜りゆう斎ざい寺じ父おや娘こである。


    　志し保ほの膝ひざの上で、秀しゆう也やは目を閉じる。


    　もう、だいぶ暴れ疲れた。甫ほ獏ばくを倒すのに、付近の建造物は粗あら方かたぶっ壊したといえよう。まるで、爆弾が投下された後のような現場になっていた。


    　秀也の筋量は派手に暴れた反動か酷ひどくやせ細り……そこらの血管は赤黒く内外から出血し、入れ墨のように負荷をありありと描き出していた。


    　だが──満足感はある。と、向こうの道路に倒れているものを見てそう思う。


    　激しい戦いの末に、甫獏を倒すことができたのだ。


    「……なんとか、なったな、志し保ほ」


    「はい」


    「甫ほ獏ばくと、俺で始めたんだ。この組織は。最初は、何が目的だったのかな……確か」


    　膝ひざの上で、秀しゆう也やは目を背そむける。


    「……どうしたんですの？」


    「笑わないか？」


    「いいえ」


    「……孤児院を、造ったんだ。俺みたいに愛されないやつを──集めたいと思って」


    　志保も、微笑ほほえんだ。


    「知ってましたわ」


    「……もう一つ、伝える。聞いてくれるか」


    「ええ」


    「増ます川かわの家に、こないだ火を付けたように──十年以上前、お前の家に火を付けたのは、俺だ。お前の家族を奪い去ったのは、俺なんだ。その贖しよく罪ざいのつもりで──お前を拾った」


    　断罪を求めていたのだろう。だが、志保は、なんてことないかのように答える。


    「唐から人とさんのお家うちのことは、それはそれで償つぐなっていただきたいのですが──実は、知ってましたわ」


    　その答えには、秀也も驚きよう愕がくする。


    「……なら……なぜ家族の仇かたきと家族ごっこができるんだ、お前」


    「……だって、わたくしの家は、ここですから。出会った時に言ってくれたでしょう？」


    「パラシスタンスがいると聞いて──最初に、あの高校にお前を送り込もうとした時……俺はたぶん、まだお前が怖かったんだ」


    「復ふく讐しゆうされるかもと思ってらした？」


    「……そうだ。だがそれを恐れる一方、心の奥底で望んでいたのかもしれんな」


    「……バカな、お父様」


    「……が、がほっ、がっ」


    　秀也は、咳せき込む。大きな血の塊かたまりが、喉のどの奥から吐き出された。志保の膝元をベトベトに汚す。


    「……すまん……」


    　志保は、慌てない。


    「いいですの。そのまま、楽にしてくだされば」


    　汚れることを忌避していた数か月前の志保とは、別人のようだった。それも、唐人やサナたちと出会って、少女が身に付けたものだった。


    「……志保。一つ、哲学めいたことを考えてみないか」


    「ええ」


    「幸福に生きるというのはどういうことなんだろうな？」


    「……わかりませんわ。でも──」


    　志し保ほは、両手で秀しゆう也やの顔を包み込んだ。


    「きっと、お父様となら一緒に見つけていけるものですわ」


    「俺は──少し、遅かった」


    「──一問目で少し、間違えてしまっただけですわ。それに──罪を償つぐなっていただけるのを、待ってますから」


    「ああ」


    「竜りゆう斎ざい寺じ家に、あの時、拾っていただけたこと──感謝しています。心から」


    「……ああ」


    　その言葉は、何一つ充足感を感じることもできなかった竜斎寺秀也にとって、生まれて初めて、何もかもが報むくわれてしまう一言だった。


    「増ます川かわには──本当に悪いことをした」


    「一緒に謝ってあげますわ。それに──今あの方たちは、そんなことより、もっと大きな戦いをしています」


    「……あいつら、勝つかな」


    「勝ちますわ。決まってます」


    「……そうだな」


    　秀也の頰ほおを、冷たい風が撫なでた。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　息が詰まる。


    　僕はひたすら、組織のビルの中を、出口に向かって歩いていた。何しろ三十階建てだ。怪け我がをしているから、降りるのも一苦労だ。しかも、櫂かい実じつの爆弾のせいもあり、時々違う階段に移動しなければならない。サナに支えてもらいながら、やっとの思いで下っていく。


    　階段を降りながら、背中に負っているはずの親父おやじの声が脳内に響く。


    



    　──唐から人と


    　　　もう　いい


    　　　　　もういいんだ　その身体からだは


    



    「何がだよ……」


    



    　　　俺はいなくなるが──哀かなしいことじゃない


    　　誰だれにだって、いつかは来ることなんだ


    　　　　　　だから……


    　　……その……最後に伝えることって、意外と思いつかないものだな


    　　　　　　　　まあいい。この意志の全てが、お前に伝える最後の言葉だ


    



    「やめろよ……何悟ったようなこと言ってんだよ……」


    



    　　お前も、もし子を持つことがあれば解わかるさ


    　　　親にとって一番嬉うれしいのはたぶん──子が、親を超えてくれた時なんだ


    　　だから──お前は進め。俺の行けなかった場所まで、な


    　　　繫つなぐんだ。希望を──未来を──生命の意味を


    　　　────じゃあな。皐さ月つきと一緒に──お前の幸せを、心から願っている


    



    「……ざけんじゃねえよ……今まで色々隠してて……最後だけ親父おやじ面づらされても……何一つ返せねえだろうがよ……」


    「ねえ、唐から人と──」


    「ふざけんじゃねえ……勝手にいなくなってんじゃねえよ……まだ取り戻してねえだろうがっ……！　十七年分……何もなかったっ……何一つ解かり合えてなかったっ……！　だから……今からでもやり直すんだよ……僕たちは……家族を……」


    　サナが話しかけてくる。


    「唐人……お父さんは……もう……」


    「うるへえええええええっ！」


    　掌てのひらを眼に当てると、熱い涙がぼろぼろと零こぼれ落ちた。


    「う……うう……」


    　とうに知っていた。背中に背負っている者から、とっくに温度が消えていることくらい。


    　そして──僕は廊下に崩れ落ちた。


    　精神的にも、肉体的にも限界だった。


    　それ以上に──色々ありすぎて、もう一歩も歩けそうにない。櫂かい実じつの爆弾が爆発するまであと何分だ？　どうでも、いい。どうなったって。


    「だって……母さんも……いなくて……親父まで……いないも同然で……やっと取り戻したのに、また」


    　俯うつむきながら。


    「また、独りぼっちになったんだ、僕」


    　[image: ]あふれる大粒の涙が、床にまだらな染みを作る。


    　その呟つぶやきは、もう言葉になっていないかもしれないくらい小さな声で。


    「唐から人と……」


    　その時ふわり、と、唇くちびるに何かが触れる感触があった。


    「え？」


    　目を開けると、恥ずかしそうなサナの顔がそこにあった。


    　そして僕の手が、優しく握られる。


    「ここに、いるよ」


    「サナ……」


    「いつも、唐人からはもらってばっかだったから……栄養も、それからもっと色んなものも」


    　サナは満面の笑えみで、僕の腹部に手を当てて言う。


    「唐人に寄生できて、この瞬間にここにいれて、よかった」


    　その言葉を、嚙かみ締めるように。


    「それで、ただそばにいるだけじゃなくて。嬉うれしいことも、楽しいことも──それから悲しいことも、二人で分けられるから──だから、私は、ずっとずっと唐人のカノジョになりたかったんだ！」


    「サナ──」


    　その手は温かい。


    　今までの思い出が、走そう馬ま燈とうのように駆け巡る。


    　いつだって、僕の手の中には、このぬくもりがあってくれて。


    　いつの間にか、大切なものになっていたんだ。


    「だから、唐人──んっ」


    　返事は待たない。


    　手を繫つないだまま、僕はそっと身体からだを起こし、サナにもう一度キスをした。


    　思いが溶け合って、一つになる。


    　僕たちは、蠟ろう燭そくの火を分けるような心こころ許もとない口づけの後、身体を離した。


    「ぷはあっ、どうしたんだ、唐人から、いきなり……」


    「……わかったよ」


    「ふえ、な、何──」


    「その……あんましょっちゅう言うタイプじゃないから……心して聞いてほしいっていうか……あの裁判の時に言えなかった続きっていうか──サナ」


    「な、なんだっ！」


    「好きだ」


    「……ほ？」


    　言われた方が、きょとんとしている。


    「だから──」


    　僕はじれったくなって、目を合わせずに言う。


    「──僕の、彼女になってくれないか」


    「か、か、か」


    　サナの顔が真っ赤になって──。


    「カノジュッ!?」


    　嚙かんだ。


    「嚙むなよ、大事なとこでっ!!」


    「わ、私は、ただの唐から人との寄生虫じゃないのか？　みんなにも、彼女って言ってもいいのか？　ずっとずっと、唐人の彼女でいいのかっ!?」


    「……あ、ああ」


    　とはいえ、まだ照れがある。ので、視線を外はずしながら言う。


    「……当たり前だろ。大切な、僕の彼女だ」


    「ふ、ふあ……」


    「どうした」

  


  [image: ]



  
    「なんか、全身ふわって……なったぞ……熱っぽい……」


    「ははは」


    　まあ、僕もまだ全然なれないってか小こっ恥ぱずかしいんだけど。


    「そうだな、言うならさしずめ──」


    　僕は思いついた単語を口にする。


    「寄生彼女、とか」


    「寄生彼女……」


    　サナは、じっとその単語を脳内で反はん芻すうするようにした後、呟つぶやいた。


    「……イメージがあんまり良くない……」


    「肯定しろよその辺は！」


    　僕の言葉に、でもサナはどこか浮かない顔だ。


    「うーん……でもなんかごめんね……彼女なのに寄生しちゃって……」


    「なに言ってんだよ、二人で一つの身体からだだろうが。認めちまったんだから」


    「あは……嬉うれしいな……」


    「僕が死ぬまで……死んでも腹ん中にいてもらうからな」


    「ほ？　彼女なんだからそうに決まってるだろ？」


    「え、何を言って……」


    　そこで、僕は思う。


    　こいつ、常識ないから。


    　もしかして、彼女という認識が、普通の人間に比したら、結婚ぐらいのもので。


    　ずっとそばにいるって、一生のつもりで言っていたのかも。


    「……くそ。当たり前だろうが」


    「わ、唐から人と……」


    　サナの身体をもう一度強く抱きしめてから、僕は身体を起こす。


    「離さねーっつーの……ていうか、なんか色々腹立ってきた。まだなんも幸せになってねーのに、こんなとこで死んでたまるかって」


    「……そうだな！」


    



    　その時、遠くから爆発音が聞こえた。


    　櫂かい実じつの爆弾が、爆発し始めたのだろう。


    　建物全体の爆発まであとどれくらいの時間が残っているのか。


    　志し保ほたちは上う手まくやってくれただろうか。


    　でも……可能性が少しでもあるなら。


    「歩こう」


    「……うん」


    「心なしか、ちょっと元気出たような気するし」


    「まあ……キスもしたしな」


    　そういえば、いつだったか、サナに聞いたことがあるような気がする。


    　僕たちは、キスをすれば、分け与えた力が戻ってくるって。


    　でも、今は二人で一つだったから──その力は純粋な推進力になって、僕の足を進ませた。


    「あ、でもサナごめん……親父おやじの身体からだだけは──持っていかせてくれ」


    「……うん」


    　そして僕たちは、改めて親父の身体を背負う。


    「最後まで、一緒だからな」


    「わかってる、唐から人と」


    



    　僕は思う。


    　僕たちは、この世界に、どうしていくつもの孤独が重なったまま生まれてくるのか。


    　もっとシンプルでもいいのに、なんの強制力もないのに、恋をするのか。


    



    　世界はいつだって不合理で、不条理で、そのきしみは、泣き声をあげている生まれたての動物みたいだ。


    　だけど、もしそんな僕たちの命に──全生物を含めた、無限にも等しい数の命があることに意味があるのなら──。


    



    　きっと、誰だれかと分け合うことができるから。


    　生まれ落ちた悲しみも、喜びも。


    　たとえ、寄生でも。


    



    「レストア……」


    　僕は、忌いま々いましげに呟つぶやく。


    「どうせどっかで聞いてんだろレストアぁぁぁぁぁぁぁ！」


    　そして目の前に幻視される──一人の少女の姿が、音もなく像を結んだ。


    



    　　『……ボクには理解できないよ』


    　　　　『なぜ、そんなに必死になる？』


    　　　　　　　　　　『この宇宙は悪の宇宙だ』


    



    「うるせえ！　なんたって親父おやじは最後にお前に勝ったんだからな！　ざまあみろだ！」


    



    　　　　　『キミのご両親が死んだ原因もいわばパラシスタンスだよ？』　


    　　　　　　　　『そもそも人間と寄生虫が──』


    



    「知るか！　てめえの逆恨みで、生き物を簡単に踏みにじるな！」


    「そうだ！　私たちは、絶対に負けたりしないぞ！」


    　レストアはサナに尋たずねる。


    　　　『サナダムシのパラシスタンス』


    　　『なぜ、人類の肩をそんなに持つ？』


    「人類とかそういうの関係ないっ！」


    　サナは、心のうちを叫ぶ。


    「恋をしたんだ！　それだけだ！」


    　　　　　『自分の宿しゆく主しゆにかい？　ふざけてる』


    「だから宿主とか関係ない！　いつだって、私たちは、誰だれかに、何かをもらって生きてる。宿主だからとかじゃなくて……唐から人とが大切な人だからだ！」


    「そうだ。誰かと、ずっと一緒にいたいってのが、そんな不思議なことかよ！　うちの……寄生彼女は誰にも渡さねえぞ！　明日も、明後日あさつても。サナには僕の腹の中にいてもらう。それだけだ！」


    　　　　　『……若いよ』


    　　　『残念ながら、世界はそれどころではなくなるはずさ』


    　　　　　　『世界中が、新たな種しゆの登場に戸惑っている状況だ。きっと間もなく──自分に寄生する存在に怯おびえた人類共が、殺さつ戮りくを始める。パラシスタンスとの戦争が始まるんだ。キミたちは、あまりに無力なんだよ』


    　　　　　『それでもパラシスタンスを擁護するなら──異端、異物、邪道として引き裂かれる。迫害される。今までのパターンと一緒さ。誰しもが追ってくる中──捕らえられるまで、逃げ続けるのか？』


    　　　　　『人と寄生虫の恋愛なんて──幸せにはなれないに決まってるんだ』


    「どんなに迫害されても……こいつだけは守ってやる！　絶対な！」


    「おう！　そして私の方がいっぱい守る！」


    　　　　『寄生関係じゃないじゃないか、もう』


    　その時。一ひと際きわ大きい爆発音が、ズシン、と近いところで鳴り響いた。


    「うわっ……！」


    　急に、眩まぶしい光が、差し込んでくる。


    　気がつけば、ビルの側面が壊れきっている。そこから外の様子が見えた。


    　ビルの外に、大人数のテレビクルーが来ていた。僕たちはそれを見る。


    「あれは……」


    「唐から人と！　姫ひめがいるぞ！」


    



    　姫ちゃんが、テレビの前の視聴者に向かって、及び近隣住民に向かって拡声器で語りかけている。


    「はーい。大変な時ですが、特別レポーターの倉くら里さと姫でーす。みなさーん、どうかわたしの話を聞いてくださーい。えー、現在、一部の高校、そして市街を中心に、人間に寄生している寄生虫が人間化するという現象が起きています。戸惑っている方も多いかと思われます。ですが……パニックになる前に、どうかわたしの話を聞いていただけないでしょうか」


    　姫ちゃんは、パニックを鎮めるのに実に適した落ち着いた声こわ色いろでレポートをしている。その語り口は、とても真しん摯しで、まるで姫ちゃんとは思えないほどだった。


    　僕たちは、崩れたビルの間から、その演説をじっと聴いていた。


    「──これからお話しするのは、ある高校生と、彼に寄生したサナダムシのパラシスタンスにまつわる物語です」


    



    　そんな語り口で始まったのは、気恥ずかしいことに、僕たちの物語だった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　その同時刻頃ごろ。テレビクルーの別働隊は、宿やどり木ぎ高校のあちらこちらで、生徒にインタビューを決行していた。そこら中で異性のパラシスタンスが腹から生まれてくるというパニック状況だったが……ほとんどの生徒が落ち着き払っている、もしくは平気でイチャイチャしているという、奇妙な高校があるという話を聞いて取材に来たのだった。


    　もっとも、その取材のきっかけには、敏腕マネージャーの鮎あゆヶが瀬せさんが結構関係者にアドバイスしていたのだが。


    



    



    　インタビュー　１


    『高校二年　金きん腹ぷく君』


    　そんなテロップが出ている。後ろで、ゲイツが指を咥くわえて金腹を羨うらやんでいる。


    「始めは戸惑ったわい。いきなり腹を破って女の子が出てくるんじゃからのう」


    　インタビューを受けているのは四天王の金腹だ。


    「しかしまあ、寄生虫を愛するということを、うちの学校の生徒に色々教えられてたことがあったものでのう。抵抗はなかったわ。ガハハハ。ほれ、トキ美み、挨あい拶さつしなさい」


    「シャチョサーン、マンションカッテヨ」


    　トキソプラズマのパラシスタンスが、金きん腹ぷくに足を絡からめながらそう言う。


    　高校生の分際で、何な故ぜか社長と呼ばせていることに視聴者の半分がツッコまずにはおれなかった。


    



    　インタビュー２


    『高校一年　三さえ枝ぐささん』


    「いやー、もうマジで恋人用グッズが売れに売れて。こんなんないすわ、バブルすわ。空前のパラシスタンスバブル。わたし、これで不景気解消されちゃうなーとまで思ってますからね。もう最高。だから、世間のみなさんも、下へ手たにこのパラシスタンスとかいう種族をやっつけるんじゃなく、商売に考えることをお薦すすめしますよ～。本気で、マジ[image: ]もうかって[image: ]かって！　げっへっへ！　パラシスタンス、最高～！」


    　三枝さんが、札束をわしゃーっ、と空中に巻き上げながら、「最高～」と言って涎よだれを垂らしていた。なんか舌とか出してた。俗に言うアヘ顔ダブルピースしてた。


    　実際、その光景は多くの世間的なスポンサー類に訴えかけるものがあったらしい。


    　ちなみに、本人はその後、『週刊　宿やどり木ぎ Walker』編集の高たか木ぎくんに『化粧厚い』だの『下品』だのちくちく嫌いやみを言われたらしい。


    



    　一方、櫛くし名な田だ会長は、なんてったって生徒会長ということで、マスコミ各社から一番多くインタビューされた人物であると言えよう。


    「えーと。櫛名田さんは、日本一早くパラシスタンスと呼ばれる新種族に順応している高校で生徒会長さんを務められているということですが……」


    「はーっはっはぁ！　いかにも、我わがこの高校の生徒会長、櫛名田観み琴ことだ！」


    「普通、寄生虫が人間になったら普通ではいられないと思うんです。一体なぜ、そちらの高校はこのようなことが可能に？」


    「うむ。まあ我われの高校では、ある二人の生徒が道を開いてくれたのだな。ん、一から？　一から話すか？　うむ、奴やつらはな、まず、我の決闘をさらりといなし、ポキル帝国の野望を打ち砕き、文化祭ではアイドルになり、雪山を登頂し、裁判まで開いてみせた。そういうのもあってな。うちの高校は、もうとにかくオールオッケーになったのだ」


    「オールオッケーですか……」


    「うむ！　そしていいか、みなの衆……大事なのは！　解わかり合おうとする気持ちだ！」


    　これらのインタビューは、今後、何度も繰り返し流されることになった。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　姫ひめちゃんの演説は、概おおむね僕たちの出会いから、今に至るまでの話を伝えてくれるものだった。


    　第三者の視点で、自分たちのことを聞かされるのは、若干……というか非常にこそばゆい。でも、他人の話として聞くことで、なんか応援したいなあとさえ思わさせられる魔力さえあった。


    「うーん、唐から人と、なんか姫の話聞いてると、ほんわかしてていいな！　この主人公の二人！」


    「まあ、自分たちなんて思えないよな……」


    　姫ちゃんの話は続く。


    「わたしは思うのですが……普通……男女恋愛には打算がどうしても絡からみます。でも、自分の身体からだにいてくれる、彼女たちは、彼たちは、純粋に自分だけのことを見てくれます。つまり、理想の相手なんですね！」


    　姫ちゃんは鮎あゆヶが瀬せさんやセルカの方を見たようだった。


    　セルカも、大声で叫ぶ。


    「そうだ！　打算抜きの愛だ！　お前ら、いいか！　愛を否定だけはすんな！　だから六時間の締め出しも！　ぜんっぜん！　平気！」


    「…………」


    　きっと、鮎ヶ瀬さんは見えないところでセルカの足をこっそり踏みつけているに違いない。


    　一方姫ちゃんは、鮎ヶ瀬さんの方を見る。まるでこんな風な会話を目でしているかのように。


    「……すまねえな、鮎ヶ瀬、色々世話してもらって」


    「いいです。尻しりぬぐいが私の仕事ですから」


    　草臥くたびれた表情で、鮎ヶ瀬さんは溜ため息を吐ついた。


    　とにかくその演説の文もん言ごんは、人の心を打つには十分すぎるほど選び抜かれ、扇動的だった。


    　そして、パラシスタンスのパニックが始まって間髪入れずにこの演説が為なされたということは大きかった。文化人たちは、後々パラシスタンスとの恋愛を認めないなんて非人道的だ、なんてもったいぶって語るまでになるほどだ。


    「いいですか、皆さん！　私たち人類は、新しい局面を迎えたといえます。変わるのは怖いことです。でも──愛だけは確かに生まれる余地があります。この学園にいた、二人の──人間とパラシスタンスが、それを見せてくれました。どうか──応援してください！　特に、人間と、パラシスタンスで恋をした、若い二人のことを。人類の未来のために人知れずがんばった、二人の高校生のことを！」


    　姫ちゃんは深々と頭を下げた。


    　大きな拍手が、その場を包んだ。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    「姫ひめちゃんたち……ありがとう……」


    　その時。


    「うおっ！」


    　ビルがまた、崩れる音がした。櫂かい実じつの爆弾が、爆発したのだろう。


    　爆発の回数から考えて──爆弾はあと一個で残り十分ぐらいか。


    「くそっ、早く逃げ……」


    　その時だった。


    「わ、わっ！」


    　突如、ひび割れていた床が、さらに大きく裂け始めた。


    「わ──っ！」


    　サナの身体からだが、逆さまになって地面に落ちようとする。──させるか！　僕は一旦親父おやじを床に下ろすと──。


    「サナ！」


    「唐から人と───っ！」


    　崩れた場所から、サナの身体がずり落ちようとす瞬間、僕はサナに手を伸ばす。


    「摑つかんだ！」


    　滑り落ちる寸前で、なんとか足首だけ摑むことができた。


    「ぐっ……サナ……落ちるなよ……」


    「うん……」


    　僕は、ますます手に力を込める。


    「生きて帰る。絶対に」


    「おう……」


    「サナ……色んなことがあったよな……」


    「おう！　いろんなことがあったけど──結局、唐人、助けに来てくれた」


    「ああ。助けにいくさ。何度だってな。サナ……怖くないか？」


    「えへ……怖く、ないぞ……だって、念願の唐人の……彼女だからな……へっちゃらだ！　私だって、いつだって、唐人を守ってやるからな！」


    「ていうかサナ……」


    「なんだ？」


    「パンツ見えそう……」


    「バ、バカ！　そんなの……み、見たかったら後で見せてやるってー！」


    「おいサナ！　言っとくけどなあ！　お前を簡単に離すと思うなよ！」


    「当たり前だー！　私の方が！　ずっとず──っと唐から人とのお腹なかにいたいに決まってるだろー！」


    



    　桜さくら、櫂かい実じつ、志し保ほ、ロイ子、その他がその様子をビルの外から眺めていた。


    



    「お兄にいちゃんたち……全国中継されてる放送でバカップルぶりを……」


    　だがそこに、そこら中から声援が上がり始める。姫ひめちゃんの演説の効果だった。


    「がんばれ……」


    「がんばれー！」


    　気がつけば、割れんばかりの声援が耳に聞こえるようになっていた。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　　　『……』


    　　『なんだ、この空気は……』


    『……失敗したのか……』


    　レストア・ディストピアは、現実での自分の存在が希薄になっているのを感じていた。


    　なぜか、あの二人を見ていると。昔の自分を思い出していた。


    『……』


    『そんな日々が……ボクにもあったのかな……』


    『……』


    　そして、視界から色彩が薄くなっていき──。


    



    「……戻ってきてしまったか」


    　気が付けば、劇場を埋め尽くさんばかりの椅い子すが並べられていた。


    　カルテジアン・シアター。


    　かと思ったのだが──少し、様子が変だ。


    「……どういうことだろう」


    　景色が、もやがかっている。座席はあるにはあるが、柔らかい布張りなどではなく、石材を組み合わせた構造になっていて……妙な感傷を呼び起こす。


    「……これは……」


    　懐かしかった。


    　ポンペイウス劇場に似ているのだ。ということは──。


    「シアターが、昔に戻った……？」


    　予感は確信に変わり。レストアは、とある柱の陰に、会いたいと渇望していた顔を見つける。


    　走りだす。


    「あ……あ……」


    　その顔を、忘れたことはなかった。


    「……テオドトス様……」


    　二千年ぶりだった。その彼が、どんな声を出すのか、今まで頭の中で何度も何度も想像していたその第一声は──。


    「やあ、レストア。ちょっとやつれた？」


    　そんな風に、いとも簡単に、心を飛び越していった。


    「……っ」


    　無我夢中で、その腕に飛び込んだ。


    「おいおい、泣いてるのか？」


    「テオドトス様……馬ば鹿かです……今いま更さら来たって……ボク……もう、戻れないところまで」


    　テオドトスは、レストアの顔を胸板から離すと諭さとすように言った。


    「ねえレストア。君に、ディストピアなんて、そんな悲しい名前を名乗るに至らせてしまったこと、後悔してるんだ」


    「すいません……」


    「だから……それをやめて、こう名乗ってくれないかな？」


    「……え？」


    「レストア・テオドティエ」


    「っ……それは……！」


    　その名前の変わり方は。


    「僕の妻に、なってくれないかな」


    「……そんな」


    　名付け。


    　それは、ある意味で暴力的ですらある。一方的なレッテル貼ばりにして、侵食行為。


    　だが、それだけで。


    　レストアがディストピアとして過ごした二千年が。世界の破滅だけを望んだ悠久の時間が、一瞬で塗り替えられてしまった。


    「……ぃです」


    「ん？」


    「ずるいです……テオドトス様は……」


    「うん、ずるいよ」


    「……いけしゃあしゃあと」


    「いいさ。肯定しよう。全てを。他人を。寄生虫にだって、できるんだ。個人的にはさ、君はね、悪くないと思ってるんだ。今までの連中は──愛を信じ切れなかった、それだけさ。進化を導いた──それ自体は、可能性だったのに」


    「……可能性……」


    「愛の可能性は、種族の運命さえ超えるんだ」


    「……解わかりません」


    　そういうことにしておきたかった。だが、テオドトスは全てをお見通しだった。


    「……本当は、少し解る気がするだろ？　今なら──」


    「うっ……うう……」


    「……認めてやろうよ、彼らを。ね？」


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　その時。ビルのどこかで、また爆弾が爆発する音が聞こえた。


    「う、うわわわっ！」


    　ビルが、倒壊し始めた。さらに地面の傾きが激しくなり……。


    「うわっ、落ちる！」


    　重力に耐えきれない。


    「サナ！」


    「唐から人とーっ！」


    　僕たちは、抱き合ったまま落下していく。


    「きゃーっ、お兄にいちゃん！　サナちゃん！」「……増ます川かわ君！　サナさん！」「唐人さんっ！　サナさん！」「唐人！　サナちゃん！」


    　その場にいた人間全てが息を呑のんだ時──。


    　なぜか、無人のはずの一階から、爆発音が聞こえた。


    「わ、わ？　え、今のは、櫂かい実じつ先輩？」


    　桜さくらが、櫂実に尋たずねる。だが、櫂実は首を振る。


    「……不発弾……あったかな？　なかったような……んー……もしかしたら……組織が保有してた爆弾……わからない……とにかく……」


    　志し保ほが、ずい、と出る。


    「奇跡、でいいのですわ！」


    　まあ、とにかく奇跡だったのだ。


    　爆風の勢いが、落下する僕らの勢いを相そう殺さいして、急激なブレーキになった。


    「ぐえ！」


    「ぎゃあ！」


    　そして……僕は、その場に止まっていた、リムジンの上に着地する。それで車の屋根を突き破ったところでエアバッグとか開いて──。体勢に多少の無理はあったが、ひどい怪け我がをすることなく、着地することができたのだった。


    「う、うう……唐から人と、大丈夫か……」


    「い、今のは……？　でも、急にどうして──」


    　そこに、頭の中に声が聞こえてきた。


    「……レストア？」


    　　　　　　　　『……キミたちは普通じゃないんだ』


    　　『人間と寄生虫で恋人になったとして……これから先の人生……』


    　　　『差別、偏見、その他色々なものと戦う覚悟があるのかい──？』


    　僕たちは、自信を持って答える。


    「当たり前だ！」


    「おう！　なんたって私は……最強の、寄生彼女だからな！」


    　レストアは……笑った。


    　僕は、レストアの笑顔を初めて見たような気がしていた。


    　　　『……その言葉が、聞きたかったのかもしれないな』


    　　『しばらく、さよならしよう、人間たち──』


    　そして、ふっ、と。レストアの気配が、どこかに消え失うせた。


    「気配が、消えた……」


    「うう、ていうか唐人……爆発に巻き込まれなくて済んだけど……身体からだ中すすだらけだぞ……帰ったら風ふ呂ろ入らなきゃ……」


    　そこに、遠くに避難していた群衆が近寄ってくる。


    「お兄にいちゃ───ん！　生きてる───!?　か、下半身大丈夫───っ!?」


    「あ、みんなが来たぞ、唐人──」


    「なんとか、なったみたいだな……」


    　僕たちは、手を繫つなぎながら、安あん[image: ]どする。


    「サナ、これから、落ち着いたら最初に何をしたい？」


    「うーん、とりあえず……」


    　しばらく考えた後。


    「ラーメン食いに行きたいな！」


    　心の底から、同感だった。
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    週刊宿やどり木ぎウォーカー

    【第44回】

    寄生彼女ともっと仲良くなる特集！


    [image: ]


    果汁百パーセントジュースにも結構な割合で香料が入っていることに絶望しがちなヤングの皆様、元気ですか！　編集の高木です。色々あって、パラシスタンスという存在を政府が認めることになりました。それ以来、流行っているのが「寄生彼女」「寄生彼氏」。なんと、今まで恋愛に縁がなかった男女でもイチャイチャできる、自分だけのかわいい／かっこいい寄生虫が合法的に認められたということで、世はまさに恋愛ブー厶と言えるでしょう。


    今日は、そんなパラシスタンスたちともっと仲良く付き合うためのマニュアルを伝授しようと思います。なお、とりあえず今回は『寄生彼女』バージョンに絞ってあることをご了承ください。レッツ・ラブ・パラシスタンス！

    


    【パターン❶】


    トキソプラズマ系女子との仲良くなり方
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      …………………………………

    


    猫を経て生まれてきた彼女たちは猫大好き。猫カフェに行きましょう。もしくは、豚の臓物が大好き。臓物を浴びせてくれるような悪魔崇拝デスメタルバンドのライブに行きましょう。


    ……ところでどうでもいい提案なんですが、ここで一歩進んでトキソプラズマ女子のために『豚の臓物カフェ』とか作ったら需要があるのではないでしょうか？　おしゃれスポットでカフェを飲んでいると頭の上から豚の臓物が降ってくるカフェです。……ということを、金儲けが趣味の相方に話してみたところ、ターゲットが狭すぎるので却下だそうです。

    


    【パターン❷】


    回虫系女子との仲良くなり方
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      …………………………………

    


    たまたま調査したサンプルのせいかも解りませんが、どうやら回虫系彼女は自虐的な傾向がある様子。野球場に行ってファールボールに全力で当たりに行く、将棋サロンに行ってあえて全局二歩で負ける、ストレス解消にお皿を割らせてくれるレストランに行って『いや、僕は自前ので』と言ってマイセンや柿右衛門を割る、などのデートコースがお薦めだと想われます！　やってるあなたが楽しいのかは解りませんが、それくらいのハードルは彼女のために超えましょうね！

    


    【パターン❸】


    サナダ厶シ系女子との仲良くなり方
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      …………………………………
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    【サナダムシと付き合うプロと称される、Ｍ川Ｋ人氏コメント】


    



    なんで僕がこんなインタビューに答えなきゃいけないんだよ！　そんな、別に仲良くなり方っていうか……その……日曜に一緒にラーメン食べに行ったりとか……なんか女の子っぽい服が着たいとか言ったらお金なくても試着しに行ってあげるとか……あ、あとお腹にいいものを食べると喜ばれるかな。ま、そんなのなくても、二人で手を繋いで食べられたら何でも美味しいんだけどね……って、真面目に答えちゃってるじゃないかよ！　もう終わり！

    


    末永く爆発して欲しいものである、と校内一同の声を代弁して締めさせていただく。

  



  
    エピローグ


    



    　あれから、二か月が過ぎた。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　シンギュラリティの後、みんながどうしているかを話そうと思う。


    　志し保ほは、組織の新しいトップになった。


    　甫ほ獏ばく一派が全滅したので、竜りゆう斎ざい寺じについていた一派がまた権力を取り戻したのだ。そして、服役している秀しゆう也やの帰りを待ちながら──志保が仕切る新しい組織は、姫ひめの薬やパラシスタンスの衝動を抑える薬を作るなど、研究所と相互に連絡を取り合い、世界平和のために尽力している。秀也も、実は甫獏が街を破壊しようとしていたのを食い止めた、というのが現場にいた素しろ人うとカメラマンの進言で判明し、それが良い方向に働き、思ったより早く出所できるかも、という話になっている。


    「さあ、きりきり働きますわよ！」


    　ちなみに、組織の芸能部門で、『卑ひ語ごファイブ』というユニットが活躍しているらしいが、どうやらテレビに映せないらしく、ほそぼそとやっているようだ。


    



    　テレビの中では、姫ちゃんがトップアイドルとして忙しく仕事をしていた。組織の縛りがなくなったことで、より自由に芸能活動もできているらしい。


    　鮎あゆヶが瀬せさんやセルカも相変わらず頑張っている。セルカは今でも、たまに鮎ヶ瀬さんから閉め出しは食らってる、とのこと。


    



    　新四天王は、服はつ部とりとゲイツと金きん腹ぷくが、新たなメンバーを探している。


    　たまに、某国の大統領から手紙が来るらしいが、詳しくは聞いていない。


    　なんか詳しく聞いたら、おそロシアな感じがするからである。


    



    　丈じよう児じとも、相変わらず親友だ。今でもほぼ毎日、一緒に登校している。時々、相そう馬まさんのことを思ってか寂しい目をすることがあるが、それなりにモテる奴やつのことだ。たぶん、時間が解決してくれるだろう。


    



    　相変わらず親衛隊を従えて、櫛くし名な田だ会長は……受験の準備で忙しくしている。


    　なんでも、日本でも珍しい巫み女こ兼獣医を目指すとかなんとか。そして、えきのを捜しに行くらしい。頑張ってほしいものだ。たまに、受験勉強に疲れたのか新四天王と一緒に決闘とかで絡からんでくるのが割りとうざい。


    



    　櫂かい実じつは、綺き羅ら先生と暮らし始めた。


    　少しずつ、自じ罰ばつ傾けい向こうから解き放たれて、幸福に暮らしているようだ。


    　たまにきせい部で本を読んでいる顔は本当に穏やかで、それを見てるとなかなか和なごむんだ。


    



    　戻ってこないものもある。


    「……親父おやじ」


    　あの後、綺羅先生にも手伝ってもらって、無事に親父の身体からだは母さんと一緒のお墓に埋まい葬そうすることができた。サナと一緒に、よく会いに行っては色々なことを報告したりしている。


    　綺羅先生から、親父と母さんが映っている写真も、一枚だけ残っていたのをもらうことができた。新しく建った家の中で、僕はそれを居間に飾かざっている。


    



    　ただ、自分を責めるのではなく。忘れずに生きていようと思った。


    　僕を生かしてくれた人たち全てのことを。


    　ここに生きていること自体が、両親に対しての恩返しなのだろうと思うから。


    



    　桜さくらは相変わらず僕を毎朝のように起こしに来る。結局、僕とサナとの付き合いは桜公認ではあるのだが、なかなか安易には不純異性交遊には走らせまい、と力を入れているようで……。その実際がどうだかは、語らずにいたいと思う。


    　そういえば、「全年齢向け映画のエロいシーンだけ集めた奇跡の全年齢向けエロ映画」が、完成したとか。地味に貸し出しで[image: ]もうかってるとか。僕は見てないのでよく解わからない。


    



    
      ＊　　＊　　＊

    


    



    　そして──最後に、僕らの話。


    　十二月の商店街を、僕とサナは歩いていた。寒さの厳しい時候。一つのマフラーを、二人で巻き合って街を歩く。カップルっぽいが、事実そうなのだからいいだろう。


    　ショーウインドウからテレビを見る。


    　アナウンサーが、呑のん気きなことを言っていた。


    『パラシスタンス商戦を逃すなとばかりに、世はパラシスタンスブーム！　今まで寂しい思いをしていた人も、今年はパラシスタンスがいるから寂しくないともっぱらの評判です』


    



    「……とんでもないことになってるな、世間は」


    　パラシスタンスと人間のカップル第一号である僕らは、とある筋にはアダムとイブ扱いされているらしい。できるだけ考えないようにしているが。


    



    　しかし、考えてみると、12月。もうすぐクリスマスだ。


    



    「そういえばさ……クリスマスになったらサナにプレゼントあげないとな」


    「……プレゼント？　乳酸菌とかがいいな？」


    「誰だれがそんなのやるか！　……も、もっとちゃんとしたのだからな！」


    　僕は、意地になってしまう。


    「一応、彼女なんだから……」


    　それを聞いて、またサナがふるふると身体からだを震ふるわせる。


    「わーいわーい！　唐から人と唐人ー！　マフラー、腸むすびしよう！」


    　嬉うれしさに耐えきれないとばかりに、サナが飛びついて、首にマフラーを巻き着けてくる。


    「うがーっ！　苦しい！　は、な、れ、ろ──っ！」


    「えへへ……でも私なー」


    「ん？」


    「唐人がいてくれたら何もいらないんだけどな！」


    　サナのその笑顔は、今日も世界で一番好きな笑顔だ。


    「お、重いから、は、離れろっ！」


    



    　まあ、実際、変わってしまった世界には楽しいことばかりでなく、新しい問題なんかも、起こったりしてるらしい。


    　パラシスタンスの増えた家庭では、今まで一人だった人口が、単純計算で二倍になってるわけで。


    　戸籍とか。住居問題とか。家計問題とか。


    



    　うまく、やれるかな？


    　何もかも変わってしまった僕らはこの世界で、ちゃんと愛を貫つらぬけるかな？


    　そこに、親父おやじと母さんの声が聞こえた気がした。


    



    　ま、堂々と、生きればいいさ。


    　幸せな瞬間があれば、ね。


    



    　うん。だからまあ、大丈夫だろう。色々あっても、みんなが愛を貫つらぬけば、なんとかなるだろうと思っている。……ちょっと呑のん気きでロマンチックすぎるかな？


    　……まあ、そういうのは、偉い人が考えることで、一介の高校生が考えることじゃない。


    　単なる高校生にとっては、今はただ──目の前の彼女との恋愛の方が大切なのだ。


    



    「唐から人と、次の日曜日、遊びに行こう！」


    「……まあ、いいけど」


    「次の次の日曜も、ずっとな！　それから……」


    「たまにはのんびりさせろよ」


    「えへー。ま、家も新しく建ったことだしな！　ふふーん。ところで唐人はなにか彼女としたいこととかあるのか？」


    「……解わかって言ってんだろ、お前」


    「へへー」


    



    　後から聞いた話によると。

  


  [image: ]



  
    　サナは、その気になれば、次世代のサナダムシに意識を移すこともできる、らしい。でも。


    「……死ぬまで、ううん、死んで幽霊になってもずっと、唐人に寄生するからな！」


    　なんて、言っている。


    　きっと、サナは最期の一瞬まで、そばにいてくれるのだろう。


    　だから、僕はこう答える。


    「……当たり前だ」


    　僕たちは、これからもずっと二人で、一つなんだから。


    　満面の笑えみのサナに向かって、僕は自分の手を差し出す。


    「さ、帰ろう」


    「……うん！」


    



    　──そして僕は、大好きな寄生彼女の手を取って歩きだした。


    　柔らかな温ぬくもりが、僕を内外から包んだ。


    



    



    
      〈完〉

    


    


  



  
    　あとがき


    



    「生きたいように生きるのは本当に難しい」なんて思ったりするこの頃です。どうもこんにちは、砂すな義ぎ出雲いずもです。『寄生彼女サナ』はこの巻をもちまして、ひとまずの完結となります。ここまでお付き合いいただいた方、本当にありがとうございました。


    　どうだったでしょうか？　多少は楽しんでいただけたり、読んで良かったと思っていただけたでしょうか？　たくさんの思いを込めましたので、この物語を読んだみなさんの中に、少しでも残るものがあればとても嬉しいです。


    　それにしても、振り返れば、色々あった約二年間でした。


    　初めての商業出版。初めてのシリーズ。初めての〆切。初めての〆切やぶ（自主規制）。特に後半はもう余裕など消え失せて、毎日彼岸に行きながら（まるでグーグルストリートビューで『彼岸行っちゃうか！』と軽くクリックする感覚で）書いていた記憶しかありません。


    　……まあ、そんなですから振り返ると当然未熟だったり恥ずかしく思う部分も多々あるのですが、このシリーズほど、過分に愛していただいた作品というのは、なかなか無いのではないかと思っています。ドラマＣＤも出させていただきましたし、また現在、月刊コンプエースにてソウマトウ様の美麗作画によるコミカライズも連載中です。こちらのコミカライズ版は、まだもう少し続く予定です。さしあたり単行本一巻が、角川コミックス・エースより六月二十六日発売の予定になりますのでよろしくお願いします。


    　これらはもちろん、全て応援してくださる読者の方々のおかげなわけです。……本当にたくさんの方に愛してもらいました。ありがとうございます。


    　関係者の皆様にも最大限の感謝を捧げます。お忙しい中、イラスト担当を完走していただけた瑠る奈な璃り亜あ様、本当にありがとうございました。二人の歴代担当諸氏にも、心よりの感謝を。ダメダメ作家を見捨てずにいただき、本当にありがとうございました。もっと小説上手くなります。その他デザインなども含めまして、関わっていただいた方全てに、「あの時サナの仕事をして良かった！」と後々言ってもらえるようになったら、本当に嬉しいです。


    　そして、そのために、僕も書かせてもらえる限り、死ぬまで頑張っていきたいと思います。


    　今は少しでも早く次回作をお届けできるよう、企画を練り練りしているところです。


    　もし、楽しみに待っていただけるのであれば、カタコトになって泣きながら、手がちぎれそうなほどぶんぶん握手したいです。どうかよろしくお願いいたします。


    　結局のところ、誰かの楽しみや喜びになりたいのです。


    



    　それでは、次回作でまたお会いできることを心から祈っております。


    　みなさまの世界に、幸せが少しでも多く上乗せされますように。


    
      二○一三年五月　　　砂義出雲　　　

    

  



  
    砂義出雲


    Izumo Sunagi


    



    お陰様で、丸二年続いたシリーズも今巻で最終巻。玉のように綺麗な心を持っていた筆者も、この本が出るころには29歳です。なんか枝毛率が最近凄い。誕生日プレゼントには年甲斐というやつが欲しい。枝毛はいらない。

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ
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